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令和６年度一般会計予算に対する委員会附帯決議 
 

 

令和６年３月18日の第１回定例会本会議において，「令和６年度一般会計予算」を議決するにあたり，

当局に検討方や善処方を要請した附帯決議です。 

 

 

件名一覧 

番号 所管の委員会及び件名 所   管 

１ 
【市民文教委員会】 

・ＩＣＴ活用による子ども見守り事業について 
教育委員会 

２ 
【産業観光企業委員会】 

・多機能複合型スタジアム整備検討事業について 
観光交流部 

 

議  会 
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１ ＩＣＴ活用による子ども見守り事業について 

（教育委員会）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 多機能複合型スタジアム整備検討事業について 

（観光交流部）   

 

 

 

 

 「ＩＣＴ活用による子ども見守り事業」は、令和５年度を初年度とする事業であるが、審査の過

程で指摘したように、今日多くの保護者が各種端末等によりＧＰＳを利用し位置情報確認等ができ

る状況を踏まえた場合、果たして事業による効果があるのか疑問である。 

 また、監査においても同様の指摘がなされていたにもかかわらず、５年度と同じ事業スキームで

予算提案がなされていることも問題である。加えて、政策決定の過程でＤＸ推進部やＣＩＯ補佐官

がコミットしていたことが明らかになったが、その際、子供の見守りのみならず、高齢者の見守り

にまで発展させる考えもあることが示されるなど、当初の議案説明では明らかでなかった長期的な

もくろみについても当局から言及がなされた。 

 しかしながら、ＩＣタグは見守りスポットから半径５０メートル程度までしか反応しないことを

考えると、１校区２０か所の設置では「点」に過ぎず、「面」での整備がなされるには相当の時間

を要すると考えられ、十分な見守りが達成されるとは到底考えられず、ＧＰＳを利用するシステム

に対する明らかな優位性も見られないことから、下記事項について強く要請する。 

 

記 

 

１．市民文教委員会に付託された第１４１号議案 令和６年度鹿児島市一般会計予算中、教

育委員会関係のうち、（款）教育費（項）保健体育費（目）保健体育指導費の「ＩＣＴ活

用による子ども見守り事業」については、審査の過程での指摘を踏まえ、事業展開や十分な事業

効果など議会に対し説明がなされない限り、当該予算の執行については慎重に対応されたい。 

 

２．委員会審査における当該事業に対する指摘が解消され、予算執行のめどが立った場合は、予算

執行前に適宜適切に委員会に対し報告されたい。 

 

以上、決議する。 

 令和６年度一般会計予算に計上されている多機能複合型スタジアム整備検討事業に関し、下記事

項について強く要請する。 

 

記 

 

１．多機能複合型スタジアム整備検討事業については、整備候補地の選定を最優先し、諸般の状況

を勘案しつつ各面から精査し、候補地のめどが立った段階で執行するなど、慎重に対応されたい。 

 

以上、決議する。 
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中核市の主要新規単独事業及び新規開設施設 

 

本特集は、本市が独自に調査した中核市の主要新規単独事業及び令和５年４月以降の新規開設施設の中

から特徴的なものを掲載したものである。 
       区分 

 市名 

推計人口 

（R6.4.1現在） 
R2国調人口 市域面積 

市街化区域 

面   積 

令和６年度当初予算 

（一般会計） 
 函 館 市  ○ 238,213 人 251,084 人 677.87 ㎢ 47.87 ㎢ 143,270,000 千円 
 旭 川 市   318,088  329,306  747.66  79.57  171,570,000  
 青 森 市   265,073  275,192  824.61  187.63  128,642,000  
 八 戸 市  ○ 216,596  223,415  305.56  58.39  96,100,000  
 盛 岡 市   280,857  289,731  886.47  52.30  121,330,000  
 秋 田 市   296,828  307,672  906.07  75.86  143,990,000  
 山 形 市   240,485  247,590  381.58  40.93  102,118,000  
 福 島 市   272,485  282,693  767.72  50.59  117,700,000  
 郡 山 市  ○ 313,467  327,692  757.20  68.86  141,540,000  
 い わ き 市   318,704  332,931  1232.51  101.01  144,635,282  
 水 戸 市  ○ 267,095  270,685  217.32  42.51  119,825,000  
 宇 都 宮 市   514,157  518,757  416.85  93.41  229,650,000  
 前 橋 市   328,996  332,149  311.59  49.79  暫定予算  
 高 崎 市   367,308  372,973  459.16  52.03  168,290,000  
 川 越 市  ○ 352,836  354,571  109.13  32.18  128,350,000  
 川 口 市  ○ 607,279  594,274  61.95  54.67  255,460,000  
 越 谷 市   342,681  341,621  60.24  28.72  115,700,000  
 船 橋 市   647,319  642,907  85.62  55.51  235,250,000  
 柏 市   434,462  426,468  114.74  54.84  165,870,000  
 八 王 子 市  ○ 559,526  579,355  186.38  81.51  227,200,000  
 横 須 賀 市   371,930  388,078  100.81  66.27  168,920,000  
 富 山 市  ○ 404,870  413,938  1241.70  73.64  175,811,218  
 金 沢 市   455,179  463,254  468.81  86.46  190,400,000  
 福 井 市   254,502  262,328  536.41  46.85  129,305,000  
 甲 府 市  ○ 183,984  189,591  212.47  31.90  80,793,965  
 長 野 市  ○ 363,343  372,760  834.81  59.48  165,030,000  
 松 本 市  ○ 234,421  241,145  978.74  40.08  101,290,000  
 岐 阜 市  ○ 399,492  402,557  203.60  80.27  186,040,000  
 豊 橋 市   367,142  371,920  262.00  61.98  145,110,000  
 岡 崎 市  ○ 383,141  384,654  387.20  59.56  140,410,000  
 一 宮 市  ○ 377,661  380,073  113.82  38.02  135,540,000  
 豊 田 市   415,853  421,552  918.32  53.23  195,426,534  
 大 津 市   344,375  345,070  464.51  58.83  138,371,284  
 豊 中 市   398,087  401,558  36.60  36.60  184,423,918  
 吹 田 市  ○ 382,336  385,567  36.09  36.09  170,848,624  
 高 槻 市  ○ 346,189  352,698  105.29  33.44  140,410,987  
 枚 方 市   393,047  397,289  65.12  41.92  155,700,000  
 八 尾 市  ○ 260,074  264,642  41.72  27.66  119,006,903  
 寝 屋 川 市   225,140  229,733  24.70  21.62  99,090,000  
 東 大 阪 市  ○ 477,684  493,940  61.78  49.81  221,516,000  
 姫 路 市   520,064  530,495  534.35  110.55  236,100,000  
 尼 崎 市   453,811  459,593  50.71  47.09  229,200,000  
 明 石 市   306,091  303,601  49.42  38.89  126,278,554  
 西 宮 市   482,467  485,587  100.18  52.19  344,036,686  
 奈 良 市   348,085  354,630  276.94  48.57  162,722,110  
 和 歌 山 市   345,973  356,729  208.85  74.15  150,230,390  
 鳥 取 市  ○ 180,123  188,465  765.31  31.26  107,400,000  
 松 江 市  ○ 194,814  203,616  572.99  32.93  106,415,000  
 倉 敷 市  ○ 474,330  474,592  356.07  120.98  203,939,887  
 呉 市  ○ 203,549  214,592  352.83  35.75  108,960,000  
 福 山 市  ○ 456,265  460,930  517.72  96.79  190,190,000  
 下 関 市   242,086  255,051  716.28  56.91  131,200,000  
 高 松 市   409,341  417,496  375.67  ―  171,900,000  
 松 山 市   499,326  511,192  429.35  70.29  219,725,000  
 高 知 市   314,997  326,814  309.00  50.72  156,100,000  
 久 留 米 市  ○ 300,516  303,316  229.96  36.35  146,400,000  
 長 崎 市   389,895  409,118  405.69  62.68  231,050,000  
 佐 世 保 市   230,873  243,223  426.01  44.71  121,150,090  
 大 分 市   473,101  475,614  502.39  112,9  211,850,000  
 宮 崎 市   394,609  401,339  643.57  62.55  184,000,000  
 那 覇 市  ○ 313,463  317,625  41.46  32.50  174,789,000  
 鹿 児 島 市   584,085  593,128  547.61  84.12  282,524,000  

※１ ○印の人口は、令和６年３月31日又は４月１日現在の住民基本台帳人口 

特 集 １ 
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１ 主要新規単独事業（一部補助事業等含む） 

市名 事 業 名 事  業  の  概  要 
予 算 額 

（千円） 

函 館 介護職員等地域定着奨励金 【事業の目的】 

 介護職員等（介護および一部の障害事業所）の新規就

労促進および定着支援 

【事業の内容】 

 市内の対象事業所で初めて正規雇用・常勤の介護職員

等として就労した場合、新規就労および継続就労（最大

３年間）の奨励金を支給 

・新規 介護福祉士資格あり 20万円 

    介護福祉士資格なし 10万円 

・継続 １年ごとに10万円 

【事業の特色】 

 新規就労および継続就労に対してのインセンティブ、

また就労期間中の研修受講費用の助成等（別事業）を組

み合わせることで就労・定着を促す効果 

9,600 

 地域水産業創生推進事業 【事業の目的】 

多くの魚種で不漁が続き水産業の衰退が見られるこ

とから、天然資源に依存しない「つくり育てる漁業」を

推進する。 

【事業の内容】 

国の「地方大学・地域産業創生交付金」を活用し、キ

ングサーモン完全養殖技術研究、コンブ養殖技術研究お

よび天然コンブ繁茂技術研究を実施 

【事業の特色】 

 首長のリーダーシップの下、地域の産官学が連携し、

本市の中核産業である水産業の振興に加え、地域におけ

る大学の振興および水産業に関する専門的人材の育成

を図る。 

191,425 

旭 川 粗大ごみ収集デジタル化事

業 

 粗大ごみの収集について、市民生活の利便性向上と収

集の業務効率化を図るため、休日・夜間でも申込みが可

能なオンライン受付システムを整備するほか、配車管

理・収集ルートの自動生成化を検証するなど、粗大ごみ

収集のデジタル化を推進する。 

4,326 

 醸造文化活用産業観光振興

事業 

 産業観光の振興を推進するため、本市の醸造文化を切

り口とした取組を実施する。 

4,480 

青 森 旧青森国際ホテル跡地地区

第㇐種市街地再開発事業 

 賑わいのある空間形成と青森駅前の活性化を目的と

して、閉店したホテルと老朽化した中小小売店舗・飲食

店舗を共同化・集約化し、商業・業務施設と集合住宅に

よる複合施設を一体的に整備する事業を支援 

570,152 

  デマンド交通運行実証実験

事業 

（青森地区） 

公共交通の小規模需要地域等を対象として、満足度・

利便性・費用等について既存の路線バスと比較検証し、

利用者ニーズに対応した持続可能な公共交通を検討す

るため、AIデマンド型交通の実証実験を期間限定で実

施 

（浪岡地区） 

公共交通空白地区の解消及び高齢者等が利用しやす

い公共交通サービスの提供を図るため、利用者が事前に

予約し、乗り合い運行するAIデマンド交通の実証実験

を実施 

59,231 
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市名 事 業 名 事  業  の  概  要 
予 算 額 

（千円） 

八 戸 旧柏崎小学校跡地広場整備

事業 

【事業の目的】 

 八戸三社大祭の振興・保存・継承、地域の憩いの場の

創出 

【事業の内容】 

旧小学校跡地に山車展示・制作施設のほか公園機能を

備えた広場の整備 

【事業の特色】 

地域の憩いの場であるとともに、山車そのものだけで

なく準備期間には制作現場も見学することができる、観

光資源としての一面も備える。 

40,000 

 

 子ども医療費助成事業費 【事業の目的】 

 子どもの健康保持及び子育て環境の向上 

【事業の内容】 

これまで乳幼児～小中学生の通院・入院のほか高校生

等の入院の医療費を助成してきたが、令和6年10月か

ら通院の対象を高校生等まで拡大 

【事業の特色】 

子ども医療費完全無償化（所得制限なし） 

715,000 

盛 岡 林業雇用支援事業 新規林業就業者の雇用を促進するため、林業事業体に

対し、人件費や安全器具購入費の補助を行う。 

13,000 

 盛岡ブランド確立事業 ニューヨークタイムズでも評価された盛岡らしい有

形・無形の価値や魅力である「盛岡ブランド」を国内外

へ発信し「選ばれる都市」を目指す。 

3,260 

秋 田 サテライトオフィス誘致推

進事業 

ＩＴ関連企業の本市進出増加に伴い、高まるオフィス

需要に対応するため、「デジタル田園都市国家構想交付

金（デジタル実装タイプ地方創生テレワーク型）」を活

用してサテライトオフィス施設を整備しようとする事

業者を支援するとともに、企業誘致プロモーション活動

を実施して誘致促進を図る。 

・サテライトオフィス施設開設支援事業 

新たにサテライトオフィスを運営しようとする事業

者に対して、改修費用や設備導入等に係る経費を補助す

る。 

・企業誘致プロモーション事業 

上記により整備するサテライトオフィス施設の利活

用を促進するための企業誘致プロモーション活動によ

り、新規立地の促進を図る。 

30,039 

 

 再生可能エネルギー導入支

援事業 

2050年カーボンニュートラルの実現に向け、市内の

住宅等に設置する太陽光発電システムおよび木質バイ

オマスを燃料とするストーブの導入経費の一部を補助

する。令和６年度から、補助対象機器に高機能型薪スト

ーブ（排煙や臭いを抑制するなど高機能を有するもの）

を追加 

○補助対象および補助額 

・太陽光発電システム：１ｋＷ当たり20千円を補助（上

限80千円） 

・ペレット・高機能型薪ストーブ：１台当たり導入費の

１/２を補助（上限200千円） 

16,190 

山 形 救急医療情報共有システム

導入事業 

救急の現場で傷病者の情報を受入医療機関と共有す

るシステムを導入し、医療機関に伝える傷病者情報の精

度向上及び搬送医療機関への受入照会の迅速化を図る。 

24,345 
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市名 事 業 名 事  業  の  概  要 
予 算 額 

（千円） 

 そば消費額日本一プロジェ

クト指針事業 

 四季折々の味が楽しめる山形ならではのそばの魅力

を発信し、そばの消費拡大や地域経済の活性化を図るた

め、新たに大都市圏においてプロモーション活動を行

う。 

3,853 

福 島 あづま山麓蔵元ツーリズム 【概要】 

 あづま山麓エリアには、令和６年春、日本酒、２種の

ビール、ワイン、どぶろく等、多様な酒を醸造する５つ

の醸造所が集結。これを契機として、酒造りの伝統を守

りながら高い志を持って酒造りに取り組む「蔵元」と力

をあわせ、醸造所が集まるこのゾーンのブランディング

を実施。本市の豊かな自然から生み出される多様な酒を

味わうことを通して、あづま山麓エリアの魅力を発信す

るとともに、周遊観光を促進することを目的に蔵元ツー

リズムを展開する。 

【事業内容】 

⑴ツアー商品の造成 

・蔵元の顔の見える（蔵元の想いに触れる）ツアー商品

を造成 

・モニターツアーの実施 

⑵あづま山麓エリアプロモーションイベントの実施 

・蔵元ツーリズムと、吾妻五葉松ツーリズムを核とした、

あづま山麓エリアプロモーションイベントを、東京都

内で開催予定 

・イベント内で５蔵元の思いと酒を共に伝えるトークセ

ッションイベントを実施 

⑶各種プロモーション 

・ＰＲ動画等を各種媒体において発信 

3,000 

 公立夜間中学の開校 【事業概要】 

１ 公立夜間中学の概要 

⑴名称 福島市立福島第四中学校天神スクール  

     ※福島第四中学校の分校として設置 

⑵設置時期 令和６年４月 

⑶設置場所 福島市総合教育センター内（福島四小に

併設）※職員室、教室、図書室、保健室等を設置 

⑷生徒数  初年度入学は17名 

⑸学級数  ３学級（１学年１学級） 

２ 入学要件 

⑴中学校を卒業していない者 

⑵中学校を卒業しているが、不登校等の相当な理由に

より十分な義務教育を受けられなかった者 

⑶在留資格のある外国人で、日本の義務教育に相当す

る教育を受けられなかった者 

 〇授業料は無償、教科書も無償給与 

 〇すべての学習が修了すれば中学校卒業となり、卒業

証書を授与する。 

 〇特定の教科のみ学ぶことはできない。 

 〇教員免許を持っている公立学校の教員が指導する。 

5,376 

郡 山 タイへの海外販路開拓事業 【事業目的】 

経済成長著しいタイとの交流を促進するため、産学金

官連携によりタイとのプラットフォームを創設し、市内

企業の海外販路開拓、輸出促進に向けた支援を行う。 

5,222 
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市名 事 業 名 事  業  の  概  要 
予 算 額 

（千円） 

【事業内容】 

ランシット大学と連携協定を締結。大学や関係機関と

連携し、医療福祉、健康食品分野での交流事業の実施 

【事業の特色】 

ランシット大学が持つ研究成果やノウハウを活用し

た製品開発・新事業創出を目指す。また、同大が持つ国

内外のネットワークを利用した交流促進を図る。 

子ども食堂キャラバン事業 【事業目的】 

子ども食堂のない小学校区等で、給食のない長期休業

期間中に、栄養バランスの良い食事を提供し、子どもた

ちの健やかな成長を促すとともに、子ども食堂に対する

地域住民の理解を深めていただき、子ども食堂の新規開

設を促すことを目的に、出張子ども食堂を実施する。 

【事業内容】 

郡山市子ども食堂ネットワーク登録団体に業務を委

託する。 

・実施場所 町内会の協力を得て集会 所等を使用する

ことを想定 

・期  間 令和６年７月下旬～８月下旬※夏休み期間 

・開催回数 ５か所程度で実施し、１か所あたり２回程

度開催。１か所当たり30食程度 

【事業の特色】 

町内会や子ども食堂運営団体との連携により、出張子

ども食堂を実施することで、地域交流拠点としての子ど

もの居場所づくりについて地域住民とともに考える機

会を創出し、子ども食堂の新規開設を促進する。 

1,300 

い わ き 消防団ＤＸ推進事業  迅速かつ的確な消防活動の実施や、消防団活動におけ

る利便性の向上を図るため、全団員に対する災害情報の

一括送信や、団員位置情報の把握が可能な消防団専用ア

プリを導入する。 

3,960 

 Ｆ－ＲＥＩと挑む産業のみ

らい創造事業 

 地域・産業の「新陳代謝の促進」や「稼ぐ力の向上」

に向け、世界に冠たる「創造的復興の中核拠点」を目指

して設立された福島国際研究教育機構（Ｆ－ＲＥＩ）と

地域産業界の連携強化に取り組む。 

8,525 

水 戸 水戸で「働く」暮らし体験

事業 

【事業概要・目的】 

 本市での暮らしをリアルに体感できる就業を伴う移

住体験事業を実施し、若い世代の移住を促進する。 

【事業内容】 

・「ふるさとワーキングホリデー・水戸」の実施 

  対象者 大学生や20～30歳代を中心とした若い世

代    

  期間  ２週間程度 

  就業先 市内事業所 

【事業の特色】 

 移住先として選ばれるまちとなるため、観光ではなく

生活する視点から本市での暮らしを具体的にイメージ

できるよう就業を伴う移住体験の場を創出する。 

2,400 

 道路・公園等屋外照明灯Ｌ

ＥＤ化事業 

【事業概要・目的】 

 道路や公園等の屋外照明灯のＬＥＤ化を実施し、脱炭

素化の推進と維持管理コストの軽減を図る。 

【事業内容】 

630,000 
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市名 事 業 名 事  業  の  概  要 
予 算 額 

（千円） 

 道路照明灯      約 2,970 基 

 公園照明灯        約 800 基 

 水戸駅北口駅前広場等   約 520基 

【事業の特色】 

 本事業はＥＳＣＯ（Energy Service Company）事業で

あり、計画の立案、工事及び維持管理に係る業務を一括

して事業者に委託することで、行政サービスの向上とコ

ストの削減を図る。 

宇 都 宮 スポーツを活用した都市の

魅力向上・地域活性化 

【事業の目的】 

地域経済循環社会の構築に向けて、国際的スポーツイ

ベントの開催を通じて、「自転車のまち」「３ｘ３のまち」

を推進するとともに、これまでの取組の成果を活かしな

がら、新たなスポーツ資源の発掘・創出に取り組むなど、

スポーツを活用した都市の魅力向上や地域活性化を図

る。 

【事業の内容】 

⑴「3x3 のまち宇都宮」の推進 

 ・「FIBA3x3 ワールドツアーうつのみやオープナー

2024」の開催 

 ・「パリ2024FIBA3x3 オリンピック予選大会」の開催 

 ・「3x3 Jr CUP 2024」の開催 

⑵ジャパンカップサイクルロードレースの開催 

 ・大通りでのクリテリウム及び森林公園でのロードレ

ースの開催 

⑶スポーツを活用した地域活性化 

 ・「アーバンスポーツフェスティバル」の開催 

 ・スポーツを活用したまちづくりの推進に係る調査 

522,020 

 公共交通の利便性向上と利

用促進 

【事業の目的】 

公共交通ネットワークの充実に加え、交通系ＩＣカー

ド「ｔｏｔｒａ」の普及や公共交通の運賃負担軽減など

の利便性向上策を実施するとともに、市民の公共交通利

用の促進に向けた意識醸成に取り組み、より多くの方の

利用に結びつけ、更なる公共交通の充実につなげていく

好循環の創出を図る。 

【事業の内容】 

⑴バスからバスへの乗継割引制度の導入 

 バスの「上限運賃制度」やライトライン・バス・地域

内交通間の「乗継割引制度」に加え、新たにバスとバ

スの「乗継割引制度」を導入 

⑵小学生へのｔｏｔｒａ配付事業の実施 

 市内在住の全小学生（約27,000 人）を対象に実施 

⑶通学者を対象とした「ライトライン－バス連絡定期

券」の購入支援 

 通学におけるライトライン－バス連絡定期券購入者

を対象に、定期券購入額の30％を支援 

214,396 

高 崎 帯状疱疹ワクチン予防接種

費用の助成 

【事業の目的】 

帯状疱疹の発症を予防するため、50歳以上の者及び

罹患リスクの高い者に対して、ワクチン接種に係る費用

の負担軽減を図る。 

【事業の内容】 

・生ワクチン  

87,964 
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市名 事 業 名 事  業  の  概  要 
予 算 額 

（千円） 

 助成額 4,000円／回 助成回数１回 

・不活化ワクチン  

  助成額 10,000円／回 助成回数２回 

高齢者世帯買い物ＳＯＳサ

ービス事業 

【事業の目的】 

体調不良等により買い物のための外出が一時的に困

難な65歳以上の高齢者のみの世帯に対し、電話一本で

食料品や日用生活用品の宅配支援を実施し、買い物の負

担軽減を図る。 

【事業の内容】 

○対象世帯 

 体調不良等により買い物のための外出が一時的に困

難な高齢者世帯で、本市に住所を有する65歳以上の高

齢者のみで構成される世帯（約50,000世帯） 

○上限利用回数 

 １世帯当たり週２回まで 

○配送料 

 無料 

○利用方法 

 ①利用開始前に本市へ事前登録申請 

 ②本市から申請者へ利用登録証の送付 

 ③本市が指定する商品受注業者へ電話注文 

 ④自宅で商品の受け取り及び商品代金の支払い 

37,242 

川 越 高齢者補聴器購入費補助事

業 

【事業目的】 

 高齢者の加齢性難聴者に対し、補聴器購入費用の補助

を行う。 

【事業内容・特色】 

高齢者の加齢性難聴者（中等度難聴者）に対する補聴

器購入費の補助を行うことにより、高齢者の聴力低下に

よる閉じこもりを防ぎ、積極的な社会参加を支援し、高

齢者の認知症予防、フレイル（虚弱状態）予防を図るこ

とを目的とする。 

3,000 

 防災ラジオの導入 【事業目的】 

 現在、緊急情報は防災行政無線に加えてメールや各種

ＳＮＳ等で発信しているが、環境により聞き取りづらい

状況や、スマートフォン等を有していないなど、情報を

取得できる環境にない市民も高齢者を中心に一定数存

在する。こうしたことから、防災ラジオを既存の情報伝

達手段を補完するツールの１つとして位置づけ、配備の

必要性が高い市民を優先に、緊急情報をより確実に伝達

するため導入する。 

【事業の内容・特色】 

本市の防災行政無線とコミュニティＦＭ放送を連携

させることで、コミュニティＦＭの放送に自動で割り込

み、避難情報等の緊急放送を防災ラジオに伝達させるも

のである。 

19,645 

川 口 川口総合文化センター大規

模改修事業 

【事業の目的】 

川口総合文化センターの開館から30年以上が経過

し、経年による設備の劣化及び機能の劣化が生じている

ことから、全面的な改修工事を実施する。 

【事業の内容】 

１ 施設概要について 

6,727,820 



特集１：中核市の主要新規単独事業及び新規開設施設 

- 11 - 

 

市名 事 業 名 事  業  の  概  要 
予 算 額 

（千円） 

構   造 鉄骨造、鉄骨鉄筋コンクリート造 

規   模 地下２階 地上14階 塔屋１階 

建築面積  6,234.46 ㎡ （1,885.92坪） 

延床面積  35,983.83 ㎡ （10,885.11坪） 

２ 実施設計について 

⑴契約期間 令和５年４月20日～６年８月30日 

※ただし、工事発注図面、積算業務は令和５年12

月末まで 

⑵契約金額 368,280,000円（税込） 

３ ＥＣＩについて 

⑴契約期間 令和５年７月３日～６年１月31日 

⑵契約金額 4,870,800円（税込） 

４ ＣＭ（コンストラクションマネジメント）について 

⑴契約期間 令和５年９月11日～６年１月31日 

⑵契約金額  20,196,000円（税込） 

【事業の特色】 

実施設計にあわせてＥＣＩ（施工予定者が工事前に設

計内容を確認し、技術協力を行うもの）業務を実施する

ことで、不調の回避や工期縮減、工事費の削減効果があ

ったと考えている。また、ＣＭ（コンストラクションマ

ネジメント）業務として、市側の立場で、課題の整理や

進捗確認、設計内容の適切さを確認した。 

美術館建設事業 【事業の目的】 

心の豊かな市民による成熟した社会の実現を目指す

ため、新たに美術館を建設し、当市の文化芸術活動のシ

ンボルを創出する。 

【事業の内容】 

１ 施設概要について 

構造 鉄骨造 

規模 地上2階 塔屋1階 

建築面積 2,571.72㎡（  777.95 坪） 

延床面積 4,625.29㎡（ 1,399.15 坪） 

２ 実施設計について 

⑴契約期間 令和５年４月20日～６年８月30日 

※ただし、工事発注図面、積算業務は

５年12月末まで 

⑵契約金額 313,720,000円（税込） 

３ ＥＣＩについて 

⑴契約期間 ５年７月３日～６年１月31日 

⑵契約金額 4,149,200円（税込） 

４ ＣＭ（コンストラクションマネジメント）について 

⑴契約期間 ５年９月11日～６年１月31日 

⑵契約金額  17,204,000円（税込） 

【事業の特色】 

実施設計にあわせてＥＣＩ（施工予定者が工事前に設

計内容を確認し、技術協力を行うもの）業務を実施する

ことで、不調の回避や工期縮減、工事費の削減効果があ

ったと考えている。 

また、ＣＭ（コンストラクションマネジメント）業務

として、市側の立場で、課題の整理や進捗確認、設計内

容の適切さを確認した。 

100,000 
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市名 事 業 名 事  業  の  概  要 
予 算 額 

（千円） 

越 谷 （仮称）多文化共生推進セ

ンター整備事業 

【事業の目的】 

外国人市民向け相談窓口である（仮称）多文化共生推

進センターを設置するための整備工事を行う。 

【事業の内容】 

（仮称）多文化共生推進センターを設置するため、現

在のツインシティＢシティ５階の市民活動支援センタ

ーＰＣ ルームを相談室２室（各10㎡）へ、ホールの一

部を活動室（55㎡）へ改修する。 

・施設改修費 19,000 千円 

・備品購入費  2,000 千円 

【事業の特色】 

増加する外国人市民を受け入れる環境を整備するた

め、相談窓口設置は不可欠である。多くの利用者が使用

しやすい窓口とするため、相談窓口に加え交流や日本語

教室などの機能を加え総合的な拠点とする。 

予定する機能 

・外国人相談窓口（日本語を含む11 言語での対応を

予定） 

・地域日本語教室 

・外国人市民と日本人市民の交流事業 

・放課後の学習支援スペース 

・打合せスペース 

・情報発信 

21,000 

災害予防対策事業 【事業の目的】 

災害から市民の生命、身体及び財産を守り、かつ被害

を最小限に食い止めるため、事業を実施する。 

【事業の内容】 

防災知識啓発、防災訓練、備蓄資器材整備、防災行政

無線管理、防災気象情報取得等の事業を実施する。 

【事業の特色】 

災害予防対策事業における今年度の新たな取組とし

て、被災者支援システムを導入する。大規模災害発生時

には、大量の罹災証明書を発行することとなるほか、被

災者への支援漏れや手続きの重複が発生する恐れがあ

る。 

また、市庁舎が大きな被害を受けた場合においても、

被災者支援業務は停滞させてはならず、被災者情報を効

率的に管理できる業務継続性に優れた仕組みを構築し

なければならない。 

そこで、住家被害状況の管理、被災者台帳の作成、被

災者支援の実施状況を一元的に管理することができ、速

やかに罹災証明書を発行することができる被災者支援

システムを導入し、発災後の迅速かつ的確な被災者の生

活再建支援を推進する。 

75,421 

船 橋 中学校給食予約システムの

導入 

 市立中学校の選択制給食の申し込みについて、利便性

の向上、経費削減及び教職員の負担軽減策のため、イン

ターネットで予約できるシステムを導入する。 

7,331 

 異業種交流事業  漁業、農業、商業、工業に限らず、文化・芸術やスポ

ーツなど、異なる分野の若手事業者などを対象とした交

流の場を設けることで、情報交換や人的ネットワーク形

成を支援する。 

1,300 
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市名 事 業 名 事  業  の  概  要 
予 算 額 

（千円） 

柏 公立中学校標準制服導入推

進事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事業の目的】 

ＳＤＧｓや多様性への配慮、寒暖対応や衛生面等の機

能性の向上、制服リユースのしやすさに伴う家庭負担の

軽減等 

【事業の内容】 

令和７年４月より、柏市立中学校の学生服において、

既存制服に追加する「新たな選択肢」として「柏市標準

制服」を導入 

【事業の特色】 

６年５月以降より「生徒モニター」を実施。希望する

生徒500人にプレ標準制服を無償で配布し、標準制服の

検討に生徒が直接参画する他、服装の多様性に悩む生徒

への早期対応を図る。なお、標準制服の色・柄は５年９

月に実施した市内児童生徒・保護者等に向けたアンケー

トにて決定 

13,871 

自家用給油取扱所整備事業 

 

 

 

 

 

 

 

【事業の目的】 

大規模災害時の燃料確保対策として、千葉県石油商業

協同組合柏支部との間で「災害時等における燃料の供給

等に関する協定」を締結しているが、市内の給油取扱所

は減少傾向にあり、大規模災害発生時における消防車等

の緊急自動車や公用車の燃料及び避難所で使用する発

電機燃料の不足が危惧される。 

 この課題を解決するため、独自に燃料を確保すること

を目的に自家用給油取扱所を整備し、安定した災害救

助・支援活動を展開するもの 

【事業の内容】 

大規模災害発生時等に懸念される車両・庁舎用の燃料

不足に対し、独自に燃料を確保するため柏市消防訓練セ

ンター内に自家用給油取扱所を整備する。 

【事業の特色】 

自家用給油取扱所（ガソリン20,000ℓ、軽油20,000ℓ）

を整備することで車両（消防・救急車両、緊急通行自動

車）１カ月（30日）分、施設（消防庁舎、指定避難所）

３日（72時間）分の安定稼働を確保する 

102,400 

八 王 子 八王子駅南口集いの拠点整

備 

学び・交流・防災の３つの機能を備えた、利用・滞在

を促す「サードプレイス」を実現するため、八王子医療

刑務所跡地を活用し、公園、ミュージアム、ライブラリ、

交流スペースが一体となった集いの拠点をＰＦＩ手法

を用いて整備する。施設の実施設計（整備期間：令和５

～８年度）、建設工事を行うほか、ＰＦＩ事業に係る八

王子駅南口集いの拠点整備・運営モニタリングを行う。

また、集いの拠点へのアクセス道路となるとちの木通り

について、賑わい空間の創出に繋がる検討を実施する。 

1,911,042 

 登校支援ネットワークの整

備 

 不登校など学校だけでは対応が困難な問題を解決す

るため、心理相談員やスクールソーシャルワーカーが学

校への巡回相談を行うとともに、スクールソーシャルワ

ーカーが社会福祉の専門的な立場から家庭訪問等によ

る支援を行う。また、不登校問題が多様化、困難化して

いることから対応力の向上を図るため、心理相談員及び

スクールソーシャルワーカーに適切な指導・助言を行う

スーパーバイザーを配置する。本年度は、不登校児童・

156,248 
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市名 事 業 名 事  業  の  概  要 
予 算 額 

（千円） 

生徒一人ひとりの状況に応じた支援を行うため、児童・

生徒が登校したときに別室において対応する支援員を

配置する。 

横 須 賀 結婚新生活支援事業 【事業内容】 

少子化対策の一環として、国の「地域少子化対策重点

推進交付金」等を活用し、新婚家族を対象に新生活を支

援する。婚姻またはパートナーシップ宣誓証明を受けた

方で以下の条件を満たす二人 

・申請日にいずれか一方の方の住民登録が本市にある

こと 

・双方の婚姻日の年齢が39歳以下かつ所得合計が500

万円未満であること※事実婚は対象外 

・補助対象経費 

 住宅取得費、住宅リフォーム費、住宅賃借費用、引越

し費用 

・補助上限額 

 双方の婚姻日の年齢が29歳以下の方60万円（１世帯

あたり） 

 上記以外の方30万円（１世帯あたり） 

【将来にわたる事業効果】 

 少子化対策として、若い世代への経済的負担を軽減す

ることにより、婚姻率の低下に歯止めをかけ、定住促進

や地域経済の活性化を図る。 

234,246 

 がん患者のウィッグ購入費

助成 

【事業内容】  

本市に住民登録があるがん患者が、がん治療による脱

毛に対応するためにウィッグ（保護ネットを含む）を購

入した費用に対し１人１回につき30,000 円を上限に支

給する。 

【将来にわたる事業効果】 

がん治療による脱毛に対応するためのウィッグの購

入費用の一部又は全部を助成することにより、がん患者

の精神的負担を軽減し、就労や社会参加を応援すること

で療養生活の質の向上を図ることができる。 

5,442 

富 山 ＥＶバス導入事業 【事業の目的】 

燃料価格の高騰が長期化している中、将来に向けて持

続可能な公共交通を維持するとともに、新型車両導入に

よる利便性向上を図るため、環境負荷の少ない電気バス

を導入する。 

【事業の内容】 

市営八尾コミュニティバスにおいて、中型バス車両１

台が更新をむかえるため、新たに電気バスを導入する。 

【事業の特色】 

・ＣＯ2削減、騒音の低減による環境改善 

・アクセルワークのみでスムーズな走行が可能（運転

手の負担軽減） 

・エネルギーコストの削減（ディーゼル車と比較し３

～４割減） 

・整備コスト及び点検時間の削減 

72,679 

 こどもまんなか推進事業 【事業の目的】 

すべての子どもや若者たちが幸せに暮らせるように、

常にこどもや若者の今とこれからにとって最もよいこ

16,572 
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市名 事 業 名 事  業  の  概  要 
予 算 額 

（千円） 

とは何かを考え、社会全体で支える「こどもまんなか」

社会の実現に向けて、機運の醸成を図るとともに子育て

世帯が外出しやすい環境づくりを推進するもの 

【事業の内容】 

①こどもまんなか月間（11月）における周知・啓発 

②「こどもまんなか」周知・啓発事業の実施 

③民間事業者が行う授乳施設の設置補助 

④授乳施設やオムツ交換台等の子育て世帯の外出支

援マップの作成 

【事業の特色】 

①市内電車のラッピング広告やバナーフラッグの掲

出等を実施 

②民間事業者のノウハウや技術力、発想力を活用し、

より広く、効果的かつ親しみやすい周知・啓発活動

を展開するため、実施内容及び事業者はプロポーザ

ルにより決定する。 

③設置費用はリース料も対象とする。 

④作成したマップは外出先からスマートフォンで確

認できるよう、子育て支援ウェブサイトへ掲載す

る。 

金 沢 まちの風情を感じる夜間景

観創出事業費 

まちの風情を感じる夜間景観を創出するため、計画的

に照明設備を整備 

40,000 

 学生の地域コミュニティ連

携推進費 

町会行事等に学生団体を派遣し、地域と学生をつなぐ

連携事業を本格実施 

1,000 

福 井 生活支援コーディネーター

設置事業 

【事業の目的】 

市民の健康を守り、誰もが夢や生きがいを持って安心

して暮らせるまちをつくる。 

【事業の特色】 

高齢化の進行に伴い、高齢者世帯や認知症の高齢者が

増加するなか、高齢者が住み慣れた地域で自立した日常

生活をつづけるために、地域で支え合う地域共生社会の

実現や生活支援体制整備の推進に向けて、日常生活圏域

ごとに生活支援コーディネーターを設置する。 

第２層※生活支援コーディネーター設置事業委託 13 

圏域分 

※第２層は日常生活圏域単位（第１層は市全域） 

 

〔生活支援コーディネーターの主な役割〕 

①地域高齢者等に不足するサービス、課題や地域の支

援ニーズの把握 

②ニーズとサービスのマッチング（調整、仲介） 

③地域包括支援センター、民生児童委員、地区社協等 

関係機関との連携体制強化 

④地域の支援ニーズに応じた介護予防活動（通いの場

の運営、発掘） 

50,072 

 ブランド化による持続可能

な福井市農業モデルエリア

整備事業 

【事業の目的】 

未来を切り拓く農林水産業のまちをつくる 

【事業の内容】 

地域商社を核に、三里浜エリアにおける農林水産物の

生産、加工、販売の活力を高め、地域に人を呼び込み、

持続可能なエリア形成を図ります。 

17,664 
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市名 事 業 名 事  業  の  概  要 
予 算 額 

（千円） 

⑴エリアプロモーションによる人流創出 

 地域商社の活動支援など 

⑵ブランド力向上による販路拡大 

  農林水産物のＰＲや種苗購入支援など 

⑶スマート化・ＤＸ化推進による人材育成、産業活性 

   ＥＣサイト「ふくいさん」の運営など 

甲 府 リニア駅南側エリアの事業

化推進（公共交通体系整備

推進事業費） 

【目的】 

 リニア中央新幹線山梨県駅（仮称）南側エリアの事業

化に係る、まちづくり基本方針を踏まえた実効性のある

計画策定に向けて、民間事業者等との協議体制構築を推

進する。 

【内容】 

官民連携事業の実現性を高めるよう、参画意識の高い

事業者の目星を早期につけるととともに、計画策定に向

けて民間事業者の意向を把握するための「検討パートナ

ーの公募手法」についてコンサルティング委託を行う。 

【特色】 

 公募要件の整理、選定された複数の事業者と契約等の

準備などの公募手法の検討にあたって必要となる企業

法の知識（リーガルチェック）が本委託に求められるも

のであり、業務の核となる部分となる。 

9,284 

 こうふグリーンラボにおけ

る取組（地球温暖化対策事

業費） 

【目的】 

 ゼロカーボン推進の拠点である「こうふグリーンラ

ボ」の取組として、水素エネルギーの小口利用実証事業、

水素NEXT ACTION チャレンジ事業、バイオマスエネル

ギーの創出及び実証事業を実施する。 

【内容】 

＜水素エネルギーの小口利用実証事業＞ 

 産学連携して水素・燃料電池を活用したFCドローン

を作製し、水素エネルギー利活用の実証を行う。 

＜水素NEXT ACTION チャレンジ事業＞ 

 燃料電池、燃料電池で動かすラジコン、Nゲージリニ

ア等を購入し、「こうふグリーンラボ」における展示の

充実を図る。 

＜バイオマスエネルギーの創出及び実証事業＞ 

 バイオマスエネルギーの源であり、資源作物（エネル

ギー源とすることを主目的に栽培される植物）を育て、

成長後に燃料として活用する実証事業を通してゼロカ

ーボン推進を図る。 

【特色】 

 「こうふグリーンラボ」は 水素エネルギーの多様な

利活用の具体化をメインテーマとして水素エネルギー

の実証研究事業を展開し、将来的には地場産業を支える

市内中小事業者等への社会実装を目指す。 

6,965 

長 野 子どもの体験・学び応援事

業（「みらいハッ!ケン」プ

ロジェクト） 

【事業の目的】 

 スポーツや文化芸術、自然体験、民間の各種教室など、

多様な体験プログラムを用意し、そのプログラムの参加

に利用できる電子ポイントを配布することで、子どもた

ちが様々な体験を通じて好きなことを見つけ自己肯定

感を育みながら成長できる環境を提供する。 

【事業の内容】 

930,255 
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市名 事 業 名 事  業  の  概  要 
予 算 額 

（千円） 

・事業対象 本市に居住する小中学生の保護者 

・ポイント額 子ども一人あたり３万円分 約28,000

人想定 

【事業の特色】 

・体験機会の提供を軸にした事業 

・所得制限なく、市内全小中学生にポイント付与 

・習い事の教室や、単発イベントなどの体験プログラム

に類型化 

・ポイント登録に必要なＩＤ・仮パスワードをプッシュ

型で通知 

・利用者へのサポート体制として、地域コーディネータ

ーを配置 

・習い事の学習塾は中学生のみ利用可能 

市内企業デジタル活用総合

支援パッケージ事業 

【事業の目的】 

 人口減少などの社会経済情勢の変化に対応し、デジタ

ル化やＤＸ推進による生産性向上を促すため、高等教育

機関、金融機関及び支援機関（商工団体等）と連携し、

専門人材の育成支援及び企業へのＤＸ推進支援、資金的

支援を総合的に行うもの 

【事業の内容】 

①専門人材の育成支援及び企業へのＤＸ推進支援【新

規】 

ア 信州大学工学部などの高等教育機関と連携しな

がら企業に勤める社会人や大学生等を対象として、

ＤＸ推進に必要な人材の育成・確保を行う。 

イ 金融機関、支援機関との連携により、企業へのデ

ジタル化・ＤＸ推進を支援する。 

②資金的支援 

デジタル機器やシステムの導入、人材育成に要する経

費の一部を支援する。 

ア 中小企業ＤＸモデル支援事業補助金 

 ＤＸ推進計画等の実現に必要な経費の一部を補助  

補助率１／２ 上限額500万円（最大） 

イ 小規模事業者デジタル化支援事業補助金 

  デジタル化に必要な経費の一部を補助  

補助率１／２ 上限額10万円または20万円 

ウ 中小企業人材育成事業補助金【新規または拡大】 

 人材育成に必要な費用の一部を補助 

  【通常枠】補助率１／２ 上限額1社 30万円（１

人あたり10万円）【拡大】 

  【デジタル枠】補助率１／２ 上限額1社100万円

（１人あたり50万円）【新規】 

【事業の特色】 

・補助交付者（次世代自動車購入者）に対するアンケー

トの実施によるＥＶ使用実態の把握及び、今後の市有

施設への充電器整備への情報活用 

68,805 

松 本 ジェンダー平等センター事

業 

トライあい・松本とパレア松本を統合し、性差にとら

われない誰もが利用できる施設として機能強化を図る

もの 

14,020 

 インクルーシブセンター事

業 

発達障がい児等を支援するため、インクルーシブセン

ターを開設するもの 

49,560 
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市名 事 業 名 事  業  の  概  要 
予 算 額 

（千円） 

岐 阜 オンラインフリースペース

整備事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目的】 

 学校への登校が難しい児童生徒が、メタバース空間で

周囲とつながりながら、自分のペースで学びを進めた

り、相談ができる居場所をつくる。 

【内容】 

週２回、午後から２時間程度、メタバースを活用した

オンラインフリースペースを開設する。主にコミュニケ

ーションを図る「つながりタイム」や自分のペースで学

びを進めることができる「発見タイム」などの時間を設

け、身近なものを題材にした授業配信やフリートークな

ど、個々の興味や状況に合わせて、選択可能なプログラ

ムになっており、不登校児童生徒の継続的な支援を行

う。 

1,500 

デイタイム救急隊導入事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目的】 

 増大する救急需要に対して救急体制を強化するとと

もに、救急隊員の適正な勤務環境の確保と消防職員の働

き方改革への取組みとして運用を開始する。 

【内容】 

 救急需要が増加する平日の昼間に活動を行う日勤型

の救急隊として、消防本部救急課に所属する救急隊が運

用を行う。月曜日から金曜日（祝日及び年末年始を除く）

の８時25分から16時 00分までの運用時間中、中消防

署の救急車を２台体制とすることで、現場到着時間の短

縮を図り、管内住民に安心と安全を提供できるよう努め

る。 

31,466 

豊 橋 未来産業人材育成支援事業 【事業の目的】 

地域事業者の生産性向上に向け、社会環境の変化に対

応できる主体性のある産業人材の育成を支援する。 

【事業の内容】 

リスキリングを中心とした学びの機会の提供や、学び

の意識を醸成する交流の場の創出などを実施する。 

56,586 

 保育補助者雇上強化事業費

補助金 

【事業の目的】 

保育士資格を持たない職員を保育補助者として活用

することによる、保育士の負担軽減効果を検証する。 

【事業の内容】 

試行的に実施する法人のモデル園を募り、雇用に係る

費用を助成する。 

18,888 

岡 崎 災害ケースマネジメントの

取組 

【事業の概要】 

被災者の自立・生活再建を進めるため、被災者一人ひ

とりの被災状況や生活状況の課題等を個別の相談等に

より把握した上で、重層的な支援を実施する体制を整備

する。 

527 

 電子黒板の整備 【事業の概要】 

電子黒板は、１人１台タブレット端末等のICT機器の

中核に位置付くもので、 子供の学びを他とつなぐ「学

びのインターフェイス」としての役割を果たし、岡崎の

子供たちを誰一人取り残さない学びを実現する。 

市内全小学校下学年（２～３年生）の普通教室に電子

黒板を整備 

129,780 

一 宮 難聴高齢者補聴器購入費助

成事業 

【事業の概要】 

聴力機能の低下が見られる高齢者に対し、補聴器の購

2,441 
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市名 事 業 名 事  業  の  概  要 
予 算 額 

（千円） 

入に係る費用の一部について、３万円（購入費用の２分

の1以下）を上限として助成する。 

デジタルチケット・市内バ

ス路線利用促進事業 

【事業の概要】 

情報技術を活用したデジタルチケットを販売し、利便

性の向上を図るとともに、デジタルスタンプラリーを付

加し、健康増進を図る。また、公共交通の利用促進を図

るため、デジタル版おでかけバス手形購入費の一部及び

市内施設の入館料の割引分を負担する。 

8,714 

豊 田 こども園・幼稚園から中学

校までの給食費無償化 

子育て世帯の経済的負担を軽減するため、令和６年度

から全てのこども園・幼稚園から中学校までの給食費を

無償化する。※事業費は無償化に伴う歳入の減少額を表

記 

1,970,542 

 小中学校体育館等の空調設

備整備 

安全・安心で快適な教育環境を確保するため、学校の

暑さ対策として、全ての小中学校の体育館・武道場に空

調設備を整備する。 

※令和７年度債務負担行為2,553,876千円 

3,920,446 

大 津 学びの機会の確保と社会的

自立支援「校内ウイング」 

【概要】  

現在、学校では余裕教室等を活用して、教室に入りづ

らい児童生徒の居場所を確保している。ここでの運用

に、教育支援ルーム「ウイング」の機能、ノウハウを取

り入れ、令和６年度から「校内ウイング」とする。  

【スケジュール】  

６年度は、モデル校４校に支援担当加配等を行い、学

校の取組を支援する。  

7,270  

 

 高齢者運転免許証自主返納

促進事業（交通安全基金） 

【概要】 

満75歳以上の市民が運転免許証を自主返納した場合

に、①ＩＣＯＣＡ②公共交通共通乗車券③自転車用ヘル

メットのいずれかを選んでいただき、記念に交付する。 

ＩＣＯＣＡ、公共交通共通乗車券１人：6,000円分 

自転車用ヘルメット １人：１個を無償配布 

【スケジュール】 

６月頃開始予定 

6,000 

豊 中 学校教育活動徴収金公費負

担（小学校・中学校） 

【事業の目的】 

 修学旅行・林間学舎費、各教科のドリル等の学びの水

準に影響を与える保護者負担費を無償化し、子どもたち

が安心して学校行事に参加し、勉強できるようにする。 

【事業の内容・特色】 

本市の市立学校（小学校・中学校・義務教育学校）に

在籍する保護者から、学校教育活動のために徴収してい

た修学旅行や各教科のドリル等の費用について、公費負

担し、無償化する。 

【無償化の対象となるもの】 

・学習実費（教材費、実習費、学校行事に係る費用） 

・修学旅行費、林間臨海学舎費、キャンプ費 

・生徒活動費（中学校・義務教育学校後期課程のみ） 

・日本スポーツ振興センター負担金 

830,884 

 消防指令業務共同運用の拡

充消防指令業務の共同運用 

【事業の目的】 

 豊中市・吹田市・池田市・摂津市・箕面市の５市で共

同消防指令センターを共同整備・運用することで、消防

資源の効率的な運用による費用の節減を図るとともに、

スケールメリットを活かした消防体制の強化を図る。 

システム構

築・管理業 

務負担金    

1,022,937 

運営負担金 
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市名 事 業 名 事  業  の  概  要 
予 算 額 

（千円） 

【事業の内容・特色】 

５市で共同消防指令センターを共同整備・運用するこ

とで、消防資源の効率的な運用による費用の節減が図れ

るとともに、スケールメリットを活かした消防体制の強

化が図られる。また、指令システムの高度化が図られる

ことにより、指令管制業務の強化及び災害対応力の強化

が期待でき、安心で安全なまちづくりを推進することが

できる。 

55,351 

指令センタ

ーに係る通

信運搬費 

6,018 

吹 田 習い事費用の助成 習い事費用の助成（対象:生活保護・児童扶養手当受

給世帯の小５～中３までの児童・生徒、上限額:１人１

月当たり１万円） 

135,762 

 大阪・関西万博を契機とし

たシティプロモーション 

本市の魅力をワークショップ・イベント等を通じて発

信 ※令和６年度から７年度にかけて実施 

23,000 

高 槻 放課後等の児童の居場所づ

くり事業（見守り付き校庭

開放） 

【事業概要】 

小学生が放課後や長期休業中に、小学校の校庭におい

て、安全・安心に過ごし、活動を行えるよう子どもの居

場所づくり事業を推進する。 

【事業内容】 

 放課後や長期休業中に小学校の校庭（雨天時は体育館

を利用）を有効活用し、安全・安心な子どもの居場所づ

くりを推進するため、小学生を対象とした見守り付き校

庭開放を５校で先行実施（10月開始予定）する。 

【事業の特色】 

児童はいったん家に帰る必要なく安心して遊べるも

ので、見守り員を２名配置し、受付や危険な遊びへの声

かけ、ケガへの簡単な対応を行う。また、傷害・賠償保

険を適用する。 

13,645 

 「将棋のまち高槻」の推進 【事業概要】 

①将棋文化振興事業 

②「将棋のまち高槻」の発信（将棋タイトル戦の誘致） 

③関西将棋会館の建設支援 

【事業内容】 

①（公社）日本将棋連盟との包括連携協定に基づき、

アマチュア将棋大会の実施や子ども将棋教室の運

営支援等を行う。また、小学校１年生への高槻産木

材の将棋駒の配布や「高槻将棋まつり」の開催など

を通じて、日本古来の伝統文化であり、市にゆかり

の深い「将棋」の普及啓発を図る。 

②８大タイトル戦の一つである「王将戦」や関連イベ

ントの誘致を通じて、将棋文化の振興を図るととも

に市の知名度向上や地域活性化につなげる。また、

新関西将棋会館のオープンにあわせ、「将棋のまち

高槻」の一層の周知を図るため、プロモーションを

実施する。 

③（公社）日本将棋連盟との関西将棋会館の移転に係

る合意書に基づき、秋の新会館オープンに向けて、

建設支援のための寄附金募集に取り組むとともに、

関係部署と連携を図りながら、周辺整備等を行う。 

【事業の特色】 

日本古来の伝統文化であり、市にゆかりの深い「将棋」

を軸としたまちづくり 

243,066 
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市名 事 業 名 事  業  の  概  要 
予 算 額 

（千円） 

枚 方 子育て世帯の負担軽減策の

更なる拡大  

【事業の目的】 

子育て世帯の経済的負担軽減を図る 

【事業の内容】 

令和６年度の２学期より小学校給食の無償化を実施

する。また、物価高騰の影響が給食の質の低下につなが

らないよう対策を講じる。 

583,518 

市駅前サービスフロアのオ

ープンに向けた取り組み 

【事業の目的】 

枚方市駅周辺のまちの魅力や行政サービス、市民の利

便性の向上を図る 

【事業の内容】 

令和６年度中にオープン予定の枚方市駅前の複合施

設に設置する枚方市駅市民窓口センター、生涯学習交流

センター、市駅前図書館、まるっとこどもセンター等の

機能を併せ持つ市駅前行政サービスフロアの開設に向

け、取り組みを進める 

695,644 

八 尾 いじめからこどもを守る八

尾づくり推進事業 

すべての子どもをいじめから守るために、弁護士・心

理士等の専門職を配置し相談対応等を行うと同時に、教

育委員会事務局及び市立学校との連携体制を構築しな

がら、必要に応じて関係機関と協力し、課題の解決をめ

ざす。 

19,405 

 オープンイノベーション推

進事業 

 地域経済活性化の担い手を育成するためのワークシ

ョップを行うとともに、地域内外のデザイナー・クリエ

イター等とのマッチング支援を行い、新商品開発・販路

開拓支援により新価値創造する企業を育成する。 

また、イノベーション推進拠点において、新たな産業

人材の育成や発信等を行う。 

33,212 

寝 屋 川 （仮称）こども専用図書館

整備事業 

【事業の目的】 

「こども」が主役となる“まなび”と活動の場の創造、

及び子育て支援の中核を担う新たな施設を提供するた

め、寝屋川市駅前図書館を、子育て支援機能を付加した

こどもの学びと成長を支援する（仮称）こども専用図書

館として整備する。 

【事業の内容】 

整備工事、機器等搬入・運搬 

29,276 

 エージェンシー型教育 Act

１プラン 

【事業の目的】 

０歳から15歳までの15年一貫教育・保育の実現のた

め、保育士が子どもと向き合う時間を確保できる仕組み

を用意するとともに、市独自の就学前教育・保育プログ

ラムに基づく事業を就学前施設で実施し、就学前の教

育・保育を充実させる。 

【事業の内容】 

・就学前教育・保育プログラム事業 

・保育補助者雇上強化事業 

・ねやがわ保育セミナー 

・中堅期保育士キャリアアップ研修支援事業 

116,835 

東 大 阪 小学校（５・６年生）給食

費無償化事業  

 学校給食費を恒久的に無償化 269,000 

 博物館整備事業   （仮称）東大阪市歴史博物館の整備にかかる基本計画

策定経費など 

50,625 

姫 路 大阪・関西万博を見据えた

観光地域づくり 

【事業の目的】 

 令和７年に開催される大阪・関西万博を見据え、大

15,700 
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市名 事 業 名 事  業  の  概  要 
予 算 額 

（千円） 

阪・関西万博に訪れる観光客の姫路市への誘客促進を目

的とした旅行商品の造成や各種プロモーションを展開

する。また万博首長連合への加盟及び催事企画への出展

を行う。 

【事業の内容】 

・ＳＤＧｓ体験地域プログラムをフックとした誘客促進 

・高付加価値旅行者をターゲットにした体験コンテン

ツ・モデルコース等の作成 

・万博首長連合への参画 等 

【事業の特色】 

・商品造成やプロモーションの実施に当たっては、（公

社）姫路観光コンベンションビューローと連携し効果

的に事業を実施する。 

・催事企画にあたっては、他の自治体との連携のもと、

本市の魅力を発信 

デジタル活用介護予防推進

事業 

【事業の目的】 

・高齢者のフレイル予防、介護予防 

・お出かけに対してポイントを付与するなど外出機会 

を創出 

【事業の内容】 

 65歳以上の市民を対象とし、以下の機能を持つフレイ

ル予防アプリを導入する。 

・歩数計測、脳トレ、健康管理、食事管理など 

・アプリを使った活動状況に応じてポイントを付与、キ

ャッシュレス決済サービスへの交換 

【事業の特色】 

・高齢者の社会参加と生きがいづくりをより一層支援 

するため、デジタルを活用した認知症予防・フレイ 

ル予防を強化 

・並行して別途、デジタル・ディバイド対策として、 

 高齢者ニーズに対応した柔軟な相談窓口（教室）を開

催 

16,270 

尼 崎 フリースクール等利用者の

負担軽減（フリースクール

等利用支援補助金） 

【事業概要】 

不登校児童生徒（小中学生）が利用するフリースクー

ル等について、その利用料の一部を補助する。 

【事業内容】 

学校に通うことが困難な不登校児童生徒が第三の居

場所を見つけ、不登校状態を起因とした孤立化を防ぐた

め、経済的負担の大きいフリースクール等利用者に対し

て負担軽減を図る。 

 【補助対象者】  

  出席扱いすることができる民間通所施設の基準に

基づき、尼崎市教育委員会が認定している施設に通所

している市内在住の不登校児童生徒（小中学生）の保

護者 

【補助対象経費】 

    フリースクール等授業料 

 【補助額】 

    月１万円（補助率1/2） 

【事業の特色】 

年３回、学期ごとに補助を行う予定 

11,880 
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市名 事 業 名 事  業  の  概  要 
予 算 額 

（千円） 

 子育てしやすい住宅地づく

りの実施（子育て世帯向け

住宅取得等支援事業、子育

て支援環境整備推進事業） 

【事業概要】 

 「働く」も「子育て」もしやすいまちを目指し、兵庫

県と連携して「子育て住宅促進区域」（以下「指定区域」

という。）を指定し、指定区域内で一定の要件を満たす

住宅の取得や子育て支援施設の整備に対する補助等を

試行的に実施することで、子育て世帯の定住・転入を図

るとともに、良質な住宅供給をはじめとする良好な住環

境の形成を図る。 

【事業内容】 

①新築戸建住宅の取得補助 

指定区域内に、一定条件の新築戸建住宅を購入した子

育て世帯に対し、購入資金の一部を補助するもの 

②中古戸建住宅の取得補助 

指定区域内に、一定条件の中古戸建住宅を購入した子

育て世帯に対し、購入資金の一部を補助するもの 

③賃貸住宅への住替え補助 

県外から市内の一定条件の民間賃貸住宅へ住替えし

た子育て世帯に対し、住替え資金の一部を補助するもの 

④空きテナントへの子育て支援施設開設支援補助 

指定区域内の空きテナントを活用し、子育て支援施設

を開設した事業者や団体に対し、開設支援として、初年

度は家賃、改修費にかかる一部を補助し、２年目～３年

目までは、家賃にかかる一部を補助するもの 

【事業の特色】  

次世代を担う子育て世帯に尼崎市を選んでもらうた

めの実証実験 

164,232 

明 石 特殊詐欺被害防止対策の取

組（自動録音機能付電話機

等の購入補助） 

【趣旨・目的】 

 過去最悪のペースで増加する特殊詐欺の被害を防止

するため、自動録音機能付電話機等の機器購入費に対し

て補助金を交付し、当該電話機等の普及促進を図る。 

【事業の内容】 

〇通話開始前の警告機能と通話中の録音機能を併せ持

った固定電話機または外付け録音機の購入費用に対

する補助 

・対 象：市内在住の65歳以上の方がいる世帯 

・補助額：固定電話機 上限１万円／台 

外付け録音機 上限５千円／台 

20,000 

 公園を活用したプレーパー

クの実施 

【趣旨・目的】 

 こどもの好奇心や創造力を刺激し、健やかな成長を支

援するため、青空の下で自分の責任で自由に遊ぶことが

できる遊び場「プレーパーク」を実施する。 

【事業の内容】 

〇プレーパークの実施 

場所：石ケ谷公園、金ケ崎公園 

回数：各２日×２回 

〇プレーパーク拡大に向けた検討 

・身近な公園で気軽に遊べるプレーパークを目指して、

他の市町の取組状況を調査研究し、公園の特性に応じ

た活用方法や活動場所の抽出等の検討を進める。 

2,600 

西 宮 本庁舎周辺ウォーカブル推

進事業 

本市の都市核の一角をなす市役所本庁舎周辺におい

て、快適な歩行者空間等を確保し、多くの人が集まるエ

90,000 
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市名 事 業 名 事  業  の  概  要 
予 算 額 

（千円） 

リア内の回遊性と滞在快適性を高めるなど、国の補助事

業なども有効に活用しながら居心地がよく歩きたくな

る（ウォーカブルな）まちなかの形成を目指す。 

令和６年度はパイロット事業として、本庁舎地上部の

防水工事完了のタイミングに合わせて市役所前空間の

リニューアル工事を実施する。 

 ※企業版ふるさと納税活用事業 

・６年度：市役所前空間リニューアル工事 

にしのみやデジタルアーカ

イブリニューアル事業 

 デジタルアーカイブシステムを、サーバー機器をリー

スして市独自でＷＥＢサイトを立ち上げるシステムか

らクラウドシステムに入れ替え、スピーディーな操作を

実現するとともに、より魅力的なコンテンツを増やして

いく。令和６年度は、クラウドシステムの開発・移行作

業を実施する。 

30,058 

奈 良 不登校児童生徒サポート事

業（バーチャルＨＯＰ） 

 家から出づらい状態であったり、人と接することが苦

手ではあるが学習意欲のある児童生徒が、オンライン上

で構築した仮想空間にアバターを利用し仲間や支援員

と交流したり教科の学習を行う。バーチャルＨＯＰでコ

ミュニケーション力等を身に着け、やがてリアルな支援

へとつなげていく。 

8,060 

 出会い・結婚支援事業 市民及び市への移住・定住を検討している独身者を対

象として、出会いと結婚を支援するイベントを行う。従

来の対面型での婚活イベントよりもカップリング率が

高いことが期待され、かつアクセス性の高いオンライン

等での出会いと結婚の支援を検討・実施することで、出

会いの機会づくりを行う。 

また、自信を持って婚活に臨めるよう個人のコミュニ

ケーション力のスキルアップや各種ツールの適正利用

を促進することで、結婚を希望する人が結婚できるよう

に支援する。 

2,300 

和 歌 山 小学校給食費の無償化 【事業の目的】 

子育て世帯への支援及び良質な学校給食の提供並び

に教職員の徴収事務の負担軽減等のため、和歌山市立小

学校及び義務教育学校（前期課程）の給食費を無償化す

る。 

【事業の内容】 

令和６年度以降、和歌山市立小学校及び義務教育学校

（前期課程）の給食費を無償化する。更に、学校給食食

材等の物価高騰に対応するため、給食費単価や燃料費等

を見直した上で、各学校に保護者負担相当額を交付する

ことで、学校給食を円滑に実施する。 

（対象校） 

・和歌山市立小学校50校 

・和歌山市立義務教育学校１校 

（期待できる効果） 

・保護者負担の軽減 

・教職員の給食費徴収事務負担の軽減 

・不登校児童にも給食を用意することができる 

【事業の特色】 

現在、子育て世帯に対する経済的負担を軽減すること

で、子供の健やかな成長を育み、安心して子育てができ

120,466 
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市名 事 業 名 事  業  の  概  要 
予 算 額 

（千円） 

るような支援の強化を図っている。 

５年度には、18歳までのこどもの医療費の完全無償

化と併せて、小学校給食費の１年間の無償化を実施して

いた。これらの事業を恒久化し、子供の育ちを支え、子

育てを援ける環境づくりをする。給食費については、国

や県からの財政支援を求めつつ、和歌山市として、独自

に６年度及び今後の小学校給食費の無償化の実施を図

る。 

鳥 取 重要文化財仁風閣保存整備

事業費 

【事業の経過及び背景】  

 重要文化財仁風閣は、明治40 年に大正天皇（当時皇

太子）の山陰行啓に際し、当地の宿舎として旧鳥取藩主

池田氏が城跡に建てたもので、山陰地方における数少な

い明治洋風建築の遺構として貴重であることから、鳥取

市に譲与されたのち昭和48 年６月に国の重要文化財

に指定された。近年、雨漏りや壁面の剥落など経年劣化

が著しく、指定文化財として保存修理を要する状況にあ

ることから、修理計画を策定し、耐震補強及び保存修理

並びに活用整備を実施する。  

【事業の目的及び効果】 

 本事業の実施により市民の誇りである重要文化財仁

風閣を将来にわたって伝えていく。 

84,414 

 防災情報統合ＤＸ化事業費 【事業の経過及び背景】 

 本市では、防災行政無線や鳥取市防災アプリなど、市

民の置かれている環境やニーズに合わせた複数の緊急

情報伝達手段を整備している。しかし、緊急情報伝達手

段の多様化は配信業務の増加と直結しており、情報配信

の遅延リスクが生じている。ダムの緊急放流や津波など

の僅かな時間の余裕もない災害の状況下では、避難情報

の配信が遅れた場合、市民の生命に危険が及ぶ恐れがあ

り、災害情報が遅滞なく確実に市民に届くよう、緊急情

報伝達の基盤の機能向上を図る必要がある。 

【事業の目的及び効果】 

複数の緊急情報伝達手段の一元的な配信を可能とす

るシステムを構築することで、緊急情報の取得を求める

市民に対して迅速かつ確実な情報発信を実現する。ま

た、システム入力の工程を大幅に削減する事が可能とな

るため、災害時の人材運用を効率的に行うことができる

ほか、人的ミスを防止する効果が期待できる。併せて、

市民が災害時に適切な行動をとれるよう、平時から防災

を学べるコンテンツを鳥取市防災アプリに追加整備す

ることで、誰もが手軽に分かりやすい方法で防災学習の

機会を得ることができる。 

【事業の内容】 

・複数ある既存緊急情報伝達手段を一元的に制御できる

一斉配信システムの整備 

・今後の多様な市民ニーズにきめ細かく対応できるよう

将来的な情報伝達手段の拡充を見越した基盤構築 

・文字情報を自動で多言語化、かつ、音声ファイルを同

時に作成し、一斉配信システムに連携して配信できる

自動翻訳機能の整備 

・鳥取市防災アプリのマイタイムライン等機能追加 

106,300 



特集１：中核市の主要新規単独事業及び新規開設施設 

- 26 - 

 

市名 事 業 名 事  業  の  概  要 
予 算 額 

（千円） 

松 江 「職人商店街」の形成に向

けた着実な取組み～職人商

店街創出事業費～ 

 中心市街地に多彩な伝統工芸などが集う「職人商店

街」の形成に向けて、「匠」の技を「観て・体験できる」

店舗づくり、現代工芸などの新規出店・店舗リノベーシ

ョンの支援を拡充する。新たに、中心市街地における回

遊性の向上に向けた取組みを支援する。 

1,250 

３Ｄ都市モデルの整備・活

用・オープンデータ化によ

るまちづくり DX の推進～

３Ｄ都市モデル整備事業費

～ 

 高さ・用途などの建物情報を含む３Ｄ 都市モデル（国

が推進する Project PLATEAU）を整備し、まちづくり・

防災・観光分野の課題解決を図る。オープンデータ化に

より市民・民間事業者などが活用可能な環境を整える。 

100,110 

倉 敷 （仮称）都市防災公園及び

複合施設整備事業 

【目的】 

倉敷市中心部に近く、豊かな自然と優れた眺望、花見

の名所など、魅力的な空間を備えた山陽ハイツの跡地に

おいて、「倉敷市山陽ハイツ跡地整備基本構想」に基づ

き、自然や地形を生かした多世代が集う公園をテーマ

に、約9.0ｈａの都市防災公園と、音楽・文化練習、会

議等に利用できる複合施設を一体的に整備する。 

【事業費内容】 

撤去・解体  292,700千円（Ｒ５：292,700千円） 

基本・実施設計 166,400千円 

（Ｒ５：138,860千円 Ｒ６：27,540千円） 

施設整備工事  619,800千円 

（Ｒ６：188,240千円 Ｒ７：451,560千円） 

407,440 

 ＭＩＣＥ誘致推進事業 【目的】 

Ｇ７関係閣僚会合の２回の開催実績や、まち並みを生

かしたコンベンション開催環境をＰＲするとともに、観

光消費が期待できるインバウンドや首都圏の富裕層の

誘客にもつなげるため、戦略的なＭＩＣＥ誘致を推進す

る。 

【事業費内容】 

・産学官連携によるＭＩＣＥ誘致研究会等の開催        

・ＭＩＣＥ会場や宿泊施設などの提供情報管理システム

の導入   

・首都圏のＭＩＣＥ関係者に向けたプロモーションイベ

ントの開催 

・ハラル・ヴィーガン等の多様な食文化普及・啓発セミ

ナーの開催 

12,000 

呉 呉市・広島大学Ｔｏｗｎ＆

Ｇｏｗｎ構想の推進 

 呉市と広島大学が連携し、海上保安大学校や笹川平和

財団を始め、関連団体や企業と協力しながら「海洋文化

都市くれ」の実現を目指し、海洋・海事に関わる教育や

産業等の分野での先進的な取組を推進。海洋・海事に関

わる研究・普及啓発を進めるほか、広島大学や笹川平和

財団と連携し、国際機関である、スウェーデンにある世

界海事大学（ＷＭＵ）やマルタ共和国にある国際海事法

研究所（ＩＭＬＩ）を訪問し、呉市でのサマースクール

開催や将来的なブランチ機能の誘致に向けて協議・調整

等を実施 

16,000 

 ＢＰＲ（業務改革）の推進  多様化・複雑化する市民ニーズや新たな行政課題に的

確に対応できる効率的な行政システムを確立するため、

行政事務の業務プロセスを可視化することで非効率な

部分を洗い出し、ＲＰＡ・生成ＡＩ等のデジタル技術の

434,295 
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市名 事 業 名 事  業  の  概  要 
予 算 額 

（千円） 

活用やアウトソーシングの導入等により具体的な見直

しを図る。さらに、予算の執行や休暇の管理等の庁内共

通の事務を行うための内部共通事務システムを導入す

ることで、電子決裁の拡充や業務の効率化を図る。 

○個別事務のＢＰＲ（業務改革）の推進 53,000 千円 

○行政文書のデジタル化推進（内部共通事務システムの

導入）367,400 千円 

○ＲＰＡ・生成ＡＩ等デジタル技術活用 13,895 千円 

福 山 地元就職支援 〇学生への支援 

・市内就職を条件とした奨学ローンの返済補助・市 

内に在住しながら市外の大学に進学する学生への

通学費支援 

・市内産業構造を理解するための学生向け出前講座 

の実施 

〇学生と企業をつなぐ取組 

・女子大学生と企業の女性従業員との交流イベント 

の開催 

・高校生・大学生を対象とした企業説明会の開催 

 ・企業と学校の交流会の開催 

・中小企業向け先端技術活用講座の実施 

 ・市内専門高校と市内企業との更なる連携促進 

 ・看護学生を対象とした就職支援セミナーの開催 

〇企業への支援 

・仕事と子育ての両立に関するセミナーの実施 

 ・採用専用サイトやＷｅｂインターンシップの開発 

経費への補助 

・学生や社会人のインターンシップ受入れ促進 

 ・女性が働きやすい職場づくり支援の拡充 

 ・男性の育児休業等の取得促進強化 

 ・従業員の奨学金返済支援にかかる経費への補助 

・中小企業向け先端技術活用講座の実施 

13,043,468 

（掲載事業

以外含む） 

下 関 海峡エリアビジョン推進事

業 

【事業の目的】 

令和４年度に策定した「あるかぽーと・唐戸エリアマ

スタープラン」の具現化に向けて、マスタープラン推進

業務とリノベーションまちづくり推進業務を実施する

ことにより、交流人口の拡大、下関ならではの産業や魅

力の育成、雇用・定住促進とこれによる観光地としての

価値向上を目指す。 

【事業の内容】 

①あるかぽーと・唐戸エリアマスタープラン推進業務 

 推進体制の運営、関連事業の設計支援及びデザイン監

修、実証事業の検討・実施、情報発信等 

②リノベーションまちづくり推進業務、遊休不動産利活

用促進、セミナー・ワークショップ開催等 

【事業の特色】 

 官民共創により構築された推進体制（推進会議、デザ

イン会議）を中心に議論を行い、将来を見据えたエリア

のブランディング、賑わいスポットとなる拠点の整備、

空間の利活用及び魅力的なコンテンツの創出を行う。 

42,750 

 学校給食施設再編整備事業 【事業の目的】 

衛生的で安全な学校給食の提供 

504,334 
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市名 事 業 名 事  業  の  概  要 
予 算 額 

（千円） 

【事業の内容】 

民設民営方式により整備した新下関学校給食センタ

ーの稼働に伴い、令和６年４月から、市立小中学校22

校への学校給食の提供を行う。 

【事業の特色】 

・高度な衛生管理による安全な学校給食の提供 

・アレルギー除去食の提供 

・食育の推進 

・効率的な施設設備の整備及び運営（民設民営） 

高 松 ウォーカブルシティ推進事

業 

【事業の概要】 

 中心市街地を取り巻く環境の変化に対応し、「にぎわ

いと活力ある」まちづくりや、「居心地が良く歩きたく

なる」まちなかづくりを目指し、第３期高松市中心市街

地活性化基本計画（令和元年６月策定）や、サンポート

高松地区都市再生整備計画（４年４月策定）に基づき、

ハード・ソフト両面から各種施策・事業に取り組む。 

【事業の特色】 

（主なハード事業） 

・丸亀町商店街再開発事業、サンポート高松地区都市

再生整備事業 

（主なソフト事業） 

・サンポートＦＡＣＴプロジェクト 

120,117 

 子どものシビックプライド

醸成事業 

【事業の概要】 

 シビックプライドとは、「都市に対する市民の誇り」

「郷土をよりよくするために自分自身が関わっている」

「自分が郷土の未来をつくっている」という、地域の持

続的な発展に当事者として貢献しようとする心であり、

高松の魅力を国内外に発信する子どもを育てることを

目的として、次の二つを重点的な取組として実施する。 

〇高松プライドプロジェクト 

 市立小学校のうち23校（他の23校は令和５年度に実

施済）の学校の代表児童生徒が集まり、地域の人、自然、

歴史、文化の視点から、高松の良さを見つめ、その魅力

を伝えるＰＲ動画を作成する。 

また、作成した動画は、高松ムービーチャンネルでの

公開を予定している。 

〇高松魅力発見プロジェクト（仮称） 

 歴史やアート、自然等の視点から高松の魅力をまとめ

たデジタルマップを作成し、各学校が、地域学習や校外

学習の企画・運営に活用できるよう勧めていく。 

【事業の特色】 

 「高松プライドプロジェクト」は、各校区毎に再発見

した自分たちの地域の特色や魅力を発信し、市域全体で

共有することで、高松という一つの「まち」の魅力を再

確認できる取組である。 

 また、「高松の魅力発見プロジェクト」においてデジ

タルマップを活用し、地域での体験的な学びを拡充する

ことで、子どもたち自身が地域の魅力や課題を発見し、

その解決に向けて構想したり、魅力を発信するなど、地

域社会の形成者として、自らまちづくりに参画しようと

する態度を育てることが期待できる取組である。 

2,568 
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市名 事 業 名 事  業  の  概  要 
予 算 額 

（千円） 

松 山 少子化対策推進事業 新しい子育て情報サイトを作成するなど、少子化対策

やこども施策を効果的に発信し、市民に届けやすくする

とともに、子育てしやすいまちを実感できるよう、少子

化対策を推し進める。 

9,696 

スタートアップ総合支援事

業 

社会課題を解決しながら経済活性化をけん引し急速

に成長することで、多くの雇用を生み出すスタートアッ

プの創出とスタートアップと連携し市内企業が持続的

に成長するため、総合サイトの構築をはじめ、学生の企

業支援や市内企業とのマッチング支援等を行う。 

15,750 

高 知 ＵＩ孫ターン支援事業費補

助金 

 本市へのＵＩターンにおける家族形態やライフスタ

イルに合わせ、引っ越し費用、物件の初期費用に係る支

援を行う（加算方式により10万円～最大25万円）。ま

た新たに、本市に祖父母が居住する孫世代の移住である

「孫ターン」についても補助対象に加えることとし、本

市に愛着やゆかりのある方への移住支援の強化を図る。 

6,000 

 結婚新生活支援事業費補助

金 

結婚して新生活をスタートさせようとする世帯を対

象に、新生活のスタートアップにかかる費用（住宅賃借

費用、引越費用）を支援するもの。本補助金の交付を希

望する世帯において、結婚を契機に親世帯と同居又は近

居を行う場合に、対象経費のうち、市が設定する補助上

限額を超える部分について、上乗せして補助（県単独加

算）することにより、将来的な同居、近居を後押しする。 

また、高知市パートナーシップ登録制度により、登録

証が交付された世帯も本市独自（市単）の取組として実

施する。 

113,400 

久 留 米 ＦＩＴ(個人旅行)誘客促進

事業 

旅行形態の主流となっているＦＩＴ（個人旅行）層を

ターゲットに、予約時に利用するウェブやSNSと連携

し、効果的なＰＲをすることで誘客の促進を図る。 

5,000 

 デジタルサイネージ設置事

業 

施設の情報と合わせて、市の観光情報や災害情報も発

信できるデジタルサイネージを設置する。 

35,190 

長 崎 第２子以降の保育料無償化 【事業概要】 

長崎市に居住する同一世帯の２人以上の子どもが保

育所、認定こども園及び小規模保育事業所を同時利用す

る場合の第２子の保育料を令和６年度から無償とする

もの 

ただし、市民税所得割97,000 円未満の世帯は、概ね

18歳以下の子どもから第１子とカウントして第２子の

保育料を無償化する。 

 ※認可外保育施設の保育料も同様（保育の必要性が必

須） 

【事業内容】 

⑴民間保育所等施設型給付費【142,719千円】 

  民間の認定こども園で徴収している保育料につい

て、第２子以降の保育料の無償化を実施することによ

り、各施設が対象者から徴収する保育料が減額となる

ため、減額分を施設型給付費で給付するもの。 

 ア 民間認定こども園：142,719 千円 

（対象者：656人） 

⑵認可外保育施設第２子以降保育料無償化給付費

【33,160 千円】 

認可外保育施設を利用している第２子以降の保育

175,879 
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市名 事 業 名 事  業  の  概  要 
予 算 額 

（千円） 

料（月額29,000円を上限※）を無償化するために、

対象児童の保護者に償還払いで助成するもの。※保育

料の最高設定額の半額とするもの 

ア 認可外保育施設：29,160 千円（対象者：135人） 

 イ 助成に係る審査業務委託料：4,000 千円 

【事業の特色】 

同一世帯から２人以上の子どもが保育所、認定こども

園及び小規模保育事業所を同時利用する場合の第２子

の保育料を半額から無償にすることで、子育て世帯の負

担軽減を図り、保育所等の利用しやすい環境を整えると

ともに、子育てしやすいまちづくりへと繋げる。 

まちづくりのグランドデザ

イン策定費 

【事業概要】 

「経済再生」と「定住人口増加」に向けて、西九州新

幹線開業や松が枝国際観光船埠頭２バース化など、新た

なまちの基盤から生まれる効果を市全体に波及させる

「ネットワーク型コンパクトシティ長崎」を実現するた

め、都心部の各エリア間の回遊や、都心部と周辺部のネ

ットワークの維持・強化等を軸とするまちづくりの具体

的な方向性を示すもの 

【事業内容】 

○都市計画マスタープランで定める土地利用方針や道

路ネットワークと地域公共交通計画で定める公共交

通ネットワークをベースとし、「土地利用」と「人の

動き」から、本市の経済再生と定住人口増加を後押し

する。 

〇そのために、既存計画を検証しながら、まちなかをは

じめとする都心部全体の回遊性向上や、都心部と周辺

部のネットワークの維持・強化等にかかるまちづくり

の具体的な方向性を示す。 

〇令和６年度から策定に着手し、７年度の公表を目指

す。 

〇なお、６年４月には、このグランドデザインの都心部

全体の回遊性向上における計画のベースとなる「長崎

都心まちづくり構想」を策定する。 

【事業の特色】 

〇今の長崎市の状況は、人口減少という100年に一度の

ピンチでもあると同時に、長崎駅周辺の再整備、長崎

スタジアムシティ、松が枝国際観光船埠頭の２バース

化など、100年に一度のまちの変革というチャンスを

迎えていることから、このチャンスを上手に活かし、

長崎市へ人、企業、投資を呼び込み、人口減少という

ピンチを克服していく必要がある。 

〇そのため、本市では、５年度に、「経済再生」「少子化

対策」「新市役所創造」の３つの重点プロジェクトを

立ち上げ、アクションプランを策定している。 

○このまちづくりのグランドデザインは、これらアクシ

ョンプランと連携を図りながら検討を進めていく。 

13，219 

佐 世 保 若者コミュニティの構築・

交流 

地域に活力をもたらす‟若者”の居場所・交流・活躍

の場となるコミュニティ（リアル＆オンライン）を構築

し、若者活躍の支援及び若者連携強化と地元回帰を促

す。 

19,970 
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市名 事 業 名 事  業  の  概  要 
予 算 額 

（千円） 

 基地経済調査・研究 本市基地経済の把握に関する調査・研究の実施し、官

民で効果的な事業展開につなげる。また、基地を活かし

たまちづくりに関する意見交換の場の設置を行う。 

8,850 

大 分 救急医療電話相談事業 

(#7119) 

短縮ダイヤル「♯7119」を開設し、住民が急な病気や

けがをした時、医療機関を受診すべきか、救急車を呼ぶ

べきか迷った際に、相談員が電話で聴取した相談者の訴

えや症状などを基に、傷病の緊急性の有無や救急車要請

の要否の助言、応急手当の方法等のアドバイスを行う。 

・相談員：救急患者対応に知識や経験を持つ看護師等 

・対応時間：平日及び土曜日19時～翌朝８時、日曜祝

日８時～翌朝８時 

20,200 

 小学校５年生ピロリ菌検査

（胃がん対策）事業 

・市立小学校（義務教育学校含む）の５年生の希望者を

対象に行っている「すこやか検診（血液検査）」の検

査項目に、「ピロリ菌抗体検査」を加え、１次検査を

実施する。 

・１次検査で陽性となった児童に対し、「便中ピロリ菌

抗原検査」による２次検査を実施する。 

・専門家による動画や、医師によるフォローアップ相談

会実施などのフォローアップを行うとともに、除菌治

療までの継続的なフォローアップを実施する。 

・がんを正しく理解するためのがん教育を実施する。 

16,114 

宮 崎 市営住宅お風呂リニューア

ル事業 

【事業の目的・内容・特色】 

安全・安心で快適な居住環境を提供するため、今後

10年以上供用する予定の団地（大坪団地ほか）のお風

呂について、リニューアル工事を行う。  

92,025 

 外国人住民向けワンストッ

プインフォメーションセン

ター設置事業 

【事業の目的・内容・特色】 

外国人住民が在留手続や雇用、医療、福祉、子育て、

教育など、本市での生活に必要となる情報を迅速に入手

できる環境を整える。 

・外国人住民向けワンストップインフォメーションセン

ターの設置 

設置予定場所：宮崎公立大学交流センター 

相談員数：２ 人 

対応言語：17 言語(英語・中国語・韓国語・ベトナム

語など) 

※電話・ビデオ通訳及びＡＩ翻訳も活用 

・ＬＩＮＥを活用したプッシュ型の情報発信 

発信言語：英語及びやさしい日本語 

8,600 

那 覇 中学校英語学習支援・国際

交流事業 

市立中学校17校において、国際的に活躍できる人材

の育成を図るため、ICT を活用した英語学習及びオンラ

インによる海外学校との交流を実施する。 

19,688 

 なはし社会地域課題解決型

起業支援事業 

本市の抱える地域課題の解決を目的とした起業及び

新規事業を行う事業者等に対して、事業に要する費用の

㇐部を助成し、スタートアップ企業等の創出及び成長の

後押しを行い、本市産業・経済の活性化を図る。 

13,040 
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新規開設施設 

【函館市】 

名 称 市営住宅大川団地 ３号棟 

事 業 年 度 令和５～６ 年度 開設年月日 令和６年４月１日 

敷 地 面 積 5,226.15 ㎡ 総事業費 1,634,869 千円 

建 築 面 積 1,195.59 ㎡ 
内
訳 

一般財源             19,376 千円 

延 床 面 積 5,085.10 ㎡ 特定財源 1,615,492 千円 

規模・構造  鉄筋コンクリート造５階建 

施設の目的 
 田家Ｂ団地および松川団地の建替えならびに港３丁目改良団地および中道２丁目団地

の用途廃止に伴う入居者の住替え先の対象とするもの 

施設の概要 

 建築面積 住棟：１，０９４．０５㎡ 

      物置：  １０１．５４㎡ 

 

 床面積  住棟：１，０４１．１２㎡（１Ｆ） 

           ９８５．６１㎡（２Ｆ～５Ｆ）   

      物置：  １０１．５４㎡  

施設の特色  市内既存団地の建替えおよび住替えのため、旧大川中学校跡地を活用して新設する団地 

施設の写真 
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【青森市】 

名 称 青森市浪岡学生寮 

事 業 年 度 令和３～４ 年度 開設年月日 令和５年４月１日 

敷 地 面 積 3,023.48 ㎡ 総事業費 94,683 千円 

建 築 面 積 240.70 ㎡ 
内
訳 

一般財源             94,683 千円 

延 床 面 積 222.50 ㎡ 特定財源  千円 

規模・構造  鉄骨造平屋建て 

施設の目的 
 浪岡地域における移住及び定住の促進並びに活性化を図り、バドミントンによる浪岡地

域のまちづくりに資することを目的として整備したもの。 

施設の概要 

【主な機能】 

居室（定員４人）３室、食堂、キッチン、寮監室、寮母室、浴室、シャワー室、 

トイレ、洗面所、ランドリースペース 等 

施設の特色 

県外から浪岡地域に転入する生徒に安全安心な生活環境を提供する。 

 

【入寮資格】県外から浪岡中学校又は浪岡高校のバドミントン部に入部しようとする者又

は入部している者           

【休 寮 日】12月29日～1月3日 

【寮  費】59,000円 

施設の写真 

 

 



特集１：中核市の主要新規単独事業及び新規開設施設 

- 34 - 

 

 

【盛岡市】 

名 称 盛岡市学校給食センター 

事 業 年 度 令和２～19 年度 開設年月日 令和５年４月１日 

敷 地 面 積 10,568.32 ㎡ 総事業費 

8,926,036 千円 
（令和19年度までの運営費等を含む 

総額で契約しており、建設費のみの 

算出はしていない） 

建 築 面 積 3,217.26 ㎡ 
内
訳 

一般財源             6,732,148 千円 

延 床 面 積 4,656.88 ㎡ 特定財源 2,193,888 千円 

規模・構造  鉄骨造 地上２階 

施設の概要・

特色 

8,500食（２献立）／日（アレルギー対応食85食／日）の調理機能を持つ学校給食セン

ターである。 

老朽化した旧施設の整備にあたり、令和元年８月にＰＦＩ（ＢＴＯ）方式による整備手

法を採用することとし、令和２年12月に特定事業契約に係る議会議決を受け、令和３年１

月から令和５年１月まで設計・建設し、令和５年１月末日にＳＰＣ（特別目的会社）から

市へ施設・設備の引き渡しを受けた。 

事業期間は令和５年４月１日から令和20年３月31日までの15年間、契約金額は

8,603,310,485円（うち消費税額及び地方消費税額 771,792,377円）である。 

施設の写真 
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【山形市】 

名 称 道の駅やまがた蔵王 

事 業 年 度 令和元～５ 年度 開設年月日 令和５年12月３日 

敷 地 面 積 21,160.91 ㎡ 総事業費 2,364,602 千円 

建 築 面 積 2,684.62 ㎡ 
内
訳 

一般財源             409,643 千円 

延 床 面 積 2,488.48 ㎡ 特定財源 1,954,959 千円 

規模・構造  鉄骨造地上2階建 

施設の目的 

①蔵王、そして山形の地域資源の魅力を発信し、人を呼び込むゲートウェイ機能を果たし、

新たな人の流れを創出する空間 

②周辺施設等の連携の要として、道路利用者のみならず市民、そして周辺地域の住民が日

常的に集い、山形を体感しながら心地よくくつろぎ交流できる空間 

施設の概要 

・山形市表蔵王79番地1（山形上山ＩＣより車で３分） 

・駐車場367台 

■休憩機能トイレ、休憩コーナー、ベビーケアルーム、駐車場、駐輪場 

■情報発信機能 総合案内所、情報発信コーナー（観光情報、道路情報等） 

■賑わい創出機能 樹氷ホール、飲食・物販コーナー、ラジオ放送ブース、車中泊スペー

ス、芋煮広場、イベント広場等 

■交通結節機能 バス停留所、バス待合所、パークアンドライド駐車場 

■防災機能 防災倉庫、非常用電源装置、受水槽、マンホールトイレ 

・災害時は防災拠点として活用 

（地域住民等の一時避難場所／自衛隊や消防等関係機関の活動拠点） 

施設の特色 

■国との㇐体型による整備 
■ＤＢＯ方式 民間の経営能力及び技術的能力を活用し、事業者が公共の資金で施設の設

計・建設から運営・維持管理までを㇐括で行う。 

施設の写真 
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【宇都宮市】 

名 称 宇都宮市大谷観光周遊拠点施設 

事 業 年 度 令和元～５ 年度 開設年月日 令和５年11月20日 

敷 地 面 積 5,918 ㎡ 総事業費 656,051 千円 

建 築 面 積 

２棟 合計 369 

旧大谷公会堂 206 

ビジターセンター 153 

㎡ 

内
訳 

一般財源             262,958 千円 

延 床 面 積 

２棟 合計 316 

旧大谷公会堂 196 

ビジターセンター 120 

㎡ 特定財源 390,093 千円 

規模・構造 
 旧大谷公会堂   混構造（ＲＣ・Ｓ造、一部木造） 平屋建て 

ビジターセンター 木造 平屋建て 

施設の目的 
宇都宮市の観光拠点である大谷地域への来訪者の滞在・交流等を促進し賑わいを創出す

ることにより、地域活性化を図るため、設置するもの 

施設の概要 

〇旧大谷公会堂 

大谷地域や日本遺産大谷石文化に関する展示及び屋内イベント向けに貸館（収容人数

150名程度） 

〇ビジターセンター 

来訪者への観光案内 

〇トイレ・赤ちゃんの駅（おむつ替え・授乳スペース） 

〇多目的広場 屋外イベント向けに貸出（約200㎡） 

〇駐車場 111台（うち大型車用 7台） 

施設の特色 

・大谷地域における観光・周遊の拠点、日本遺産「大谷石文化」や大谷地域の魅力を伝え

る情報発信の拠点として整備 

・国登録有形文化財である大谷石造の建物「旧大谷公会堂」を移築・復原し、ビジターセ

ンターや屋外の多目的広場へも大谷石をふんだんに使用 

・地域活性化に資する施設利用を促すよう、使用料及び減免規定を設定 

施設の写真 
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【川越市】 

名 称 川越市大東ＢＭＸ・スケートボードエリア 

事 業 年 度 令和５ 年度 開設年月日 令和５年７月19日 

敷 地 面 積 5,015 ㎡ 総事業費 ※総工費は県負担 千円 

建 築 面 積 － ㎡ 
内
訳 

一般財源              千円 

延 床 面 積 － ㎡ 特定財源  千円 

規模・構造  コンクリート 

施設の目的 

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会においてスケートボード並びにＢＭＸ

フリースタイルが正式種目となった気運の高まりから、日本各地において公共施設として

のパークが設置された。これを受け、本市においても埼玉県企業局が開発の計画を進めて

いた川越増形地区産業団地内の調整池を利用したＢＭＸ・スケートボードができるパーク

施設の整備を埼玉県へ要望し、今回の整備へと至ったもの 

施設の概要 

○所在地 

 川越市大字増形761番地 1（大東グラウンド横） 

○開場時間 

 4月1日～8月31日………午前9時から午後6時まで 

 9月1日～翌年3月31日…午前9時から午後5時まで 

○休場日 

 12月29日～翌年1月3日 

 ※天候や催し等により臨時休場する場合あり。 

○入場料 

 無料 

 ※占用使用の場合を除く。 

施設の特色 平面部分も含めると、県内公設のパーク施設としては、県内最大級の広さである。 

施設の写真 
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【川口市】 

名 称 沼田公園（沼田公園整備事業） 

事 業 年 度 令和元～５ 年度 開設年月日 令和５年４月１日 

敷 地 面 積 14,810 ㎡ 総事業費 770,000 千円 

建 築 面 積 127.25 ㎡ 
内
訳 

一般財源             470,000 千円 

延 床 面 積 230.64 ㎡ 特定財源 300,000 千円 

規模・構造  軽量鉄骨2階建て（管理棟） 

施設の目的 
旧鳩ヶ谷市民プール（沼田公園）の施設の老朽化により閉鎖となったことから、跡地に

おいての利活用の検討を行い、防災機能を有した公園として整備を行ったもの 

施設の概要 

【内部施設】 

 複合遊具・幼児遊具・インクルーシブ遊具・健康器具 

 防災パーゴラ・かまどベンチ・防災井戸・耐震性貯水槽・防災倉庫 

【開館時間】 

 24時間開放。駐車場については、8：30～18：30 

【休館日等】なし 

施設の特色 

本公園は地理的に川口市の中心に位置しており、緊急輸送道路に指定されている国道１

２２号に接しているなど、交通利便性の高い立地を活かし、周辺住民の一次避難場所とな

るよう防災機能を有した公園である。 

施設の写真 
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【富山市】 

名 称 オーバード・ホール／中ホール 

事 業 年 度 令和２～５ 年度 開設年月日  令和５年７月１日 

敷 地 面 積 4,472 ㎡ 総事業費 

7,829,511 

（うち建設費 

6,033,359千円） 

千円 

建 築 面 積 3,529 ㎡ 
内
訳 

一般財源             2,331,311 千円 

延 床 面 積 6,841 ㎡ 特定財源 
5,498,200 

（地方債） 
千円 

規模・構造  鉄筋コンクリート（ＲＣ）造＋鉄骨鉄筋コンクリート（ＳＲＣ）造＋鉄骨（Ｓ）造 

施設の目的 

富山芸術文化ホール（愛称：オーバード・ホール）の北側に、ＰＦＩ手法により「中ホ

ール」を整備し、市民が優れた芸術文化に親しむ機会の充実や市民の文化活動の発表の場

の拡充を図るもの 

施設の概要 

客席：最大652席 

主な諸室：ウォーミングアップ室、楽屋（大２室、中２室、小３室）、練習室３室、音

楽鑑賞室 

施設の特色 

臨場感のある最大652席のすり鉢状ホールで、客席の数や向きを自由に変換でき、客席

を全て収納し全体をフラットにする「平土間利用」や、ステージを中心に据えた「センタ

ーステージ利用」等、演劇や音楽等の多様な演目に対応。 

 館内に、音楽やダンス、アートなど気軽に使用できる練習室や音楽鑑賞室を整備。 

施設の写真 
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【福井市】 

名 称 ヨリバ（ＹＯＲＩＶＥＲ） 

事 業 年 度 令和５ 年度 開設年月日 令和６年３月19日 

敷 地 面 積 372.17 ㎡ 総事業費 105,000 千円 

建 築 面 積 129.05 ㎡ 
内
訳 

一般財源             52,500 千円 

延 床 面 積 6,841 ㎡ 特定財源 52,500 千円 

規模・構造  木造、地上２階建て 

施設の概要・

特色 

足羽川周辺のにぎわい創出を図るため、民間が整備運営する足羽川アクティビティ拠点

施設へ補助を行い、令和６年３月にヨリバ（ＹＯＲＩＶＥＲ）がグランドオープンした。

ヨリバは、まちなかでキャンプやバーベキュー、カヌーや水上自転車などが気軽に楽しめ

るアクティビティ活動等の拠点施設として、足羽川周辺の新たな賑わい創出に寄与するこ

とが期待される。また、施設の屋上からは、「日本さくら名所100選」にも選ばれた足羽

川の桜並木を望むことができる。 

※名称：「寄り場（合流地点）」、「よ！川（リバー）」をイメージ 

 

・カフェ（おむすびなどの軽食、コーヒーやビールなどのドリンク等の提供） 

・ロッカー、シャワーの貸出 

・公衆トイレ 

・自動販売機 

施設の写真 
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【姫路市】 

名 称 姫路市こどもの未来健康支援センター 

事 業 年 度 令和２～４ 年度 開設年月日 令和５年４月１日 

敷 地 面 積 3,250 ㎡ 総事業費 約584,980 千円 

建 築 面 積 3,250 ㎡ 
内
訳 

一般財源             約584,980 千円 

延 床 面 積 1,581.36 ㎡ 特定財源 0 千円 

規模・構造  地上２階 鉄骨造 

施設の目的 

誰もが安心して子どもを生み育てることができるよう、思春期から妊娠期・子育て期に

わたるライフステージに応じた切れ目のない支援体制を整備するため、思春期保健と母子

保健の包括的支援拠点として設置した直営施設 

施設の概要 
１階：多世代が集うフリースペース、子どもの事故予防ひろば、個別相談室 

２階：乳幼児健診会場、講義室 

施設の特色 

「つどう 交流 学びあう 支えあう」をコンセプトとし、思春期から妊娠準備期、妊

娠、出産、子育て期と各ライフステージに合わせた事業を展開している。相談・交流・学

びあえる事業など、市民サービスを提供していく機能と、専門チームによる処遇困難ケー

ス等の支援や関係機関、支援者への支援、思春期保健や周産期保健のネットワークづくり

などのコーディネート機能を持たせている。 

 助産師、保健師、保育士、精神保健福祉相談員、歯科衛生士、栄養士、心理士などの専

門職を配置している。 

 また、子育て支援拠点（のびのび広場）がセンター内にあり、連携しながら子育て支援

を一緒に行っている。 

施設の写真 
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【明石市】 

名 称 17号池魚住みんな公園 

事 業 年 度 平成30～令和５ 年度 開設年月日 令和5年4月29日 

敷 地 面 積 64,152 ㎡ 総事業費 1,218,527 千円 

建 築 面 積 

管理棟121.0㎡・更衣室棟27.3㎡・ 

トイレ棟26.1㎡・授乳室8.1㎡・ 

着替え室8.1㎡ 内
訳 

一般財源             49,874 千円 

延 床 面 積 全て平屋建て  特定財源 1,168,653 千円 

規模・構造  （主な建物）地上1階 鉄骨造、その他倉庫や授乳室等有 

施設の概要 

約８haの第17号池は周辺田畑の減少により、必要水量だけを確保するため新たな堤体を

築造した。それにより生み出された約6.4ha（堤体含む）の空地を活用し、地権者から無

償貸借することで公園整備を行うこととした。市内に不足する野球ができる「緑のグラウ

ンド」やサッカーのできる「多目的グラウンド」に加えて、誰もが一緒に楽しめる遊具を

配置した「みんな広場」と駐車場の整備を行った。施設内容は上記グラウンド、広場、駐

車場、建築物に加え、平池構造の堤体に歴史的価値があるとして、従前の形状を残し１周

約１ｋｍの周遊路として整備した。また、堤体の一部を公園入口築造の為に切り崩してい

るが、周遊できるよう橋梁を設置した。管理運営についてはグラウンドが有料公園施設で

あるため、業務委託者を常駐させている。来年度に指定管理制度を導入する予定となって

いる。 

施設の特色 

当該公園は「みんなにやさしい運動公園」をコンセプトとして整備しており、「みんな

広場」の設計において、障がい当事者団体の要望を聞き取り、それを基に整備案の募集を

行った。遊具メーカーから提案のあった整備案の中から優れたものを選定し、設計を行っ

た。特色としては「みんな広場」がインクルーシブな空間となるよう、ユニバーサル遊具、

芝生広場、ナーサリー施設の配置を行った。ナーサリー施設は「授乳室」と「着替え室」

をそれぞれ別棟で設置し、着替え室にはおむつ替えスペースと身体の大きな人も利用でき

るように大人も乗れる折り畳みベッドやフィッティングボードを設置したスペースの２

室を整備している。 

施設の写真 
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【松江市】 

名 称 東出雲複合施設「ヨリアイーナ」 

事 業 年 度 令和５ 年度 開設年月日 令和５年６月19日 

敷 地 面 積 6,873.15 ㎡ 総事業費 622,496 千円 

建 築 面 積 1,762.26 ㎡ 
内
訳 

一般財源             558,700 千円 

延 床 面 積 1,696.36 ㎡ 特定財源 63,796 千円 

施設の概要 
公民館を含む５つの機能（支所、公民館、図書館、子育て支援センター、包括支援セン

ター）を持つまちづくりの拠点施設として、複合施設を設置した。 

施設の特色 
ホワイトボードやスクリーンとして機能する壁面を導入し、会議室に大型鏡を配置する

など、利用者の多彩なニーズに対応し、交流や学習のための様々な機能を設けている。 

施設の写真 
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【倉敷市】 

名 称 万寿東憩の家 

事 業 年 度 令和５ 年度 開設年月日 令和５年10月３日 

敷 地 面 積 979.03 ㎡ 総事業費 217,714 千円 

建 築 面 積 278.55 ㎡ 
内
訳 

一般財源             140,114 千円 

延 床 面 積 253.73 ㎡ 特定財源 77,600 千円 

規模・構造  木造平屋建 

施設の概要 

施設種別：憩の家 

指定管理者：倉敷市総合福祉事業団 

目的：地域の高齢者等に対し、教養の向上、レクリエーション等の場を供与し、高齢者

の心身の健康保持に寄与するため、設置する。 

休館日：月曜日、年末年始 

施設の特色 
体操、卓球などといった体を動かす活動や、囲碁将棋、会議など、幅広い活動をするこ

とができる。 

施設の写真 
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【松山市】 

名 称 はぴまるの丘（松山市動物愛護センター） 

事 業 年 度 令和５ 年度 開設年月日 令和６年３月21日 

敷 地 面 積 松山総合公園内に設置  総事業費 約218,000 千円 

建 築 面 積 約200 ㎡ 
内
訳 

一般財源             約171,500 千円 

延 床 面 積 約310 ㎡ 特定財源 約46,500 千円 

規模・構造 
 譲渡スペース：木造平屋建て（約200㎡） 

啓発スペース：松山総合公園管理棟内（約110㎡） 

施設の概要 

松山総合公園の中にある動物愛護の推進を目的とする施設で、総合管理棟の１階と４階

を啓発スペース、総合管理棟の向かい側の施設を動物譲渡スペースとして構成している。

センターを動物愛護の拠点と位置づけ、迷い犬や負傷した動物を一時収容し、飼い主への

返還や里親へ譲渡を行う。また、各種イベントを開催し、松山総合公園を訪れる多くの方

に動物愛護の啓発を行い、動物愛護の推進と総合公園の活性化に取り組む。 

施設の特色 
迷い犬や負傷した動物を一時収容するだけでなく、簡易な応急措置が可能な施設となっ

ている。 

施設の写真 
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【高知市】 

名 称 高知市食肉衛生検査所 

事 業 年 度 令和５ 年度 開設年月日 令和５年４月 

敷 地 面 積 11,435.13 ㎡ 総事業費 101,144 千円 

建 築 面 積 361.51 ㎡ 
内
訳 

一般財源             79,238 千円 

延 床 面 積 361.51 ㎡ 特定財源 21,906 千円 

規模・構造  鉄骨造・２階建て 

施設の目的 と畜検査、食鳥検査、衛生指導を行うため 

施設の概要 
施設内容：事務室、微生物検査室、ＢＳＥ検査室、理化学検査室、病理検査室 

管理方法：直営 

施設の特色 食肉センター処理棟（と畜場、食肉処理場）の２階の一部に設置 

施設の写真 
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【大分市】 

名 称 津波緊急避難施設 家島命山 

事 業 年 度 令和５ 年度 開設年月日 令和５年11月６日 

敷 地 面 積 42,314 （公園面積） ㎡ 総事業費 233,921 千円 

建 築 面 積 3,315 （底部面積） ㎡ 
内
訳 

一般財源             18,621 千円 

延 床 面 積 400 （頂上部面積） ㎡ 特定財源 215,300 千円 

規模・構造 
 人工高台（築山） 

避難面積：400 ㎡（頂上部） 標高：10ｍ 避難可能人数：400 人 

施設の目的 

当地区の地域特性として、中心市街地のように堅固で高い建物等が少なく、逃げ遅れた

場合に緊急避難する津波避難ビルの指定がそもそも進まないことなどから人工高台の整

備を行った。 

施設の概要 

【設置場所】 家島緑地（都市公園） 

【管理運営】 公園施設として市が維持管理（除草や修繕など） 

【その他】 地区住民や公園利用者の津波緊急避難場所 

平時は地元自主防災組織が防災訓練などで活用 

施設の特色 

頂上部の避難スペースには以下の施設を整備している。 

・防災パーゴラ １基（3ｍ×6ｍ） … 災害時にはテント設営可能 

・防災ベンチ ６基 … 防災資機材の収納が可能 

・防災倉庫 １基 … 簡易トイレ等を収納 

・照明施設 ３基 … ソーラーパネル式 

施設の写真 
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中核市の議会運営に関する調査 
 
本特集は、議会運営について中核市（61市）に照会し、その集計結果を掲載するものです。 
 
○調査対象都市（本市を除く中核市61市） 

函館市、旭川市、青森市、八戸市、盛岡市、秋田市、山形市、福島市、郡山市、いわき市、水戸市、 
宇都宮市、前橋市、高崎市、川越市、川口市、越谷市、船橋市、柏市、八王子市、横須賀市、富山市、

金沢市、福井市、甲府市、長野市、松本市、岐阜市、豊橋市、岡崎市、一宮市、豊田市、大津市、 
豊中市、吹田市、高槻市、枚方市、八尾市、寝屋川市、東大阪市、姫路市、尼崎市、明石市、西宮市、

奈良市、和歌山市、鳥取市、松江市、倉敷市、呉市、福山市、下関市、高松市、松山市、高知市、 
久留米市、長崎市、佐世保市、大分市、宮崎市、那覇市 
 
○調査対象時期 

定例会等の実績は、令和５年１月～令和５年12月の数値である。 

ただし、行政視察の件数については令和５年度の数値である。 
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１．議員定数（令和６年４月１日現在） 

（単位：人） 

市 名 条例定数 現員数 備  考 

函 館 27 27  

旭 川 34 34  

青 森 32 32  

八 戸 28 28  

盛 岡 38 38  

秋 田 36 36  

山 形 33 33  

福 島 35 35  

郡 山 38 38  

い わ き 37 35  

水 戸 28 28  

宇 都 宮 45 45  

前 橋 38 38  

高 崎 38 38  

川 越 36 36  

川 口 42 42  

越 谷 32 32  

船 橋 50 50  

柏 36 36  

八 王 子 40 40  

横 須 賀 39 38  

富 山 38 35  

金 沢 38 38  

福 井 32 31  

甲 府 32 32  

長 野 36 36  

松 本 31 31  

岐 阜 38 38  

豊 橋 36 35  

岡 崎 37 37  

一 宮 38 38  

豊 田 45 45  

大 津 38 38  

豊 中 34 34  

吹 田 36 34  

高 槻 34 34  

枚 方 32 32  

八 尾 26 26  

寝 屋 川 24 24  

東 大 阪 38 38  

姫 路 45 45  

尼 崎 42 41  

明 石 30 30  

西 宮 41 41  

奈 良 39 37  

和 歌 山 38 38  

鳥 取 32 31  

松 江 34 31 令和７年４月23日以降は定数31 
倉 敷 43 41  

呉 32 32  

福 山 38 35  

下 関 34 34 令和９年２月13日以降は定数32 
高 松 40 40  

松 山 43 43  

高 知 34 34  

久 留 米 36 36  

長 崎 40 40  

佐 世 保 33 33  

大 分 44 44  

宮 崎 40 39  

那 覇 40 39  

鹿 児 島 45 42  
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２．定例会（令和５年） 

市  名 招集回数 会期日数 
本会議 

日 数 

本会議実質時間

（休憩含まず） 

議 案 議 決 内 容 

原案可決 修正可決 否決 認定その他 
函 館 4 65 21 61：22 175 0 9 35 
旭 川 4 90 24 60：21 187 0 8 32 
青 森 4 118 31 100：22 150 0 12 19 
八 戸 4 79 22 58：57 156 0 0 8 
盛 岡 4 94 30 98：41 211 0 1 21 
秋 田 4 124 23 46：38 175 0 1 36 
山 形 4 86 17 37：53 92 0 0 17 
福 島 4 81 25 71：13 164 0 0 19 
郡 山 4 91 28 77：14 175 0 0 47 
い わ き 4 53 18 71：50 185 0 0 11 
水 戸 4 78 23 64：29 96 0 14 169 
宇 都 宮 4 107 24 76：22 186 0 0 1 
前 橋 4 86 19 67：05 148 0 24 58 
高 崎 4 79 25 52：42 116 0 0 48 
川 越 4 125 33 125：30 91 0 1 39 
川 口 4 104 29 77：12 134 0 1 19 
越 谷 4 87 26 72：59 100 0 0 24 
船 橋 4 145 39 119：22 76 0 16 38 

柏 4 94 35 105：57 91 0 0 27 
八 王 子 4 112 25 89：26 130 0 0 12 
横 須 賀 1 351 18 51：55 120 0 0 26 
富 山 4 92 26 76：19 171 0 7 30 
金 沢 1 316 23 61：51 137 0 27 18 
福 井 4 90 20 60：06 99 0 0 43 
甲 府 4 79 23 50：39 87 0 0 35 
長 野 4 82 22 77：31 149 0 1 67 
松 本 4 82 20 76：10 155 0 2 9 
岐 阜 4 86 25 82：37 100 0 1 16 
豊 橋 4 90 19 77：44 131 1 1 20 
岡 崎 4 97 22 69：19 116 0 0 13 
一 宮 4 96 21 52：17 111 0 0 42 
豊 田 4 96 25 73：59 184 0 0 32 
大 津 1 348 29 81：45 167 5 26 19 
豊 中 4 114 21 45：33 132 0 0 19 
吹 田 4 112 24 91：22 126 0 12 34 
高 槻 4 77 16 58：05 90 0 0 33 
枚 方 1 348 26 75：24 147 - 16 81 
八 尾 4 122 19 64：03 88 0 0 21 
寝 屋 川 4 82 18 55：29 94 0 0 36 
東 大 阪 4 69 17 37：47 112 0 2 38 
姫 路 4 120 20 69：35 175 0 0 58 
尼 崎 4 102 22 71：53 117 0 0 11 
明 石 3 186 24 73：45 78 3 1 37 
西 宮 4 106 27 89：41 135 0 0 16 
奈 良 4 84 23 66：30 141 2 4 70 
和 歌 山 4 83 26 47：00 146 0 0 77 
鳥 取 4 103 31 76：50 174 0 5 37 
松 江 4 107 20 68：48 186 0 0 52 
倉 敷 4 99 28 65：50 130 0 0 20 

呉 4 78 22 44：13 136 0 0 52 
福 山 4 85 24 81：12 145 0 0 39 
下 関 4 92 29 91：24 167 0 2 32 
高 松 4 74 30 83：06 122 0 13 51 
松 山 4 99 31 83：57 90 0 2 53 
高 知 4 78 27 84：40 137 0 16 15 
久 留 米 4 126 26 47：33 97 0 0 27 
長 崎 4 80 25 72：58 173 1 0 27 
佐 世 保 4 86 24 76：45 188 0 0 57 
大 分 4 75 24 67：29 133 0 0 22 
宮 崎 4 71 28 80：57 186 2 3 34 
那 覇 4 119 41 127：37 109 0 0 55 
鹿 児 島 4 95 24 67：09 119 0 0 25 
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（件 数） 請 願 

付託件数 

陳 情 

付託件数 

意見書（再掲） 決議（再掲） 
市  名 

不認定 計 可決 否決 可決 否決 
0 219 0 0 27 9 0 0 函 館 
0 227 1 3 27 5 1 1 旭 川 
0 181 8 0 19 10 0 0 青 森 
0 164 0 1 1 0 0 0 八 戸 
0 233 14 0 5 1 1 0 盛 岡 
0 212 1 18 4 0 0 0 秋 田 
0 109 6 2 4 0 0 0 山 形 
0 183 2 29 8 0 1 0 福 島 
0 222 13 0 3 0 0 0 郡 山 
0 196 1 0 11 0 1 0 い わ き 
0 279 4 17 12 14 0 0 水 戸 
0 187 2 13 2 0 2 0 宇 都 宮 
0 230 1 1 17 24 0 0 前 橋 
0 164 9 0 3 0 0 0 高 崎 
0 131 0 0 1 0 0 1 川 越 
0 154 0 0 6 1 0 0 川 口 
0 124 3 0 0 0 0 0 越 谷 
0 130 2 60 4 16 0 0 船 橋 
0 118 11 - 9 0 1 0 柏 
0 142 5 0 2 4 1 0 八 王 子 
0 146 7 20 3 0 1 0 横 須 賀 
0 208 2 4 19 7 1 0 富 山 
0 182 4 11 16 12 3 0 金 沢 
0 142 3 5 0 0 0 0 福 井 
0 122 22 0 13 0 0 0 甲 府 
0 217 19 0 7 0 0 0 長 野 
0 166 5 10 10 2 2 0 松 本 
0 117 12 9 6 1 1 0 岐 阜 
0 153 3 45 12 0 0 0 豊 橋 
0 129 7 24 1 0 0 0 岡 崎 
0 153 16 0 3 0 1 0 一 宮 
0 216 4 20 1 0 0 0 豊 田 
0 217 9 0 13 25 1 0 大 津 
0 151 3 - 10 - 2 0 豊   中 
0 172 0 0 8 11 2 0 吹 田 
0 123 0 0 4 4 0 0 高 槻 
2 246 2 - 12 15 2 0 枚 方 
0 109 9 0 6 0 0 0 八 尾 
0 130 0 0 13 0 0 0 寝 屋 川 
0 152 6 3 8 0 0 0 東 大 阪 
0 233 4 7 1 0 0 0 姫 路 
0 128 5 8 5 0 1 0 尼 崎 
0 119 11 0 2 0 0 0 明 石 
0 151 8 3 6 0 0 0 西 宮 
0 217 4 0 7 0 0 0 奈 良 
0 223 1 10 4 0 2 0 和 歌 山 
0 216 8 0 11 5 0 0 鳥 取 
0 238 0 9 7 0 1 0 松 江 
0 150 9 0 2 0 1 0 倉 敷 
0 188 2 0 6 0 2 0 呉 
0 184 6 0 4 0 0 0 福 山 
0 201 2 0 0 0 2 0 下 関 
0 186 0 7 1 13 0 0 高 松 
0 145 9 6 3 2 0 0 松 山 
0 168 10 5 11 16 0 0 高 知 
0 124 1 0 0 0 1 0 久 留 米 
0 201 3 5 2 0 0 0 長 崎 
0 245 5 20 1 0 0 0 佐 世 保 
0 155 10 10 2 0 0 0 大 分 
0 225 3 0 15 3 1 0 宮 崎 
0 164 0 37 6 0 8 0 那 覇 
0 144 1 9 3 0 0 0 鹿 児 島 

※横須賀市、金沢市、大津市、枚方市は通年議会、明石市は２会期制を導入しており、以降の項目はそれぞれの実情に合わせて回答。 

※表中「－」と表記されているものは、審査を行っていない等。
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３．臨時会（令和５年） 

市 名 招集回数 会期日数 
本会議 

日 数 

本会議 

実質時間 

議 案 議 決 内 容 
原案可決 修正可決 否決 認定その他 

函 館 4 5 4 3：30 12 0 0 8 
旭 川 2 6 4 1：18 7 0 0 5 
青 森 1 1 1 1：17 1 0 0 0 
八 戸 2 3 3 1：31 6 0 0 3 
盛 岡 2 3 3 2：20 5 0 0 5 
秋 田 2 6 4 2：06 3 0 0 4 
山 形 2 3 3 1：18 1 0 0 4 
福 島 2 2 2 1：13 4 0 0 1 
郡 山 2 2 2 1：10 1 0 0 2 
い わ き 2 2 2 2：27 3 0 0 25 
水 戸 開   催   な   し 
宇 都 宮 1 1 1 1：00 6 0 0 0 
前 橋 開   催   な   し 
高 崎 1 1 1 1：46 1 0 0 7 
川 越 1 1 1 1：13 1 0 0 3 
川 口 1 1 1 1：10 0 0 0 8 
越 谷 2 3 3 2：21 5 0 0 0 
船 橋 1 2 2 2：23 0 0 0 2 

柏 開   催   な   し 
八 王 子 1 1 1 1：17 0 0 0 10 
横 須 賀 開   催   な   し 
富 山 1 1 1 0：27 4 0 0 3 
金 沢 ※通年議会制度を導入 
福 井 2 2 2 2：11 16 0 0 8 
甲 府 1 1 1 0：14 1 0 0 5 
長 野 1 2 2 2：02 5 0 0 14 
松 本 3 3 3 1：55 9 0 0 10 
岐 阜 1 1 1 0：59 0 0 0 5 
豊 橋 3 3 3 3：25 9 0 0 2 
岡 崎 2 2 2 2：07 3 0 0 1 
一 宮 1 1 1 0：46 1 0 0 2 
豊 田 2 2 2 1：50 5 0 0 7 
大 津 開   催   な   し 
豊 中 開   催   な   し 
吹 田 1 8 3 0：40 1 0 0 42 
高 槻 1 3 2 1：41 0 0 0 13 
枚 方 開   催   な   し 
八 尾 1 1 1 0：48 2 0 0 6 
寝 屋 川 2 4 3 1：57 11 0 0 5 
東 大 阪 2 2 2 1：07 2 0 0 5 
姫 路 1 1 1 0：59 2 0 0 3 
尼 崎 3 5 5 1：22 4 1 0 2 
明 石 開   催   な   し 
西 宮 1 2 2 2：07 1 0 0 4 
奈 良 1 10 3 4：12 1 0 0 0 
和 歌 山 1 6 2 0：57 0 0 0 0 
鳥 取 1 1 1 0：27 1 0 0 1 
松 江 1 1 1 1：18 1 0 0 2 
倉 敷 3 4 4 1：43 3 0 0 3 

呉 2 3 3 0：55 8 0 0 6 
福 山 1 1 1 0：39 0 0 0 8 
下 関 2 6 4 0：51 5 0 0 5 
高 松 2 3 3 2：53 5 0 0 5 
松 山 開   催   な   し 
高 知 1 2 2 1：05 3 0 0 1 
久 留 米 2 4 3 1：28 2 0 0 1 
長 崎 2 2 2 1：32 4 0 0 2 
佐 世 保 3 6 4 2：45 5 0 0 5 
大 分 1 1 1 0：12 4 0 0 0 
宮 崎 3 5 5 2：18 7 0 0 21 
那 覇 3 3 3 2：36 5 0 0 3 
鹿 児 島 1 1 1 1：30 1 0 0 6 
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（件 数） 請 願 

付託件数 

陳 情 

付託件数 

意見書（再掲） 決議（再掲） 
市  名 

不認定 計 可決 否決 可決 否決 
0 20 0 0 0 0 0 0 函 館 
0 12 0 0 0 0 0 0 旭 川 
0 1 0 0 0 0 0 0 青 森 
0 9 0 0 0 0 0 0 八 戸 
0 10 0 0 0 0 0 0 盛 岡 
0 7 0 0 0 0 0 0 秋 田 
0 5 ‐ ‐ 0 0 0 0 山 形 
0 5 0 0 0 0 0 0 福 島 
0 3 0 0 0 0 0 0 郡 山 
0 28 0 0 0 0 0 0 い わ き 

開   催   な   し 水 戸 
0 6 0 0 0 0 0 0 宇 都 宮 

開   催   な   し 前 橋 
0 8 0 0 0 0 0 0 高 崎 
0 4 0 0 0 0 0 0 川 越 
0 8 0 0 0 0 0 0 川 口 
0 5 0 0 0 0 0 0 越 谷 
0 2 0 0 0 0 0 0 船 橋 

開   催   な   し 柏 
0 10 0 0 0 0 0 0 八 王 子 

開   催   な   し 横 須 賀 
0 7 0 0 0 0 0 0 富 山 

※通年議会制度を導入 金 沢 
0 24 0 0 0 0 0 0 福 井 
0 6 0 0 0 0 0 0 甲 府 
0 19 0 0 0 0 0 0 長 野 
0 19 0 0 0 0 0 0 松 本 
0 5 0 0 0 0 0 0 岐 阜 
0 11 0 0 0 0 0 0 豊 橋 
0 4 0 0 0 0 0 0 岡 崎 
0 3 0 0 0 0 0 0 一 宮 
0 12 0 0 0 0 0 0 豊 田 

開   催   な   し 大 津 
開   催   な   し 豊   中 

0 43 0 0 0 0 0 0 吹 田 
0 13 0 0 0 0 0 0 高 槻 

開   催   な   し 枚 方 
0 8 0 0 0 0 0 0 八 尾 
0 16 0 0 0 0 0 0 寝 屋 川 
0 7 0 0 0 0 0 0 東 大 阪 
0 5 0 0 0 0 0 0 姫 路 
0 7 0 0 0 0 1 0 尼 崎 

開   催   な   し 明 石 
0 5 0 0 0 0 0 0 西 宮 
0 1 1 0 0 0 0 0 奈 良 
0 0 0 0 0 0 0 0 和 歌 山 
0 2 0 0 0 0 0 0 鳥 取 
0 3 0 0 0 0 0 0 松 江 
0 6 0 0 0 0 0 0 倉 敷 
0 14 0 0 0 0 0 0 呉 
0 8 0 0 0 0 0 0 福 山 
0 10 0 0 0 0 0 0 下 関 
0 10 0 0 0 0 0 0 高 松 

開   催   な   し 松 山 
0 4 0 0 0 0 0 0 高 知 
0 3 0 0 1 0 1 0 久 留 米 
0 6 0 0 0 0 0 0 長 崎 
0 10 0 0 0 0 0 0 佐 世 保 
0 4 0 0 0 0 0 0 大 分 
0 28 0 0 0 0 1 0 宮 崎 
0 8 0 0 2 0 0 0 那 覇 
0 7 0 0 0 0 0 0 鹿 児 島 
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４．質問者数等（令和５年） 

市 名 

代表質疑・質問 個人質疑・質問 

質問日数 質問者数 

１定例会当 

たりの平均 

質問者数 

定例会 臨時会 

質問日数 質問者数 
１定例会当たり

の平均質問者数 
質問日数 質問者数 

１臨時会当たり

の平均質問者数 

函 館 2 4 4 13 60 15 3 6 1.5 
旭 川 2 5 5 13 61 15.3 0 0 0 
青 森 0 0 0 20 96 24 1 3 3 
八 戸 2 10 5 13 66 16.5 0 0 0 
盛 岡 3 9 4.5 16 76 19 0 0 0 
秋 田 2 5 5 11 30 7.5 0 0 0 
山 形 - - - 31 8 7.75 - - - 
福 島 5 11 5.5 13 47 11.75 0 0 0 
郡 山 2 7 7 16 65 16.3 0 0 0 
い わ き 2 5 5 14 61 20.3 1 1 0.5 
水 戸 6 24 6 6 69 17 0 0 0 
宇 都 宮 2 5 1.25 15 58 14.5 0 0 0 
前 橋 1 6 1.5 10 101 25.25 0 0 0 
高 崎 1 3 3 15 94 23.5 0 0 0 
川 越 1 4 4 24 188 47 1 1 1 
川 口 0 0 0 20 58 14.5 0 0 0 
越 谷 2 6 6 12 61 20 0 0 0 
船 橋 0 0 0 25 181 45.25 0 0 0 
柏 3 6 6 26 92 23 - - - 

八 王 子 6 21 5.0 13 99 25.0 0 0 0 
横 須 賀 4 7 7 8 33 11 0 0 0 
富 山 2 4 4 16 91 22.8  1 3 3.0  
金 沢 1 5 5 15 89 17.8 0 - - 
福 井 0 0 0 12 88 22 0 0 0 
甲 府 12 53 13.25 12 53 13.25 0 0 0 
長 野 2 6 3 10 91 22.75 0 0 0 
松 本 12 75 18.75 4 10 2.5 0 0 0 
岐 阜 4 17 4.25 12 68 17 0 0 0 
豊 橋 1 4 4 11 90 22.5 0 0 0 
岡 崎 2 4 4 12 87 29 0 0 0 
一 宮 1 5 5 11 72 18 0 0 0 
豊 田 1 3 3 12 73 18 0 0 0 
大 津 1 5 5 20 124 124 0 0 0 
豊 中 3 6 6 9 96 32 - - - 
吹 田 7 21 5.25 12 108 27 0 0 0 
高 槻 1 5 5 6 66 22 0 0 0 
枚 方 4 10 5 8 59 30 開催なし 
八 尾 2 6 6 11 49 12.2 0 0 0 
寝 屋 川 4 9 4.5 6 42 21 0 0 0 
東 大 阪 2 8 4 8 34 11.3 0 0 0 
姫 路 2 6 6 10 57 14.25 0 0 0 
尼 崎 2 7 7 10 91 30 0 0 0 
明 石 4 10 3.3 13 90 30 0 0 0 
西 宮 2 7 1.75 16 82 20.5 0 0 0 
奈 良 7 23 5.8 8 90 22.5 1 7 7 
和 歌 山 1 6 6 16 47 11.75 0 0 0 
鳥 取 2 3 0.75 19 102 25.5 0 0 0 
松 江 4 20 5 8 59 14.75 0 0 0 
倉 敷 2 7 7 15 74 19 0 0 0 
呉 6 14 4.7  4 21 7.0  0 0 0 

福 山 3 5 5 13 68 17.0  0 0 0 
下 関 2 5 5 18 100 25 0 0 0 
高 松 8 16 4 15 89 22 1 2 1 
松 山 5 15 7.5 19 86 21.5 0 0 0 
高 知 5 9 2 13 47 12 0 0 0 
久 留 米 2 5 5 15 58 14.5 0 0 0 
長 崎 15 64 16 15 64 16 0 0 0 
佐 世 保 2 6 6 14 79 20 0 0 0 
大 分 3 7 - 12 91 22.75 0 0 0 
宮 崎 - - - 20 83 20.75 3 2 0.67 
那 覇 8 74 18.5 20 160 40 3 5 1.67 
鹿 児 島 4 10 5.0 11 43 10.8 1 1 1.0 
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５．常任委員会（令和５年） 

市 名 

委

員

会

数 

名  称 定 数 

開催日数 

会期中 閉会中 計 
現場視察

（再掲） 

連合審査

会（再掲） 

函 館 3 

総務常任委員会 

経済建設常任委員会 

民生常任委員会 

9 

9 

9 

4 

3 

3 

7 

3 

2 

11 

6 

5 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

旭 川 4 

総務常任委員会 

民生常任委員会 

経済建設常任委員会 

（旧）経済文教常任委員会 

子育て文教常任委員会 

（旧）建設公営企業常任委員会 

8 

8 

9 

9 

8 

8 

3 

3 

1 

1 

3 

1 

9 

9 

5 

3 

8 

3 

12 

12 

6 

4 

11 

4 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

青 森 4 

総務企画常任委員会 

文教経済常任委員会 

都市建設常任委員会 

民生環境常任委員会 

8 

8 

8 

8 

3 

4 

3 

4 

0 

0 

0 

0 

3 

4 

3 

4 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

八 戸 4 

総務常任委員会 

経済常任委員会 

民生常任委員会 

建設常任委員会 

総務常任委員会（５年５月～） 

経済常任委員会（５年５月～） 

民生環境常任委員会（５年４月～） 

建設企業常任委員会（５年４月～） 

8 

8 

8 

8 

7 

7 

7 

7 

2 

2 

1 

2 

6 

6 

6 

6 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

2 

2 

1 

2 

6 

6 

6 

6 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

盛 岡 4 

総務常任委員会 

教育福祉常任委員会 

産業環境常任委員会 

建設常任委員会 

10 

10 

9 

9 

8 

6 

6 

7 

1 

7 

1 

1 

9 

13 

7 

8 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

秋 田 5 

予算決算委員会 

総務委員会 

厚生委員会 

教育産業委員会 

建設委員会 

36 

9 

9 

9 

9 

18 

10 

11 

10 

9 

0 

2 

0 

3 

0 

18 

12 

11 

13 

9 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

山 形 4 

総務委員会 

厚生委員会 

産業文教委員会 

環境建設委員会 

9 

8 

8 

8 

18 

17 

18 

12 

2 

1 

3 

1 

20 

18 

21 

13 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

福 島 4 

総務常任委員会 

文教福祉常任委員会 

経済民生常任委員会 

建設水道常任委員会 

9 

9 

9 

8 

16 

14 

15 

12 

6 

7 

7 

4 

22 

21 

22 

16 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

郡 山 4 

総務財政常任委員会 

建設水道常任委員会 

環境経済常任委員会 

文教福祉常任委員会 

11 

9 

9 

9 

11 

11 

11 

11 

0 

0 

0 

0 

11 

11 

11 

11 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

い わ き 4 

政策総合常任委員会 

市民生活常任委員会 

教育福祉常任委員会 

産業建設常任委員会 

10 

9 

9 

9 

9 

8 

9 

9 

2 

3 

0 

0 

11 

11 

9 

9 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

水 戸 4 

総務環境委員会 

文教福祉委員会 

産業消防委員会 

建設企業委員会 

7 

7 

7 

7 

10 

10 

10 

10 

11 

12 

10 

10 

21 

22 

20 

20 

1 

2 

1 

1 

0 

0 

0 

0 
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市 名 

委

員

会

数 

名  称 定 数 

開催日数 

会期中 閉会中 計 
現場視察

（再掲） 

連合審査

会（再掲） 

宇 都 宮 6 

総務常任委員会 

厚生常任委員会 

文教国体常任委員会 

子ども文教常任委員会 

環境経済常任委員会 

建設常任委員会 

9 

9 

9 

9 

9 

9 

9 

12 

2 

5 

8 

8 

1 

3 

0 

1 

1 

3 

10 

15 

2 

6 

9 

11 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

前 橋 4 

総務常任委員会 

教育福祉常任委員会 

市民経済常任委員会 

建設水道常任委員会 

10 

10 

9 

9 

5 

7 

5 

5 

7 

7 

7 

7 

12 

14 

12 

12 

0 

0 

0 

0 

- 

- 

- 

- 

高 崎 4 

総務常任委員会 

教育福祉常任委員会 

市民経済常任委員会 

建設水道常任委員会 

10 

10 

9 

9 

5 

5 

5 

5 

4 

4 

4 

4 

9 

9 

9 

9 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

川 越 4 

総務財政常任委員会 

文化教育常任委員会 

保健福祉常任委員会 

産業建設常任委員会 

9 

9 

9 

9 

4 

4 

6 

4 

0 

0 

0 

0 

4 

4 

6 

4 

0 

2 

1 

1 

0 

0 

0 

0 

川 口 4 

総務常任委員会 

福祉保健常任委員会 

環境経済文教常任委員会 

建設消防常任委員会 

11 

11 

10 

10 

5 

5 

5 

5 

0 

0 

0 

0 

5 

5 

5 

5 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

越 谷 5 

総務常任委員会 

民生常任委員会 

環境経済・建設常任委員会 

子ども・教育常任委員会 

予算決算常任委員会 

8 

8 

8 

7 

31 

6 

5 

4 

4 

19 

0 

0 

0 

0 

0 

6 

5 

4 

4 

19 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

船 橋 7 

総務委員会 

健康福祉委員会 

市民環境経済委員会 

建設委員会 

文教委員会 

広報委員会 

予算決算委員会 

10 

10 

10 

10 

10 

12 

49 

7 

11 

6 

5 

7 

5 

50 

2 

5 

1 

1 

1 

4 

0 

9 

16 

7 

6 

8 

9 

50 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

柏 4 

総務市民委員会 

健康福祉委員会 

教育子供委員会 

建設経済環境委員会 

9 

9 

9 

9 

6 

6 

6 

6 

0 

0 

0 

1 

6 

6 

6 

7 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

八 王 子 4 

総務企画委員会 

文教経済委員会 

厚生委員会 

都市環境委員会 

10 

10 

10 

10 

7 

4 

6 

6 

4 

6 

4 

4 

11 

10 

10 

10 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

横 須 賀 5 

総務常任委員会 

民生常任委員会 

環境教育常任委員会 

都市整備常任委員会 

予算決算常任委員会 

10 

10 

9 

10 

39 

12 

11 

11 

12 

15 

0 

0 

0 

0 

0 

12 

11 

11 

12 

15 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

富 山 5 

総務文教委員会 

厚生委員会 

経済環境委員会 

建設委員会 

予算決算委員会 

10 

10 

9 

9 

38 

9 

8 

7 

9 

11 

2 

3 

2 

2 

3 

11 

11 

9 

11 

14 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 
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市 名 

委

員

会

数 

名  称 定 数 

開催日数 

会期中 閉会中 計 
現場視察

（再掲） 

連合審査

会（再掲） 

金 沢 5 

総務常任委員会 

経済環境常任委員会 

市民福祉常任委員会 

建設企業常任委員会 

文教消防常任委員会 

8 

7 

8 

7 

8 

16 

14 

15 

15 

17 

0 

0 

0 

0 

0 

16 

14 

15 

15 

17 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

1 

1 

1 

1 

福 井 4 

総務委員会 

建設委員会 

教育民生委員会 

経済企業委員会 

8 

8 

8 

8 

5 

5 

5 

5 

0 

0 

0 

0 

5 

5 

5 

5 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

甲 府 4 

総務委員会 

民生文教委員会 

経済建設委員会 

環境水道委員会 

8 

8 

8 

8 

13 

12 

8 

9 

4 

4 

4 

4 

17 

16 

12 

13 

0 

0 

1 

0 

1 

1 

1 

0 

長 野 4 

総務委員会 

福祉環境委員会 

経済文教委員会 

建設企業委員会 

9 

9 

9 

9 

13 

12 

11 

6 

0 

0 

0 

0 

13 

12 

11 

6 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

松 本 4 

総務委員会 

厚生委員会 

経済文教委員会 

建設環境委員会 

8 

8 

8 

7 

8 

7 

7 

8 

3 

3 

2 

3 

11 

10 

9 

11 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

岐 阜 5 

総務委員会 

経済環境委員会 

厚生委員会 

建設委員会 

文教委員会 

8 

7 

8 

8 

7 

15 

15 

15 

15 

15 

0 

0 

0 

0 

0 

15 

15 

15 

15 

15 

0 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

豊 橋 4 

総務委員会 

環境経済委員会 

福祉教育委員会 

建設消防委員会 

9 

9 

9 

9 

4 

4 

4 

5 

3 

2 

5 

8 

7 

6 

9 

13 

1 

1 

1 

1 

2 

1 

0 

3 

岡 崎 5 

予算決算委員会 

総務企画委員会 

福祉病院委員会 

文教経済委員会 

建設環境委員会 

36 

10 

9 

9 

9 

22 

5 

5 

5 

5 

0 

6 

6 

6 

6 

22 

11 

11 

11 

11 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

一 宮 4 

総務委員会 

福祉健康委員会 

経済教育委員会 

建設水道委員会 

10 

10 

9 

9 

6 

6 

5 

5 

1 

1 

1 

1 

7 

7 

6 

6 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

豊 田 6 

企画総務委員会 

地域生活委員会 

教育社会委員会 

環境福祉委員会 

産業建設委員会 

予算決算委員会 

9 

9 

9 

9 

9 

44 

7 

5 

5 

5 

6 

32 

3 

1 

2 

2 

2 

0 

10 

6 

7 

7 

8 

32 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

大 津 5 

総務常任委員会 

教育厚生常任委員会 

生活産業常任委員会 

施設常任委員会 

予算決算常任委員会 

10 

10 

9 

9 

37 

8 

6 

6 

5 

11 

0 

0 

0 

0 

0 

8 

6 

6 

5 

11 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

豊 中 4 

総務常任委員会 

文教常任委員会 

建設環境常任委員会 

市民福祉常任委員会 

9 

8 

8 

9 

7 

6 

6 

6 

0 

0 

0 

0 

7 

6 

6 

6 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 

- 
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市 名 

委

員

会

数 

名  称 定 数 

開催日数 

会期中 閉会中 計 
現場視察

（再掲） 

連合審査

会（再掲） 

吹 田 6 

財政総務常任委員会 

文教市民常任委員会 

健康福祉常任委員会 

建設環境常任委員会 

予算常任委員会 

決算常任委員会 

9 

9 

9 

9 

34 

32 

8 

6 

10 

6 

22 

2 

0 

0 

1 

0 

0 

7 

8 

6 

11 

6 

22 

9 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

高 槻 4 

総務消防委員会 

市民都市委員会 

福祉企業委員会 

文教にぎわい委員会 

8 

9 

9 

8 

5 

5 

5 

5 

0 

0 

0 

0 

5 

5 

5 

5 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

枚 方 4 

総務常任委員会 

教育子育て常任委員会 

市民福祉常任委員会 

建設環境常任委員会 

8 

8 

8 

8 

2 

2 

2 

2 

0 

0 

0 

0 

2 

2 

2 

2 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

八 尾 5 

総務常任委員会 

建設産業常任委員会 

文教常任委員会 

健康福祉環境常任委員会 

予算決算常任委員会 

7 

6 

7 

6 

25 

4 

4 

4 

5 

26 

2 

3 

2 

2 

0 

6 

7 

6 

7 

26 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

寝 屋 川 4 

総務都市創造常任委員会 

健康福祉常任委員会 

文教生活常任委員会 

予算決算常任委員会 

8 

8 

8 

24 

5 

4 

6 

10 

0 

0 

0 

1 

5 

4 

6 

11 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

東 大 阪 5 

総務常任委員会 

民生保健常任委員会 

環境産業常任委員会 

文教常任委員会 

建設水道常任委員会 

8 

8 

8 

7 

7 

13 

12 

11 

9 

10 

0 

0 

0 

0 

0 

13 

12 

11 

9 

10 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

姫 路 6 

総務委員会 

文教・子育て委員会 

厚生委員会 

経済観光委員会 

建設委員会 

予算決算委員会 

9 

9 

9 

9 

9 

45 

7 

5 

10 

7 

8 

12 

1 

1 

1 

2 

1 

0 

8 

6 

11 

9 

9 

12 

0 

0 

1 

1 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

尼 崎 5 

総務委員会 

文教委員会 

健康福祉委員会 

経済環境企業委員会 

建設消防防災委員会 

9 

8 

9 

8 

8 

4 

4 

4 

4 

4 

2 

1 

2 

1 

1 

6 

5 

6 

5 

5 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

明 石 4 

総務常任委員会 

文教厚生常任委員会 

生活文化常任委員会 

建設企業常任委員会 

8 

8 

7 

7 

6 

8 

5 

5 

0 

0 

0 

0 

6 

8 

5 

5 

1 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

西 宮 5 

総務常任委員会 

民生常任委員会 

健康福祉常任委員会 

教育こども常任委員会 

建設常任委員会 

8 

8 

8 

8 

8 

9 

7 

6 

7 

7 

7 

10 

8 

8 

4 

16 

17 

14 

15 

11 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

奈 良 6 

総務委員会 

観光文教委員会 

厚生消防委員会 

市民環境委員会 

建設企業委員会 

予算決算委員会 

7 

8 

8 

8 

8 

38 

1 

1 

1 

1 

1 

15 

4 

4 

4 

5 

4 

0 

5 

5 

5 

6 

5 

15 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 



特集２：中核市の議会運営に関する調査 

- 59 - 

 

市 名 

委

員

会

数 

名  称 定 数 

開催日数 

会期中 閉会中 計 
現場視察

（再掲） 

連合審査

会（再掲） 

和 歌 山 4 

総務委員会 

厚生委員会 

経済文教委員会 

建設企業委員会 

10 

9 

9 

9 

14 

14 

14 

14 

0 

0 

0 

0 

14 

14 

14 

14 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

鳥 取 4 

総務企画委員会 

福祉保健委員会 

文教経済委員会 

建設水道委員会 

8 

8 

8 

8 

13 

10 

12 

11 

1 

0 

0 

0 

14 

10 

12 

11 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

松 江 5 

総務委員会 

教育民生委員会 

経済委員会 

建設環境委員会 

予算委員会 

9 

9 

8 

8 

33 

9 

7 

8 

11 

9 

1 

0 

1 

0 

0 

10 

7 

9 

11 

9 

0 

0 

0 

4 

0 

3 

0 

0 

0 

0 

倉 敷 7 

総務委員会 

市民文教委員会 

環境水道委員会 

保健福祉委員会 

文化産業委員会 

建設消防委員会 

予算決算委員会 

7 

7 

7 

8 

7 

7 

43 

6 

5 

5 

6 

6 

6 

46 

7 

7 

7 

7 

7 

7 

0 

13 

12 

12 

13 

13 

13 

46 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

呉 4 

総務委員会 

民生委員会 

文教企業委員会 

産業建設委員会 

8 

8 

8 

8 

4 

5 

4 

5 

7 

7 

6 

7 

11 

12 

10 

12 

0 

0 

0 

0 

0 

2 

0 

1 

福 山 4 

総務委員会 

民生福祉委員会 

文教経済委員会 

建設水道委員会 

10 

10 

9 

9 

5 

4 

5 

5 

4 

4 

4 

5 

9 

8 

9 

10 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

下 関 4 

総務委員会 

経済委員会 

文教厚生委員会 

建設消防委員会 

9 

8 

9 

8 

13 

11 

13 

12 

1 

0 

0 

0 

14 

11 

13 

12 

1 

1 

1 

1 

0 

0 

0 

0 

高 松 4 

総務委員会 

教育民生委員会 

経済環境委員会 

建設消防委員会 

10 

10 

10 

10 

12 

12 

12 

10 

3 

5 

5 

5 

15 

17 

17 

15 

2 

2 

2 

2 

0 

0 

0 

0 

松 山 6 

総務理財委員会 

文教消防委員会 

市民福祉委員会 

環境企業委員会 

都市整備委員会 

産業経済委員会 

8 

7 

7 

7 

7 

7 

5 

4 

6 

4 

5 

5 

4 

4 

4 

5 

4 

5 

9 

8 

10 

9 

9 

10 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

高 知 5 

総務常任委員会 

経済文教常任委員会 

建設環境常任委員会 

厚生常任委員会 

予算決算常任委員会 

9 

8 

8 

8 

34 

7 

5 

6 

8 

4 

0 

1 

0 

1 

0 

7 

6 

6 

9 

4 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

久 留 米 4 

総務常任委員会 

教育民生常任委員会 

経済常任委員会 

建設常任委員会 

9 

9 

9 

9 

10 

9 

9 

5 

7 

7 

7 

7 

17 

16 

16 

12 

0 

0 

1 

2 

0 

0 

0 

0 

長 崎 4 

総務委員会 

教育厚生委員会 

環境経済委員会 

建設水道委員会 

10 

10 

10 

10 

18 

18 

15 

15 

2 

3 

2 

2 

20 

21 

17 

17 

1 

0 

1 

1 

0 

0 

0 

0 
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市 名 

委

員

会

数 

名  称 定 数 

開催日数 

会期中 閉会中 計 
現場視察

（再掲） 

連合審査

会（再掲） 

佐 世 保 4 

総務委員会 

都市整備委員会 

文教厚生委員会 

企業経済委員会 

9 

8 

8 

8 

19 

15 

19 

19 

5 

5 

5 

5 

24 

20 

24 

24 

1 

1 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

大 分 5 

総務常任委員長 

厚生常任委員会 

文教常任委員会 

建設常任委員会 

経済環境常任委員会 

9 

9 

9 

9 

8 

13 

13 

13 

13 

13 

3 

3 

3 

3 

5 

16 

16 

16 

16 

18 

2 

5 

4 

2 

3 

0 

0 

0 

0 

0 

宮 崎 4 

総務財政委員会  

文教民生委員会  

建設企業委員会  

市民経済委員会  

10 

10 

10 

10 

12 

12 

12 

13 

5 

5 

5 

6 

17 

17 

17 

19 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

那 覇 5 

総務常任委員会 

都市建設環境常任委員会 

教育福祉常任委員会 

厚生経済常任委員会 

予算決算常任委員会 

10 

10 

10 

10 

40 

20 

15 

19 

14 

11 

4 

3 

1 

3 

0 

24 

18 

20 

17 

11 

0 

2 

0 

0 

0 

2 

0 

0 

0 

0 

鹿 児 島 5 

総務環境委員会 

防災福祉こども委員会 

市民文教委員会 

産業観光企業委員会 

建設消防委員会 

9 

9 

9 

9 

9 

8 

8 

8 

9 

8 

4 

2 

3 

3 

2 

12 

10 

11 

12 

10 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 
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６．特別委員会（令和５年） 

市 名 

委

員

会

数 

名   称 定 数 

開催日数 

会期中 閉会中 計 
現場視察

（再掲） 

函 館 2 
予算特別委員会 

予算決算特別委員会 

26 

26 

14 

6 

0 

0 

14 

6 

0 

0 

旭 川 5 

補正予算等審査特別委員会（５・１定） 

予算等審査特別委員会（５・１定） 

補正予算等審査特別委員会（５・２定） 

補正予算等審査特別委員会（５・３定） 

決算審査特別委員会（５・３定） 

14 

33 

15 

15 

32 

3 

18 

3 

3 

14 

0 

0 

0 

0 

0 

3 

18 

3 

3 

14 

0 

0 

0 

0 

0 

青 森 4 

雪対策特別委員会 

危機管理対策特別委員会 

予算特別委員会 

決算特別委員会 

8 

8 

20 

20 

0 

0 

9 

2 

4 

4 

0 

0 

4 

4 

9 

2 

0 

0 

0 

0 

八 戸 10 

広域連携推進特別委員会 

観光振興特別委員会 

港湾・都市基盤整備推進特別委員会 

スポーツ文化施設建設運営特別委員会 

広域連携推進特別委員会（５年５月～） 

観光文化スポーツ推進特別委員会（５年５月～） 

まちづくり推進特別委員会（５年５月～） 

デジタル化推進特別委員会（５年５月～） 

予算特別委員会（５年３月） 

決算特別委員会（５年９月） 

8 

8 

8 

8 

7 

7 

7 

7 

30 

14 

1 

1 

1 

1 

4 

4 

4 

4 

6 

4 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

1 

1 

1 

4 

4 

4 

4 

6 

4 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

盛 岡 9 

中心市街地整備特別委員会（～5年6月） 

持続可能な地域づくり特別委員会（～5年6月） 

防災まちづくり特別委員会（～5年6月） 

新型コロナ等対策特別委員会（～5年6月） 

予算審査特別委員会 

子ども・子育て特別委員会 

公共交通対策特別委員会 

農商工連携特別委員会 

環境保全対策特別委員会 

10 

10 

9 

9 

37 

10 

10 

9 

9 

2 

2 

2 

2 

5 

1 

1 

1 

1 

1 

3 

2 

1 

0 

3 

3 

2 

2 

3 

5 

4 

3 

5 

4 

4 

3 

3 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

秋 田 0 設 置 な し 

山 形 4 

予算委員会 

決算委員会 

防災対策特別委員会 

まちづくり・有害鳥獣対策特別委員会 

32 

32 

15 

16 

39 

9 

2 

3 

0 

0 

0 

0 

39 

9 

2 

3 

0 

0 

0 

0 

福 島 5 

予算特別委員会 

決算特別委員会 

複合市民施設に関する調査特別委員会 

議会機能継続計画策定特別委員会 

議員定数に関する調査特別委員会 

34 

32 

11 

11 

11 

22 

16 

5 

0 

1 

0 

0 

8 

4 

0 

22 

16 

13 

4 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

郡 山 2 
決算特別委員会 

ごみの減量化対策特別委員会 

35 

10 

4 

1 

0 

1 

4 

2 

3 

0 

い わ き 4 

災害等対策推進特別委員会 

デジタル社会検討特別委員会 

一般会計決算特別委員会 

特別会計・企業会計決算特別委員会 

10 

10 

10 

10 

2 

3 

1 

1 

3 

7 

4 

4 

5 

10 

5 

5 

0 

1 

0 

0 
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市 名 

委

員

会

数 

名   称 定 数 

開催日数 

会期中 閉会中 計 
現場視察

（再掲） 

水 戸 14 

市民会館及び周辺地区にぎわいづくり調査特別委員会 

議会改革調査特別委員会 

行財政改革調査特別委員会(改選後) 

偕楽園・千波湖周辺整備等調査特別委員会(改選後) 

水泳競技施設等調査特別委員会(改選後) 

公共交通体系調査特別委員会 

水戸市第7次総合計画基本構想審査特別委員会 

決算特別委員会 

公営企業会計決算特別委員会 

行財政改革調査特別委員会(改選前) 

新市民会館整備等調査特別委員会 

新ごみ処理施設整備等調査特別委員会 

偕楽園・千波湖周辺整備等調査特別委員会(改選前) 

水泳競技施設等調査特別委員会(改選前) 

27 

27 

27 

27 

27 

27 

27 

13 

12 

27 

27 

27 

27 

27 

0 

2 

0 

0 

0 

0 

0 

4 

4 

0 

0 

0 

0 

0 

3 

8 

1 

2 

1 

1 

1 

0 

0 

2 

3 

2 

2 

2 

3 

10 

1 

2 

1 

1 

1 

4 

4 

2 

3 

2 

2 

2 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

宇 都 宮 5 

決算審査特別委員会 

企業会計決算審査特別委員会 

行政DX調査特別委員会 

地域共生・地域経済循環社会調査特別委員会 

脱炭素社会調査特別委員会 

11 

11 

15 

15 

15 

6 

6 

0 

0 

0 

0 

0 

2 

3 

2 

6 

6 

2 

3 

2 

0 

2 

0 

0 

0 

前 橋 1 ICT利便性向上特別委員会 10 1 4 5 0 

高 崎 8 

環境施設建設特別委員会（～R5.3.17) 

防災・危機管理対策委員会（～R5.3.17) 

都市集客施設整備特別委員会（～R5.3.17) 

子育て支援・定住人口増加対策特別委員会（～R5.3.17) 

防災・危機管理対策委員会（R5.6.9～) 

子育て支援・定住人口増加対策特別委員会（R5.6.9～) 

環境施設建設特別委員会（R5.6.9～) 

都市集客施設整備特別委員会（R5.6.9～) 

10 

10 

9 

9 

10 

9 

10 

9 

1 

0 

1 

0 

2 

4 

4 

3 

0 

1 

1 

1 

0 

0 

0 

0 

1 

1 

2 

1 

2 

4 

4 

3 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

川 越 0 設 置 な し 

川 口 10 

都市基盤整備・防災力向上特別委員会 

地域活力・市民生活向上特別委員会 

保健医療・高齢者等福祉対策特別委員会 

次世代支援・教育力向上特別委員会 

都市基盤整備・危機管理対策特別委員会 

地域活性化・生活環境向上特別委員会 

保健医療・子ども家庭支援等福祉対策特別委員会 

未来創造・教育力向上特別委員会 

一般及び各種特別会計決算審査特別委員会 

企業会計決算審査特別委員会 

10 

11 

11 

10 

10 

11 

11 

10 

13 

13 

0 

0 

0 

0 

1 

1 

1 

1 

0 

0 

1 

1 

1 

1 

2 

2 

2 

2 

6 

2 

1 

1 

1 

1 

3 

3 

3 

3 

6 

2 

0 

0 

0 

0 

1 

2 

0 

0 

0 

0 

越 谷 0 設 置 な し 

船 橋 0 設 置 な し 

柏 0 設 置 な し 

八 王 子 0 設 置 な し 

横 須 賀 1 議会基本条例検証特別委員会 10 2 0 2 0 

富 山 0 設 置 な し 

金 沢 6 

一般会計等決算審査特別委員会 

企業会計等決算審査特別委員会 

地域交通特別委員会 

少子化対策特別委員会 

公共施設再整備特別委員会 

議会基本条例検証特別委員会 

8 

8 

10 

10 

10 

7 

5 

6 

7 

6 

8 

7 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

5 

6 

7 

6 

8 

7 

1 

1 

0 

0 

0 

0 

福 井 4 

予算特別委員会 

決算特別委員会 

福井の魅力発信対策委員会 

北陸新幹線開業効果最大化対策委員会 

15 

10 

8 

8 

5 

1 

0 

1 

0 

2 

1 

2 

5 

3 

1 

3 

0 

0 

0 

0 
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市 名 

委

員

会

数 

名   称 定 数 

開催日数 

会期中 閉会中 計 
現場視察

（再掲） 

甲 府 3 

予算特別委員会 

決算審査特別委員会 

新型コロナウイルス感染症対策特別委員会 

16 

14 

10 

7 

7 

1 

0 

0 

0 

7 

7 

1 

0 

0 

0 

長 野 5 

災害対策等調査研究特別委員会（～R5.9) 

観光戦略調査研究特別委員会（～R5.9) 

観光戦略調査研究特別委員会 

公共交通調査研究特別委員会 

農林業振興対策特別委員会 

水道事業広域化調査研究特別委員会 

決算特別委員会 

10 

10 

9 

9 

9 

9 

33 

4 

3 

5 

4 

2 

2 

9 

1 

2 

1 

2 

1 

1 

0 

5 

5 

6 

6 

3 

3 

9 

1 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

松 本 5 

基幹博物館建設特別委員会 

市役所新庁舎建設特別委員会 

決算特別委員会 

予算特別委員会 

市立病院建設特別委員会 

10 

16 

12 

31 

15 

1 

0 

1 

9 

6 

0 

0 

4 

0 

3 

1 

0 

5 

9 

9 

0 

0 

0 

0 

1 

岐 阜 3 

旧庁舎跡地等活用対策特別委員会（～R5.5） 

新型コロナウイルス対策特別委員会（～R5.5） 

インターチェンジ周辺整備対策特別委員会（R5.9～） 

13 

13 

12 

1 

1 

0 

1 

1 

3 

2 

2 

3 

0 

0 

0 

豊 橋 4 

予算特別委員会 

一般会計予算特別委員会 

決算特別委員会 

人づくりNo.1をめざすまちプロジェクトに関する調査特別委員会 

33 

33 

31 

12 

10 

9 

6 

1 

0 

0 

0 

1 

10 

9 

6 

2 

0 

0 

0 

0 

岡 崎 4 

ごみ減量推進特別委員会 

議会BCP策定特別委員会 

こどもまんなか社会推進特別委員会 

岡崎未来まちづくり推進特別委員会 

9 

9 

9 

9 

0 

0 

1 

1 

7 

10 

0 

0 

7 

10 

1 

1 

0 

0 

0 

0 

一 宮 1 名岐道路・スマートインターチェンジ推進特別委員会 8 4 0 4 0 

豊 田 4 

スポーツを通じたまちの活性化特別委員会 

議会活性化推進特別委員会 

大規模イベントを生かしたまちづくり特別委員会 

議会デジタル化推進特別委員会 

11 

11 

11 

11 

4 

5 

1 

0 

6 

6 

0 

2 

10 

11 

1 

2 

0 

0 

0 

0 

大 津 4 

公共施設対策特別委員会 

ICT活用対策特別委員会 

ゼロカーボンシティ推進対策特別委員会 

DX・デジタル化推進対策特別委員会 

12 

12 

12 

12 

7 

1 

1 

4 

0 

0 

0 

0 

7 

1 

1 

4 

0 

0 

0 

0 

豊 中 3 

空港問題調査特別委員会 

南部地域活性化調査特別委員会 

交通インフラ調査特別委員会 

10 

9 

10 

2 

0 

1 

4 

1 

2 

6 

1 

3 

- 

- 

- 

吹 田 1 政務活動費の不明瞭な入出金等に係る調査特別委員会 9 0 6 6 0 

高 槻 5 

市街地整備促進特別委員会 

新名神・交通体系等対策特別委員会 

史跡整備・活用等特別委員会 

地方分権推進特別委員会 

決算審査特別委員会 

9 

9 

8 

8 

10 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

4 

2 

2 

2 

2 

5 

0 

0 

0 

0 

0 

枚 方 2 
決算特別委員会 

予算特別委員会 

14 

15 

6 

6 

0 

0 

6 

6 

0 

0 

八 尾 0 設 置 な し 

寝 屋 川 0 設 置 な し 

東 大 阪 1 決算審査特別委員会 10 2 0 2 0 

姫 路 0 設 置 な し 

尼 崎 2 
予算特別委員会 

決算特別委員会 

42 

40 

26 

7 

0 

0 

26 

7 

0 

0 

明 石 1 令和４年度決算審査特別委員会 29 2 0 2 0 

西 宮 2 
予算特別委員会 

決算特別委員会 

40 

40 

6 

6 

0 

0 

6 

6 

0 

0 
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市 名 

委

員

会

数 

名   称 定 数 

開催日数 

会期中 閉会中 計 
現場視察

（再掲） 

奈 良 4 

議案審査特別委員会 

補正予算等特別委員会（６月） 

補正予算等特別委員会（12月） 

行財政改革及び公共施設等検討特別委員会 

12 

11 

11 

14 

2 

3 

3 

1 

0 

0 

0 

2 

2 

3 

3 

3 

0 

0 

0 

0 

和 歌 山 3 

地震等災害対策特別委員会 

決算特別委員会 

IR誘致に関する特別委員会 

11 

35 

11 

4 

0 

0 

0 

7 

0 

4 

7 

0 

0 

0 

0 

鳥 取 2 
予算審査特別委員会 

決算審査特別委員会 

32 

31 

13 

9 

0 

0 

13 

9 

0 

0 

松 江 8 

決算特別委員会 

宍道湖・中海問題等対策特別委員会 

島根原子力発電対策特別委員会 

総合交通対策特別委員会 

まちづくり対策特別委員会 

新庁舎建設特別委員会 

松江市総合計画特別委員会 

議員定数等調査特別委員会 

29 

9 

9 

8 

8 

9 

9 

9 

3 

4 

3 

3 

1 

5 

2 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

1 

0 

1 

3 

4 

4 

3 

1 

6 

2 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

倉 敷 1 議員政治倫理審査特別委員会 7 1 0 1 0 

呉 5 

豪雨災害復旧・復興対策特別委員会 

予算特別委員会 

決算特別委員会 

総合交通対策特別委員会 

総合スポーツセンター調査検討特別委員会 

9 

32 

14 

9 

9 

1 

9 

6 

3 

3 

0 

0 

0 

4 

1 

1 

9 

6 

7 

4 

0 

0 

0 

0 

0 

福 山 6 

予算特別委員会 

企業会計決算特別委員会 

一般・特別会計決算特別委員会 

都市整備特別委員会 

地方創生調査特別委員会 

公共施設再構築特別委員会 

37 

15 

17 

12 

12 

11 

14 

1 

1 

0 

0 

0 

0 

3 

5 

2 

4 

1 

14 

4 

6 

2 

4 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

下 関 2 
一般・特別会計決算審査 

下関海峡エリアビジョン調査 

9 

9 

5 

2 

0 

3 

5 

5 

0 

0 

高 松 4 

総合交通対策特別委員会 

卸売市場再整備特別委員会 

観光エリア・附属医療施設整備特別委員会 

決算審査特別委員会 

13 

13 

14 

37 

7 

4 

5 

1 

0 

0 

0 

1 

7 

4 

5 

2 

0 

0 

0 

0 

松 山 4 

決算特別委員会 

新庁舎整備調査特別委員会 

松山市議会デジタル化推進特別委員会 

松山市総合計画調査特別委員会 

40 

14 

14 

14 

1 

0 

0 

0 

1 

5 

4 

3 

2 

5 

4 

3 

0 

0 

0 

0 

高 知 3 

行財政改革調査特別委員会 

南海地震等災害対策調査特別委員会 

まちづくり調査特別委員会 

11 

11 

12 

1 

1 

1 

3 

0 

1 

4 

1 

2 

0 

0 

0 

久 留 米 5 

議会制度調査特別委員会 

歳入確保調査特別委員会 

生活支援交通・買物問題調査特別委員会 

予算審査特別委員会 

決算審査特別委員会 

12 

10 

10 

12 

10 

0 

0 

0 

9 

8 

2 

1 

1 

0 

0 

2 

1 

1 

9 

8 

0 

0 

0 

0 

0 

長 崎 6 

ゼロカーボンシティ長崎推進特別委員会 

ポストコロナ経済対策特別委員会 

観光客誘致・受入対策特別委員会 

子育て支援特別委員会 

部活動の地域連携のあり方検討特別委員会 

長崎駅周辺交通対策特別委員会 

10 

10 

11 

11 

10 

10 

0 

0 

0 

4 

4 

4 

1 

1 

1 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

6 

6 

6 

0 

0 

0 

0 

0 

1 
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市 名 

委

員

会

数 

名   称 定 数 

開催日数 

会期中 閉会中 計 
現場視察

（再掲） 

佐 世 保 5 

基地政策特別委員会 

石木ダム建設促進特別委員会 

特定複合観光施設（IR）推進特別委員会 

交通体系整備特別委員会 

総合計画調査特別委員会 

8 

8 

8 

8 

11 

4 

5 

3 

4 

2 

2 

0 

0 

0 

7 

6 

5 

3 

4 

9 

0 

0 

0 

0 

0 

大 分 4 

子ども育成・若者活躍推進特別委員会 

まちづくり推進特別委員会 

観光振興対策特別委員会 

決算審査特別委員会 

10 

13 

12 

40 

5 

5 

5 

13 

1 

0 

0 

0 

6 

5 

5 

13 

0 

0 

0 

0 

宮 崎 9 

子ども・子育て環境調査特別委員会 

新庁舎あり方検討特別委員会  

新型コロナウイルス感染症対策特別委員会 

新庁舎・新消防庁舎あり方検討特別委員会 

まちなか活性化特別委員会 

地域まちづくり検討特別委員会 

子どもの権利に関する特別委員会 

宮崎市議会議員報酬等調査特別委員会 

決算審査特別委員会 

11 

11 

11 

9 

9 

9 

9 

9 

37 

0 

0 

0 

1 

1 

1 

1 

0 

1 

3 

3 

4 

9 

6 

6 

7 

7 

5 

3 

3 

4 

10 

7 

7 

8 

7 

6 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

那 覇 1 那覇市議会政治倫理条例の制定に関する特別委員会 11 4 9 13 0 

鹿 児 島 4 

桜島爆発対策特別委員会 

都市整備対策特別委員会 

鹿児島港本港区のまちづくりに関する調査特別委員会 

決算特別委員会※１ 

11 

11 

11 

11 

1 

1 

1 

1 

6 

4 

7 

9 

7 

5 

8 

10 

2 

1 

0 

0 

※１ 令和５年９月５日から12月５日まで設置
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７．議会運営委員会・傍聴者数（令和５年） 

市 名 
議会運営委員会 傍聴者数 

定数 開催回数 傍聴の許可 定例会 臨時会 常任委員会 特別委員会 議会運営委員会 

函 館 7 15 許可 210 5 4 16 2 
旭 川 12 22 － - － - － - 
青 森 10 33 許可 357 3 9 29 0 
八 戸 12 25 許可 126 2 0 7 0 
盛 岡 12 21 許可 515 29 69 19 55 
秋 田 9 26 許可 350 8 91 0 0 
山 形 10 22 許可 499 9 21 7 9 
福 島 11 28 許可 640 0 53 44 2 
郡 山 10 20 許可 538 0 24 1 0 
い わ き 9 24 不許可 468 1 0 0 0 
水 戸 8 17 許可 650 0 53 19 4 
宇 都 宮 11 22 許可 713 6 36 6 12 
前 橋 12人以内 25 市政記者のみ 348 0 34 1 0 
高 崎 16人以内 26 許可 347 1 36 9 0 
川 越 9 27 許可 230 1 18 － 26 
川 口 13 10 許可 1458 0 14 5 3 
越 谷 12 24 許可 287 3 159 0 1 
船 橋 12 21 許可 256 2 50 0 9 

柏 17 23 許可 493 - 42 - 11 
八 王 子 13 22 許可 397 4 89 0 0 
横 須 賀 10 18 許可 182 - 94 2 16 
富 山 10 23 許可 354 1 9 0 0 
金 沢 12 30 不許可 1153  20 8 傍聴不可 
福 井 10 21 許可 184 14 36 4 8 
甲 府 12 15 許可 256 2 45 5 0 
長 野 9 19 許可 778 15 61 1 3 
松 本 10 24 許可 519 5 18 7 2 
岐 阜 11 15 許可 421 6 39 0 0 
豊 橋 10 30 許可 455 9 117 43 22 
岡 崎 9 23 許可 342 1 63 0 4 
一 宮 9 17 許可 604 2 62 11 0 
豊 田 10 17 許可 965 13 55 0 0 
大 津 12 20 許可 ― ― ― ― ― 
豊 中 10 17 許可 274 0 8 0 0 
吹 田 9 27 許可 499 3 153 30 0 
高 槻 6 15 許可 324 1 20 3 2 
枚 方 8 20 許可 215 - 31 10 - 
八 尾 7 18 許可 368 1 54 0 1 
寝 屋 川 10 17 許可 340 5 12 0 0 
東 大 阪 12 21 許可 220 4 39 1 0 
姫 路 11 22 許可 244 0 49 0 5 
尼 崎 8 44 許可 263 0 68 56 8 
明 石 9 20 許可 558 0 129 1 10 
西 宮 13 33 許可 651 5 58 28 4 
奈 良 10 22 許可 370 32 37 24 0 
和 歌 山 11 22 許可 295 3 15 0 0 
鳥 取 9 28 許可 - － 79 6 20 
松 江 10 27 許可 357 8 20 15 8 
倉 敷 12 13 許可 157 2 57 0 2 

呉 9 34 不許可 278 8 27 5 0 
福 山 10 18 許可 300 0 51 30 3 
下 関 9 19 許可 252 2 8 10 8 
高 松 10 22 許可 546 16 32 7 16 
松 山 12 20 不許可 407 - 48 4 - 
高 知 8 18 許可 507 0 16 23 3 
久 留 米 10 19 許可 652 16 8 6 2 
長 崎 7 15 許可 1063 9 42 6 0 
佐 世 保 9 16 許可 287 8 28 13 0 
大 分 7 20 許可 209 0 79 6 2 
宮 崎 7 34 許可 854 7 45 21 24 
那 覇 14 29 許可 206 12 35 35 5 
鹿 児 島 11 31 許可 423 0 165 17 3 
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８．行政視察（令和５年度） 

市 名 
行政視察の

受入件数 
主 な 調 査 事 項 

函 館 60 
地域交流まちづくりセンター、はこだてみらい館・キッズプラザ、縄文交流文化センター、健

幸アプリ、クルーズターミナル 

旭 川 85 
旭山動物園、動物愛護センター「あにまある」、ＩＣＴパーク、デザイン都市・旭川の取組、

移住・定住促進施策 

青 森 16 
バス事業者による「標準的なバスフォーマット」作成から「Googleマップ」掲載、タブレット

端末の導入と活用 

八 戸 48 
八戸ポータルミュージアムはっち、八戸ブックセンター、八戸まちなか広場、FLAT HACHINOHE、

八戸市美術館 

盛 岡 53 

ニューヨークタイムズ関連・インバウンド誘致、Ｐａｒｋ－ＰＦＩ、もりおかの食と農バリュ

ーアップアクションプラン、自治体ＤＸ、公共施設アセットマネジメント、いわて盛岡ボール

パーク整備事業 

秋 田 6 
エイジフレンドリーシティ、移住・定住の取組、学力向上の取組、秋田竿燈まつり、総合環境

センターの経過と実績・今後、脱炭素社会の実現に向けた取組 

山 形 40 

山形市南部児童遊戯施設（シェルターインクルーシブプレイス コパル）、Ｑ１プロジェクト

推進事業（※令和５年８月より施設への直接申込に変更）、山形市売上増進支援センター（Y-biz）

運営事業、ＳＵＫＳＫ（スクスク）生活推進事業、ＤＭＯさくらんぼ山形 

福 島 34 道の駅ふくしま、特色ある幼児教育・保育プロジェクト、市への政策提言の取組 

郡 山 27 
自治体ＤＸ、中小企業応援プロジェクト、要介護認定事務におけるＤＸ、ペップキッズこおり

やま 

い わ き 12 
いわき版ＭａａＳ推進プロジェクト、既設体育館への空調設備導入事業、いわき市体験型経済

教育施設 Ｅｌｅｍ（エリム）、脱炭素社会実現プラン、復興まちづくり 

水 戸 13 小規模特認校、清掃工場「えこみっと」 

宇 都 宮 98 
ＬＲＴ事業、脱炭素先行地域の取り組み、地域新電力、議会ＩＣＴ・オンライン委員会、不登

校対策（Ｕ＠りんくす）、子育て支援 

前 橋 34 
新議会庁舎、デマンド相乗りタクシー、道の駅まえばし赤城、自動運転バス、まえばし暮らし

テック推進事業 

高 崎 48 
ヤングケアラーＳＯＳ、介護ＳＯＳサービス事業、子育てＳＯＳサービス、子育てなんでもセ

ンター、まちなか商店リニューアル助成事業 

川 越 23 観光施策、重要伝統的建造物群保存地区、議会ハラスメント条例、デマンド交通、議会改革 

川 口 16 
多文化共生における取り組み、空き家対策、資材置場の設置等の規制に関する条例、道の駅活

性化事業、地球温暖化対策実行計画 

越 谷 13 
新庁舎建設事業、トイレトレーラー、カラス対策「ＩＣＴ機器等を活用した鳥害対策」、こし

がや「プラス保育」幼稚園事業、まるごとまちごとハザードマップの取組 

船 橋 25 書かない窓口、自治体ＤＸ推進計画、議会運営、議会広報 

柏 35 議会運営・議会改革、長寿社会のまちづくり、柏の葉国際キャンパスタウン構想 

八 王 子 65 
高尾山学園、学童保育所における夏季休暇中の給食提供、所管事務調査、循環型都市の取り組

み、介護人材の確保 

横 須 賀 113 
チャットＧＰＴ、終活支援事業、書かない窓口（自治体ＤＸを含む）、観光振興の取り組み、

議会ＩＣＴ化、横須賀市議会実行計画（政策検討会議）  
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市 名 
行政視察の

受入件数 
主 な 調 査 事 項 

富 山 74 
コンパクトなまちづくり、まちなか総合ケアセンター、スマートシティ推進事業、富山型デイ

サービス、とやまこどもプラザ 

金 沢 67 ＤＸ、交通戦略、児童相談所、ゼロカーボン、スポーツコミッション 

福 井 27 
自伐型林業、福井版ほこみち事業「ふくみち」、市街地再開発事業、学力向上の取り組み、農

業活性化プロジェクト 

甲 府 22 甲府ブランド認定制度、放課後児童クラブ・放課後子供教室、議会改革、農業施策 

長 野 35 

鳥獣被害対策とジビエ加工センター、議会におけるタブレット端末の導入・インターネット中

継・議員定数・議会改革・議会活性化、スポーツを軸としたまちづくりの推進に係る取組、ヤ

ングケアラー支援 

松 本 30 
公共交通公設民営化、松本城を活かしたまちづくり、議会活性化、松本城の整備、街場のえん

がわ作戦 

岐 阜 38 

岐阜市子ども・若者総合支援センター“エールぎふ”、自動運転バスの実証実験、学びの多様

化学校（草潤中学校）、岐阜市柳ケ瀬子育支援施設「ツナグテ」、岐阜市柳ケ瀬健康運動施設

「ウゴクテ」 

豊 橋 73 
こども若者総合相談支援センター「ココエール」、バイオマス利活用センター、ドローン飛行

隊、まちなか図書館、水道スマートメーター 

岡 崎 54 
校内フリースクール、ＱＵＲＵＷＡ戦略、大河ドラマ館、自主防災活動支援事業、重層的支援

体制整備事業 

一 宮 12 
尾張一宮駅前ビル（ビル内施設（図書館、子育て支援センター）のみの視察含む）、議場シス

テム、中核市移行、まちなかウォーカブル 

豊 田 99 
とよたエコフルタウン、ＤＸ推進、衛星画像を活用したＡＩ漏水調査、重層的支援体制、Ｐａ

ｒｋ－ＰＦＩ事業（鞍ケ池公園） 

大 津 24 議会ＩＣＴ化、オンライン委員会、広報広聴ビジョン、議会図書室、ＭＲＭ 

豊 中 10 インクルーシブ教育、豊中市デジタル予算書、議会ＩＣＴの取組 

吹 田 14 

いじめ対策・不登校支援等推進事業、すいたＧＲＥ・ＥＮスクールプロジェクト（マモレポ）、 

インクルーシブ教育・特別支援教育、吹田市危機管理センター、江坂公園と図書館のリニュー

アル 

高 槻 12 
啓発動画「たかつき『みずから』防災」、まちごと図書館、がん検診受診率向上、学校給食費

無償化、子ども未来館 

枚 方 11 
議会改革の取組、支援教育、ＩＣＴ教育、ひきこもり等子ども・若者相談支援センター、介護

予防事業 

八 尾 39 議会広報、重層的支援体制整備事業、小水力発電、「みせるばやお」、いじめ防止対策 

寝 屋 川 41 
いじめ防止対策、寝屋川市立中央図書館、寝屋川市働き方改革推進プラン、議会改革、市民サ

ービスのターミナル化推進計画 

東 大 阪 12 
ウィルチェアスポーツコート、産業支援、水走配水場マイクロ水力発電、ふれあいオンライン

ルーム、東大阪市文化創造館 

姫 路 81 
ウォーカブル推進計画、姫路駅推進計画、姫路観光プラン・観光振興、マイナンバーの利活用、

こどもの未来健康支援センター 

尼 崎 82 
子どもの育ち支援センター（いくしあ）、尼崎市ユースカウンシル事業、「あま咲きコイン」、

重層的支援の推進 

明 石 70 
おむつ定期便、離婚前後のこども養育支援、あかしこども広場、認知症あんしんプロジェクト、

中学校給食無償化 
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市 名 
行政視察の

受入件数 
主 な 調 査 事 項 

西 宮 34 
西宮市立こども未来センターの運営、西宮市立総合教育センター付属西宮浜義務教育学校、ス

ポーツを核とした甲子園地域の活性化事業、放課後キッズルーム事業 

奈 良 24 
子どもセンター（児童相談所）、放課後児童健全育成事業施設昼食提供事業（バンビーランチ）、

議会改革、移住支援 

和 歌 山 24 
議会広報の取組内容について、リノベーションまちづくり事業について、和歌山市民図書館に

ついて、四季の郷公園整備事業について、和歌山市駅前地区第一種市街地再開発事業について 

鳥 取 26 

市議会のインターネット中継等と「開かれた議会」の取組、スマートエネルギータウン構想の

取組、移住・定住の取組、義務教育学校の運営に係る取組、クラウドファンディング型ふるさ

と納税 

松 江 19 
ＭＡＴＳＵＥ起業エコシステム推進事業、Ｒｕｂｙ Ｃｉｔｙ ＭＡＴＳＵＥプロジェクト、職

人商店街の取組、子育て環境日本一の取り組み 

倉 敷 52 
豪雨災害後の防災対策、倉敷市中心市街地活性化事業、観光振興の取り組み、ファシリティマ

ネジメント、倉敷市都市景観条例・景観計画 

呉 43 呉駅周辺地域総合開発、データヘルスによる健康寿命延伸の取組、小中一貫教育、議会だより 

福 山 49 フリースクール、福山ネウボラ、福山駅周辺再生ビジョン、パークＰＦＩ、イエナプラン 

下 関 67 
次世代育成支援拠点施設「ふくふくこども館」、議会改革の取組、子育て政策、中心市街地に

ぎわいプラン、ジビエ有効活用推進事業 

高 松 78 
高松型地域共生社会構築事業、スマートシティたかまつ、やしまーる、丸亀町商店街再開発事

業、バイオマス発電事業 

松 山 60 

産官学民が連携した全世代型防災教育、みんなで歩いて暮らせるまちづくり、選挙コンシェル

ジュ選挙クループロジェクト、消防団の充実強化、ＳＤＧs未来都市・自治体ＳＤＧｓモデル

事業 

高 知 55 
子どもまちづくり基金助成金事業「こうちこどもファンド」，オーテピア（県市合築図書館），

義務教育学校土佐山学舎 

久 留 米 40 
既存庁舎のＺＥＢ化改修、Ｐａｒｋ－ＰＦＩ、久留米シティプラザ、セーフコミュニティ、議

会広報 

長 崎 90 
まちぶらプロジェクト、長崎スタジアムシティプロジェクト、長崎駅周辺整備再整備事業、地

域包括ケアシステム、平和行政 

佐 世 保 20 Ｐａｒｋ―ＰＦＩによる公園整備 

大 分 50 
グリーンスローモビリティ、防災会議と議会BCP、議員政策研究会、議会の広報、 

おおいた動物愛護センター運営状況 

宮 崎 45 
マチナカ3000プロジェクト、議会ＤＸの取組み、グリーンスローモビリティの活用、総合スポ

ーツ戦略都市、宮崎市公民連携総合窓口 

那 覇 34 牧志公設市場、ＩＴ、デジタル、母子生活支援センターさくら、議会改革、小中一貫教育 

鹿 児 島 71 環境未来館，天文館図書館，南部清掃工場，観光農業公園，りぼんかん 
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─℮↔⅝ 

     
（令和６年２月～５月） 

 

 

 

１日 ○本港区 サッカー等スタジアムの整備のその後の経過、ドルフィンポート跡地等の開発のその

後の経過、路面電車観光路線の新設のその後の経過について説明を受け、質疑。調査経過の

まとめについて協議 

５日 ○議運委 令和６年第１回市議会定例会（会期日程、会議録署名議員）、議員改選後に向けた取組

み、実施計画、令和６年能登半島地震による災害に対する本市議会の対応について協議 

 

 

９日 ○本会議 第１回定例会の会期を39日間と決定。令和５年度鹿児島市一般会計補正予算（第７号）

など議案16件を一括上程。市長提案説明 

13日 ○議運委 個人質疑発言通告一覧表の確認、現年度関係議案の付託、勇退議員の本会議における

あいさつ、本会議出席者、特別委員会の開催に係るのぐち議員からの発言について協議 

15日 ○本会議 個人質疑（１人）。議案16件を関係常任委員会に付託 

16日 ○総環委 職員の給与に関する条例一部改正の件など議案２件を審査し、いずれも原案可決。報

告事項として、鹿児島市デジタル田園都市構想総合戦略～第２期鹿児島市まち・ひと・しご

と創生総合戦略（改訂版）～（素案）に係るパブリックコメント手続の実施結果、鹿児島市

食品ロス削減推進計画（素案）に係るパブリックコメント手続の実施結果について説明を受

け、質疑 

 〇防福こ委 鹿児島市重度心身障害者等医療費助成条例全部改正の件など議案５件を審査し、原

案可決並びに報告承認。報告事項として、第９期鹿児島市高齢者保健福祉・介護保険事業計

画（案）、鹿児島市障害福祉計画第７期計画・鹿児島市障害児福祉計画第３期計画素案に係る

パブリックコメント手続の実施結果、第三次鹿児島市健康増進計画（かごしま市民すこやか

プラン）の素案に係るパブリックコメント手続の実施結果、第二次鹿児島市自殺対策計画の

素案に係るパブリックコメント手続の実施結果について説明を受け、質疑 

 〇市文委 鹿児島市手数料条例一部改正の件など議案３件を審査し、いずれも原案可決。報告事

  令和６第１回定例会は、２月９日から３月18日までの39日間にわたって開かれた。 

 この定例会では、一般会計・特別会計・企業会計の当初予算（総額4,966億6,100万円）をはじめと

する予算に関する議案26件、条例その他の議案47件、計73件の議案を議決した。 
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項として、鹿児島市谷山支所庁舎改修基本計画（素案）に係るパブリックコメント手続の実

施結果、鹿児島市立科学館展示リニューアル基本計画素案に係るパブリックコメント手続の

実施結果及び鹿児島市立科学館展示リニューアル基本計画（案）、令和５年度市立高等学校活

性化委員会、教育委員会における損害賠償請求事件及び今後の対応について説明を受け、質

疑 

 〇産観企委 令和５年度鹿児島市一般会計補正予算（第７号）など議案７件を審査し、いずれも

原案可決。報告事項として、第４期鹿児島市中心市街地活性化基本計画（素案）に係るパブ

リックコメント手続の実施結果について説明を受け、質疑 

 〇建消委 市道の認定及び廃止の件など議案３件を審査し、いずれも原案可決。報告事項として、

宅地造成及び特定盛土等規制法に基づく規制区域の検討状況、谷山駅周辺地区土地区画整理

事業第６回事業計画変更、鹿児島市住生活基本計画の素案に係るパブリックコメント手続の

実施結果等、道路通報システムの試行運用開始について説明を受け、質疑 

19日 ○議運委 個人質疑における発言取消し、２月20日の本会議運営、議員改選後に向けた取組み、

議会に係る手続のオンライン化等に向けた対応、鹿児島県後期高齢者医療広域連合議会議員

の選挙、令和６年能登半島地震による災害に対する本市議会の対応について協議 

20日 ○本会議 大園（た）議員の発言取消しを許可。議案16件について、５常任委員長の審査報告。

討論（１人）。鹿児島市重度心身障害者等医療費助成条例全部改正の件など議案２件について

は、起立表決（電子表決）の結果、いずれも原案可決。その他の議案14件についても、いず

れも原案可決・承認。令和６年度鹿児島市一般会計予算など議案56件を一括上程。市長提案

説明 

22日 ○議運委 代表質疑発言通告一覧表の確認等、新年度関係議案の付託、陳情の付託、個人質疑の

取材対応、本会議出席者について協議 

26日 ○本会議 代表質疑（市民連合、自民党市議団） 

27日 ○本会議 代表質疑（公明党、社民立憲） 

28日 ○本会議 代表質疑（にじとみどり、日本共産党） 

29日 ○議運委 個人質疑発言通告一覧表の確認等、鹿児島県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙

について協議 

 

 

 ４日 ○本会議 個人質疑（５人） 

 ５日 ○本会議 個人質疑（３人）。議案56件を関係常任委員会に付託。鹿児島県後期高齢者医療広域

連合議会議員の選挙 

 ６・７日 

 〇建消委 鹿児島市特定都市河川浸水被害対策法施行条例制定の件など議案４件を審査し、いず

れも原案可決。報告事項として、第３期鹿児島市公営住宅等長寿命化計画の概要、第２期鹿
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児島市自転車走行ネットワーク整備計画（素案）及びパブリックコメント手続の実施、地籍

調査事業の今後の取組について説明を受け、質疑 

 ６・７・８日 

 〇総環委 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例制定の件

など議案９件を審査し、いずれも原案可決。請願１件、陳情３件を審査。報告事項として、

大規模災害時の災害時多言語支援センター、鹿児島銀行とのデジタル化の推進に係る連携協

定の締結、マーケティングプロデューサー派遣人材の変更について説明を受け、質疑 

 〇防福こ委 鹿児島市言語としての手話への理解の促進及び障害の特性に応じたコミュニケーシ

ョン手段の利用の促進に関する条例制定の件など議案27件を審査し、いずれも原案可決。請

願１件、陳情１件を審査。報告事項として、鹿児島市感染症予防計画の素案に係るパブリッ

クコメント手続の実施結果、新型コロナ対応の振り返りと新たな感染症対応に向けて、桜島

地域幼保一元化について説明を受け、質疑 

 〇市文委 鹿児島市母校応援ふるさと寄附基金条例一部改正の件など議案３件を審査し、第 141

号議案については附帯決議を付した上でいずれも原案可決。報告事項として、パブリックコ

メントに係る実施期間及び議会報告の取扱いの変更、本市国民健康保険被保険者証（保険証）

の有効期間、寺山炭窯跡の石積崩落、鹿児島市新学校給食センター整備基本計画（案）、冒険

ランドいおうじまの譲与（無償譲渡）、市立学校におけるいじめの重大事態に係る調査の終了

等について説明を受け、質疑 

 ６・７・８・11日 

 〇産観企委 鹿児島市漁港管理条例及び鹿児島市風致地区内における建築等の規制に関する条例

一部改正の件など議案17件を審査し、第141号議案については附帯決議を付した上でいずれ

も原案可決。報告事項として、第２期鹿児島市病院事業経営計画（令和５年度改訂版）（素案）

に係るパブリックコメント手続の実施結果、鹿児島市立病院再整備の進捗状況について説明

を受け、質疑 

 11日 ○本港区委 サッカー等スタジアムの整備のその後の経過について説明を受け、質疑。調査経過

のまとめについて協議 

 15日 ○議運委 追加議案の取扱い、議員改選後に向けた取組み、議会改革、閉会中の継続調査の件、

個人質疑における発言取消し、３月18日の本会議運営について協議 

 18日 ○本会議 薗田議員の発言取消しを許可。人権擁護委員候補者の推薦について意見を求める件の

議案１件を上程。提出者説明及び委員会付託省略。同意。令和６年度鹿児島市一般会計予算

など議案56件について、５常任委員長の審査報告。討論（１人）。令和６年度鹿児島市一般

会計予算など議案11件については、起立表決（電子表決）の結果、いずれも原案可決。その

他の議案45件についても、いずれも原案可決。桜島爆発対策、都市整備対策、鹿児島港本港

区のまちづくりに関する調査の各特別委員会報告。陳情１件を上程。委員長報告省略。起立

表決（電子表決）の結果、不採択。請願・陳情等の閉会中継続審査及び調査の件を議決。薗
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田、志摩、森山の各勇退議員あいさつ。下鶴市長及び川越議長あいさつ 

 

 

７日 市議会議員選挙告示 

14日 市議会議員選挙 

15日 当選証書の付与及び当選人の告示 

28日 議員任期の満了 

29日 議員任期の始期 

 30日 ○初顔合わせ議員協議会 会派結成届及び会派役職届の提出、各派交渉会の設置及び運営等につ

いて協議 

 

 ７日 ○各派交渉会 会派の結成状況（会派名、会派略称名、代表者名、所属議員の氏名、会派の表示

順序等）、会派に所属しない議員の取扱い、議員控室の割当て、議席の割振り、委員会での委

員の席順等 、役職等の選出（正・副議長、監査委員等、常任委員及び同正副委員長、議運委

員、特別委員会の設置並びに特別委員及び同正副委員長、各種審議会等委員）、臨時会の議会

運営（議会運営に関する申合せ事項、会議録署名議員）、パース市姉妹都市盟約50周年記念

訪問団及び鹿児島市友好代表団（長沙市）への参加について協議 

 ８日 ○各派交渉会 臨時会の議会運営（議案の取扱い、会期日程）、パース市姉妹都市盟約50周年記

念訪問団及び鹿児島市友好代表団（長沙市）への参加について、議員派遣の件、臨時会の議

会運営（議事日程）、組織機構の見直しに伴う当局出席者の変更について協議 

 10日 ○各派交渉会 個人質疑発言通告一覧表の確認、各種役職等氏名一覧表の確認、臨時会の議会運

営（正副議長選挙の開票立会人）について協議 

   

・・・会期１日 

 

 14日 ○本会議 議長の選挙（議長に川越桂路議員が当選）。議席の指定。会議録署名議員を指名。会期

を１日と決定。副議長の選挙（副議長に伊地知紘徳議員が当選） 

    ○各派交渉会 本日のこれからの本会議運営（委員等の差し替えについて協議） 

○本会議 各常任委員会及び議会運営委員会の委員を選任。特別委員会（桜島爆発対策特別委員

会、都市整備対策特別委員会）を設置し、同委員会の委員を選任 

    ○総環委 正副委員長の互選（委員長に山下要委員、副委員長に園山えり委員） 

    ○防福こ委 正副委員長の互選（委員長に佐藤高広委員、副委員長に向江かほり委員） 

    ○市文委 正副委員長の互選（委員長に大森忍委員、副委員長に中島蔵人委員） 

    ○産観企委 正副委員長の互選（委員長に合原ちひろ委員、副委員長に霜出佳寿委員）。各種審議
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会等委員の選出 

    ○建消委 正副委員長の互選（委員長に松尾まこと委員、副委員長にのぐち英一郎委員）。各種審

議会等委員の選出 

    ○桜島爆発 正副委員長の互選（委員長に大園たつや委員、副委員長に西洋介委員） 

    ○都市整備 正副委員長の互選（委員長に瀬戸山つよし委員、副委員長にこじま洋子委員） 

 ○議運委 正副委員長の互選（委員長に中元かつあき委員、副委員長に三反園輝男委員）。委員外

議員の取扱い、議会運営に関する申合せ事項、議場内交渉係、閉会中の継続調査の件、本日

のこれからの本会議運営、令和６年第２回市議会定例会、特別委員会のガイドライン、防災

都市推進協議会の設置、タブレット端末操作研修会の開催、当局職員の議場等へのタブレッ

ト端末の持ち込みについて協議 

    ○本会議 各常任委員会、議会運営委員会及び各特別委員会の正副委員長互選結果の報告。下鶴

市長あいさつ。専決処分の承認を求める件など議案４件を一括上程。市長提案説明。個人質

疑（１人）。委員会付託省略 

    〇議運委 第１号議案ないし第４号議案の表決方法及び討論、追加議案の取扱い、常任委員会の

閉会中の継続調査の件、本日のこれからの本会議運営について協議 

    ○本会議 専決処分の承認を求める件（鹿児島市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）の

議案１件については、起立表決（電子表決）の結果、承認。その他の議案３件についても、

いずれも原案可決・承認。議員派遣の件を急施事件として追加上程。議決。監査委員の選任

について同意を求める件２件を急施事件として追加上程。いずれも同意。各常任委員会及び

議会運営委員会の閉会中継続調査の件を急施事件として追加上程。議決 

 

（注）略記した各委員会等の正式名称は次のとおり 

 

総 環 委・・・・・・・・・総務環境委員会 

防福こ委・・・・・・・・・防災福祉こども委員会 

市 文 委・・・・・・・・・市民文教委員会 

産観企委・・・・・・・・・産業観光企業委員会 

建 消 委・・・・・・・・・建設消防委員会 

議 運 委・・・・・・・・・議会運営委員会 

桜島爆発・・・・・・・・・桜島爆発対策特別委員会 

都市整備・・・・・・・・・都市整備対策特別委員会 

本 港 区・・・・・・・・・鹿児島港本港区のまちづくりに関する調査特別委員会 
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⌐⅔™≡ ≤⌂∫√  
 

番   号 陳 情 第37号 受理年月日 令５．11．24 

件   名 
明和小・中学校の一貫校化の動きについて地域住民・団体が十分な議論をできる

場を求めることについて 

結   果 令和６．３．18第１回定例会で不採択 

付託委員会 市民文教委員会 

（委員会における審査経過） 

本件は、明和小・中学校の一貫校化の動きについて、１項＝市教委は、当事者である保護者や教職

員はもちろんのこと、地域住民、団体に十分な周知を行い、意見交換ができる説明会を行うこと。２

項＝地域住民みんなが納得できる議論の結果を踏まえ、市教委は将来のことを決めること。以上の点

について要請されたものである。 

本件に対する当局の考え方や対応状況等について伺ったところ、１項＝令和５年３月に明和まちづ

くり協議会代表と明和小・中学校ＰＴＡ代表の連名で提出された小中一貫校の設置に関する要望書を

受け、教育委員会において検討を開始し、同年７月に地域ＰＴＡ、同年９月に明和小・中学校運営協

議会において意見交換等を行っている。また、同年６月から９月にかけては、陳情提出者である団体

の代表の方が代表を務める「希望に満ちた明和を作る会」と２回の説明・意見交換を行うとともに、

文書での質問に対しても回答している。なお、同年10月には同運営協議会から、義務教育学校の設

置に向けた施策の推進を求める文書が提出されている。 

２項＝教育委員会においては、これまで地域住民や団体等に丁寧な説明を行ってきたと考えてい

る。また、地域を代表する団体やＰＴＡ等による意思決定により要望書等が提出されていることから、

地域住民の相応の理解や合意が得られたものと考えており、明和小・中学校において、９年間を見据

えた系統的な教育が行える小中一貫教育を前提とした対応を考えている。なお、今後についても、必

要に応じて、将来の児童生徒数の推移や学校規模適正化等の必要性についての説明を行っていきたい

と考えているとの説明がなされた。 

委員会においては、本件の取扱いについて意見の開陳を願ったところ、「１点目に、明和小・中学

校の一貫校化の検討について、これまでの教育委員会や地域での取組が披瀝されたが、それでもなお、

反対の方々が一定数いる現状から、賛成・反対の判断に至る理解が十分に得られていないこと。２点

目に、陳情書には、「地域住民みんなが納得できる議論の結果を踏まえ、市教委は将来のことを決め

ること」とあり、小中一貫校化は、地域の重要な未来を決定するものであることから、地域住民が十

分に理解した上で判断する必要があり、進め方が拙速であること。３点目に、地域からの要望による

説明会では、主張の違いによって参加する住民や受け止め方の違いが出てくる懸念があることから、

教育委員会が主体的に説明・意見交換をする場が必要と考えること。以上のような理由から、本件に
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ついては採択したい」という意見、「陳情書には、「当事者である保護者や教職員はもちろんのこと、

多くの地域住民が明和まちづくり協議会が提出した要望書の内容や小中一貫校がどのようなものか

を知らされていない現状である」とあり、その後段には「是非を検討するための十分な情報が与えら

れないまま」とあることから、経過等について当局に確認したところ、その事実が確認できなかった

こと、また、教育委員会として意見交換や文書での回答を実際に行っていることが確認できたことか

ら、本件については不採択としたい」という意見、「教育委員会は、今後も必要に応じて説明を行っ

ていきたいと述べていること、また、陳情書には「市教委は将来のことを決める」とあるものの、明

和小・中学校の一貫校化については、地域住民の合意があって成り立つというところが非常に大きな

ところであると考えることから、本件については不採択としたい」という意見が出され、意見の一致

を見るに至らず、採決の結果、不採択とすべきものと決定。 
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◒☿☻ ≤⇔≡─ ╩╙≈ 64 ─ ≢№╡⁸ ─ ≤ ∆╢

╩ ∆╢ ≢ ╙ ⌂ ≢№╢⁹ 

↓─ ─ ⌐╟╡⁸ ה ─ │╙≤╟╡⁸ ≤ ⁸

≤─ ⅜↕╠⌐ ╕╡⁸ ┼─ ה ⅜ ⌐ ⇔⁸ ≤─ ⌂ ─

⅜╟╡ ↕╣╢↓≤│ ≢№╢⁹ 

↓╣╕≢ ⌐⅔™≡│⁸ ─ ≤⇔≡₈ ₉─ ⅜⌂↕╣⁸ ⌐

↕≈╕ 10.6 ⁸↕≈╕ 14.5 ⅜ ↕╣≡⅔╡⁸ 17

⌐│⁸↕≈╕ 5.8 ⅜ √⌐ ≤⌂╢⌂≥⁸ ─ ⅜ ⌐ ╠╣≡

⅝≡™╢⁹ 

╕√⁸ ─ ⅜ ⅛╠ ↕╣⁸ ⅛╠

⌐ ∆╢₈ ₉8.9 │ ⌐ ↕╣√≤↓╤≢№╢⁹ 

↕╠⌐⁸ ⌐│ ↕≈╕ ─₈ ₉ 10 ─ ⅜ ⇔⁸₈

₉─ ⅜ ↕╣√⁹ 

≈™≡│⁸ ─ ┘ ─ ╩ ∆╢√╘⁸ ─ ⌐≈™≡⁸ ─ ╩

∆╢⁹ 

 

 

 

 ₈ ₉⁸₈ ₉ ┘₈ ₉┼─ ─ ⌐╟╢ ╩ ╢↓≤⁹ 

 ₈ ₉ ─ ─ ╩ ╢↓≤⁹ 
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₈ ₉─ ⌐≈™≡ 

 

 

₈ ₉│⁸ ≤ ∆╢ ╩ ⌐ ⇔⁸ ⁸

╩≈⌂← ≤⇔≡ ⅜ ╘╠╣≡⅝√⁹ 

⅜ Ᵽꜟ◒ ≤⇔≡ ⅜ ╕╢ ⁸ ⌐│₈ ₉⅜

↕╣√⁹╕√⁸ ⌐₈ ₉₈ ₉─

⌐╟╡⁸ ≤⌂╡ ≤ 44 ╩40 ≢ ⅜╢↓≤⅛╠⁸↕╠⌐ ─

─ ╙ ⇔⁸ ╛ ─ ⁸ ⅝⌂ ⅜ ╕╣╢⁹ 

∑≡⁸ ≤ ─₈ ₉╛₈ ₉╩ ∆╢↓≤⌐╟╡⁸

─ ⌂Ⱡ♇♩꞉כ◒─ ה ─ ⁸╕√ ╕≢─ ⌐╟╢ ╛

─ ⅜ ↕╣╢⁹ 

≈™≡│⁸ ₈ ₉─ ─ ┘ ≤─Ⱡ♇♩꞉כ◒

╩ ∆╢√╘⁸ ⌐ ⌂ ╩ ⅛≈ ⌐ ⇔⁸ ─ ⌐≈™≡ ─ ⅜ ∂

╠╣╢╟℮ ↄ ∆╢⁹ 

 

 

 

 ╩ ╢↓≤⁹ 

 ⅜ ╘╠╣≡™╢ ≤ ╩ ┬Ᵽ▬Ɽ☻ ₈ ₉╩

─ ⅛╠ ⌐ ∆╢↓≤⁹ 

 ≤ ─ ╩ ┬₈ ₉─ ╩ ╢↓≤⁹ 

 

 

 

─ ⌐≈™≡ 

 

 

│⁸ ╛ ╩ ⅎ╢ ⌂ ≢№╡⁸ ⅜ ⇔≡™ↄ√╘⌐│⁸ ≤

╙∕─ ╩ ∆╢ ⅜№╢⁹ 

 ⌐⁸ ⅜ ≢ ↄ─ ╩ ∆╢ ─ ╩ ⅛⇔⁸ ╩ ≤⇔√ ─ ≤⁸

⅛≈ ⌂ Ⱡ♇♩꞉כ◒─ ╩ ╢√╘⌐│⁸ ─ ⅜ ≢№╢⁹ 

 ╟∫≡⁸ ─ ⌐≈™≡ ─ ╩ ╘╢╙─≢№╢⁹ 

 

 

 

 ─ ╩ ╢≤≤╙⌐⁸ ─ ╩ ∆╢√╘⁸ ─
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╩ ╢↓≤⁹ 

 

 

 

─ ⌐≈™≡ 

 

 

│⁸ ≤™℮ ╙№╡⁸ ⅜ ─ ⌐ ═≡ ⇔ↄ ╣≡™╢⁹ 

│⁸ ≤─ Ⱡ♇♩꞉כ◒╩ ∆╢↓≤⌐╟╡⁸ ╛ ⌂

≥─ ≤ ⇔≡⁸ ─ ≤ ╩ ⇔⁸ ╩ ╢℮ⅎ≢

⌂ ≤⇔≡⁸╕√⁸ ⁸ ─ ≡⇔≥♩כꜟ ⅜ ↕╣≡™╢ ≢№╢⁹ 

↓─╟℮⌂ ⁸ ⌐⅔™≡│⁸ 26 12 ⌐ ⅛╠ ⁸ ─

⅜ ⇔√≤↓╤≢№╡⁸27 ⅛╠│₈ ₉⁸ ⅛╠│₈ ₉⌐

≈™≡⁸∕╣∙╣ ⅜ ╘╠╣≡™╢≤↓╤≢№╢⁹ 

⁸ ─ ╩ ≤∆╢ ─ ╛ ⁸ ה ⌂≥⁸ ⱪ꜡

☺▼◒♩⅜ ⌐╟╡ ↕╣≡™╢↓≤╛⁸ Ᵽꜟ◒ ≤⇔≡ ─ ⅜ ╘╠╣╢

≢╙ ⌂ ≤⌂╢√╘⁸ ⌐ ╩ ╘╢↓≤⅜ ≢№╢⁹ 

↓─╟℮⌂↓≤⅛╠⁸ ─ ⌐≈™≡⁸ ⌂ ⅜ ∂╠╣╢╟℮ ↄ ∆╢⁹ 

 

 

 

 ₈ ₉─ ╩ ╢↓≤⁹ 

 ₈ ₉─ ╩ ╢↓≤⁹ 

 448 ─↕╠⌂╢ ╩ ╢↓≤⁹ 

 

 

 

─ ⌐≈™≡ 

 

 

╩ ∆╢ │⁸ ≤ ─ ─ ╛ ⌂≥⌐╟╡ ─

⌐ ∆╢√╘⌐ ↕╣√⁹ 

 ↕≈╕ ≤ ╩ ≢ ┬ │⁸ ─ ─ ⁸ ╩ ╘⁸ ה

ה ה ─ ⁸ ה ┘ ─ ─ ⅜ ≢⅝╢≤≤╙⌐⁸

⅜ ⇔√ ─ ה ♩כꜟ ≤⌂╢ ⌂ Ⱡ♇♩꞉כ◒─ ⌐╙ ⅜╢↓≤⅛╠⁸

₈ ה ⁸ ─√╘─ ⅛ ₉ ⌐ ⌂ ╩ ⌐ ⇔⁸ ─ ⌐

↑⁸ ─↔ ╩ ╢╟℮ ↄ ∆╢⁹ 
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─ ⌐≈™≡ 

 

 

│⁸ ≤ ≤─ ⌐╟╡⁸ ─

╩ ┬ Ⱡ♇♩꞉כ◒╩ ⇔⁸ ≤ ╩ ≤∆╢ ─ ⁸ ─

─ ╛ ─ ⅜ ≢⅝╢≤≤╙⌐⁸ √⌂ ─♩כꜟ ה ⅜ ↕╣╢⁹ 

╕√⁸ 220 ≤─ ╩ ∆╢↓≤≢⁸ ⌐⅔↑╢ ─ꜞ☻◒ ⅜ ≤⌂╡⁸

⌂ ─ ⅜ ╠╣╢⁹ 

─↓≤⅛╠⁸ ─ ⌂╢ ─ ⌐ ≢№╢─≢⁸ ─ ╩

╢╟℮ ∆╢⁹ 

 

 

 

10 Ᵽ▬Ɽ☻ ┘ ─ ⌐≈™≡ 

 

 

10 │⁸ ╩ ≤⇔⁸ ה ╩ ≡ ה ⌐ ╢ ─ ╩⌂

∆ ≢№╡⁸ ─ ⁸ ⁸ ─ ⌐ ⅝ↄ ∆╢ ≢№╢⁹ │ ⌂

⌐╟╡ ⅛╠ ⌐ ⅜♩כꜟ╢∆ ╠╣≡⅔╡⁸ ≢╙ ה ⌂≥ ─ ⅛╠─

⌂ ╢№≢♩כꜟ 10 │⁸ ≢ ─ ⅛╠ ⌂ ⅜ ⇔≡™╢⁹ 

│ fiꜛ◦כ◄ꜞ◒꜠ ≢№╡⁸ ⌐ ↕╣√₈ ─ ה 

⁸ ⁸ ₉─ ─ ≈≢№╢ ⅜№╢↓≤⅛╠⁸ ⁸ ─ ⌂╢ ╛

─ ─ ⅛╠ ┼─ ─ ⅜ ⅜╣≡™╢⁹ 

⁸↓╣╕≢─ ─ ╙№╡⁸ ◖꜡♫►▬ꜟ☻ ─ ⌐╟╢ ⌐⅔™≡

╙⁸ ╩ ╠∑╢↓≤⌂ↄ⁸ ╛ ╩ ⅎ≡⅝√⁹ 

↓─╟℮⌂ ⁸ 10 Ᵽ▬Ɽ☻⌐≈™≡│⁸ ─ ⌂≥╩ ╕ⅎ⁸ꜟכ♩─ ⅜⌂↕

╣≡⅝√⅜⁸ 27 12 ⌐ ⁸⌐≥╙╩♩כꜟ ─ ⅜ ╦╣⁸╕√⁸ │ ┼─

⅜ ≤ ↕╣√↓≤⌂≥⅛╠⁸ ⌐⅔™≡⁸ ─ ⌐≈™≡│ ╩ כꜟ╢∆

♩⌐ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ╡─ │ ╩ ⌐ ∆╢√╘⁸ ─ ╩ ⇔⁸

╩ ╢↓≤≤↕╣√⁹ 

⁸ ⌐⅔™≡⁸ ⌐ ╡ ╕╣≡™╢⁹ 

10 ⌐≈™≡│⁸ ≢⁸ ⌂ ⌐ ⇔≡™╢↓≤⅛╠⁸ ╛ ⌂≥⌐╟╢

⌐ ∆╢ ┼─ ╙ ╘╠╣≡⅔╡⁸ ⁸₈ ה ⁸ ─√╘─ ⅛

₉≤⇔≡ ⌐⅔™≡ ─ ⅜ ⌐ ╘╠╣≡™╢⁹ 

─ ⌐╟╡⁸ ⌐ ⅜ ⇔≡⅔╡⁸ ⌂╕∟≠ↄ╡─ ≤⇔≡ ⌐ ™

│⁸ ─ ≤⌂∫≡™╢↓≤⅛╠⁸▬fiⱨꜝ─ ╛ ┼─ ⌂≥ ─ ╩

╕ⅎ⁸ ⌂╢ ─ ה ⅜ ⌂≤↓╤≢№╢⁹ 
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─ │⁸ ╛ ה ─ │╙≤╟╡⁸ ⅜ ↕╣╢ ─

╛ ─ ⌐ ╦╢ ⅛≈ ─ ≢№╢↓≤⅛╠ ⌐ ⇔≡™√∞ↄ╟℮⁸

⌐≈™≡⁸ ─↔ ╩ ╢╟℮ ∆╢⁹ 

 

 

 

 10 Ᵽ▬Ɽ☻⌐≈™≡⁸ ╩ ╢↓≤⁹ 

 10 ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

 

 

 

10 ─ ⌐≈™≡ 

 

 

10 ─ │⁸ ─ ⌐ ∆╢ ≢⁸ ⅜ ↄ ╙

™√╘⁸ ─ ⅜ ↕╣╢↓≤⅛╠⁸ ─ ╡ ⅜ ─ ─ ⌐ ≢ ╡╩ ∫

≡™╢⁹ 

↓─╟℮⌂ ─ ⁸ ─ ⌐╟╡ ⅛╠ ⌐ ↕╣⁸ ╙ ⌐ ⇔⁸

⌐│ ┘ ≤╙⌐ ⅜ ↕╣≡™╢⁹ 

─ ─√╘⁸ ⌂ ⌐ ≤⌂╢ ╩ ⇔⁸ ╙ ™ ─

╩ ⌐ ∆╢⁹ 

 

 

 

220 ─ ⌐≈™≡ 

 

 

220 │⁸ ╩ ≤⇔ ה ה ╩ ≡⁸ ⌐ ╢ ≢№╡⁸

─ ה ה ה ─ ⌐≤∫≡ ⌂ ≢№╢⁹ 

220 ─ ─ ─ │⁸ ─ ⌐ ∫≡ │ ⌂◦ꜝ☻ ─ ⌐ ↕

╣√ ─√╘⁸ ⌐╟╢ ╣ ─ ╩ ↑╛∆™ ≢№╢⁹ 

⌐⁸ ⌐≈™≡│ ─ ⅜№╡⁸ ⅛╠ ╙ ╘⁸

200 ≢─ │ ≤⇔≡ ™≡™╢⁹∕─√╘⁸ ╙ ╘⅜ ⇔√ ⁸ ─ │

╙∟╤╪─↓≤⁸ ─╖⌂╠∏ ╩ ╘√ ה ⌐ ⌂ ╩ √⇔⁸ ⌐ ╓∆

│ ⇔™╙─⅜№╢≤ ⅎ╠╣╢⁹ 

╕√⁸ ≢ ה ╛ ─ ⌂≥─ ─ ╩ ⌐ ⅜ ↕╣

₁ ╪≢™╢⅜⁸ ╛ №™⌂ ╙ ↄ⁸ ─ ╙ ™↓≤⅛╠⁸ ≡─

⌐≈™≡ ─ ⅜ ╕╣╢⁹ 
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╟∫≡⁸ ╩ ⌐ ↕∑≡™ↄ√╘⌐╙⁸ ─ ─ ╩ ∫≡™ↄ≤

≤╙⌐⁸ ╘╠╣≡™╢ ה ─ ╩ ⇔≡™ↄ ⅜№╢⁹ 

≈™≡│⁸ ─ ה ╩ ╢√╘⁸ ⌐≈™≡ ─↔ ╩ ╢╟℮ ∆╢⁹ 

 

 

 

 ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

ה  ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

 Ᵽ▬Ɽ☻─ ╩ ╢↓≤⁹ 

 ─ ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

 ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

 

 

 

225 ─ ⌐≈™≡ 

 

 

225 │⁸ ≤ ╩ ┬ ה ה ה ─ ⌐ ⅛∑⌂™

─ ≢№╡⁸ ─ │╙≤╟╡⁸ ה ─ ⌂ ╩ ∫≡™╢

≢№╢⁹ 

↓╣╕≢─ ⌐╟╡⁸ ♩fiⱠꜟ─ ┘ ─ ⁸ ─ ⅜

⇔⁸╕√⁸∕─ ─ ─ ╙ ⌐ ╘╠╣≡⅔╡⁸ ─ ≤≤╙⌐ ⌐╙

⅜ ╣≡™╢⁹ 

⅜Ⱪכ◌⁸╠⅜⌂⇔⅛⇔ ⇔ ─ ∆╢ ╛ ⌂ ╩ ℮ ⁸

─ ⅜№╢↓≤⅛╠⁸ ⅜ ↕╣√ │ ╛ ─ ⌐ ⌂ ╩ ╓∆

↓≤⅜ ↕╣≡™╢⁹ 

╕√⁸ ∆╢ ─ │╙∟╤╪─↓≤⁸ ╛ ─ ⌂≥ ─ ⅛╠╙ ─

⅜ ╕╣≡™╢⁹ 

↓─╟℮⌂ ╩↔ ™√∞⅝⁸ ─ ⌂ ╡ ╖⌐≈™≡⁸ ─↔ ╩ ╢╟℮ ↄ

∆╢⁹ 

 

 

 

 (╖⌡⅔) ─ 1,000 ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

 ─ 800 ┘ Ⱪכ◌ 700 ─ ╩ ╢↓

≤⁹ 

 ─ ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

 ↓┌╪√ ─ ╩ ╢↓≤⁹ 
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 ╡╞℮∙ⅎ ≤ ┘ ─ ─

╩ ╢↓≤⁹ 

 ─ ┘ ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

 

 

 

226 ─ ⌐≈™≡ 

 

 

 226 │⁸ ≤ ╩ ┘⁸↕╠⌐│ ⁸ ╩ ≡ ↕≈╕ ⌐ ╢

≢№╡⁸ ─ ⁸ ─ │╙≤╟╡⁸ ─ ┘ ─ ╙≡⇔≥♩כꜟ

╘≡ ⌂ ≢№╢↓≤⅛╠⁸ ─ ─√╘⁸ ─ ╩ ∆╢⁹ 

                    

 

 

 ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

 226 ⅛╠ ╕≢─ ─ ─ ≤ ─ ╩

╢√╘⁸ ╛ ⁸ ─ ⁸ ─ ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

 226 ╙≤╕∟ ⅛╠ ─ ⌐ ↑√

╩ ╘╢↓≤⁹ 

ה  ∆╢ ─ ה ⌐ ⇔⁸ ┼─ ה ─√╘⁸

─ ╩ ה ∆╢↓≤⁹ 

 ⌐ ╢ 226 ─ ─ ≤ ─ ╩ ╢√╘⁸ ─ ⁸ ─

⁸ ─ ⌐ ⌂ ╩ ╢↓≤⁹╕√⁸ ─ ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

(1) ┘ ⌐≈™≡ 

▪ ↕≈╕ ─  

▬ ↕≈╕ ─  

► ↕≈╕ ⅛╠ ─  

◄ ─  

○ ─ ─  

(2) ⌐≈™≡ 

▪ ─ ─  

▬ ⅛╠ ─ ─  

► ↕≈╕ ⅛╠ ─ ─  

(3) ⌐≈™≡ 

226 ─ ╖ ⌐⅔™≡│⁸ ─ ⅜╖╠╣≡⅔╡⁸ ─ ╩ ⇔⁸ ─

ꜞ☻◒╩ ╘╢↓≤⅜ ↕╣╢↓≤⅛╠ ╘─ⱷfi♥♫fi☻╩ ℮⌂≥ ─ ╩ ╢↓

≤⁹ 
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270 ─ ⌐≈™≡ 

 

 

│⁸ ⅛⌂ ╛ ™ ─ ⌐ ╕╣√ ≢№╡⁸╕√⁸↔╖ ≢─

╡ ╖╩ ∫≡⅔╡⁸↕╠⌐ ⌂ ─ ╩ ⇔≡™╢⁹ 

⁸ ⌐ ∆╢↓─ ≢│⁸ 270 │ ╛ ≤ ∆╢ ╡ ┼

─▪◒☿☻ ≢№╡⁸ ─ ╛ ה ה ה ─ ─ ⅛╠╙⁸ ╘≡ ⌂ ≢№

╢⁹ 

⇔⅛⇔⁸ │ ⅜⌂ↄ⁸ ∆╢ ╛ ⌐╟╡⁸⇔┌⇔┌ ╘⅜ ⇔⁸

│╙≤╟╡ ─ ╛ ⌐╙ ╩ √⇔≡™╢⁹╕√⁸ ⌐⅔↑╢ ─ ⌐│

⅜ ∆╢√╘⌐ ⌂ ≤⌂╢⁹ 

↓─╟℮⌂↓≤⅛╠⁸ ─ ╛ ╩ ⅛╠ ╡⁸ ─ ╛ ⅛╠─ ⌂

─ ─ ╩│∂╘⁸ ─ ╩ ╢√╘⁸ ╛ ⌂ ⌐ ⇔√ ה

─ ╛⁸ ⅜ ה ⌐ ≢⅝╢ ─ ⌂≥⁸ ⌂ ⅜ ↄ ╘╠╣≡™╢≤

↓╤≢№╢⁹ 

≈™≡│⁸ ─ ⌐ ∑╢ ─ ╩↔ ™√∞⅝⁸ ⌐≈™≡⁸ ─↔

╩ ╢╟℮ ↄ ∆╢⁹ 

 

 

 

 ╛ ⌐⅔↑╢ ─ ─ ה ⌂ ╛ ╩ ∆╢√╘⁸ ╛

─ ⌐╟╢ ─⌂™⁸ ⌐ ™ ה ⌂ ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

 ⌂ ⌐ ⇔√ ─ ╛ ─ ⁸ ─ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ╛

≥╙ ─ ⅜ ה ⌐ ≢⅝╢ ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

 

 

 

447 ─ ⌐≈™≡ 

 

 

447 │⁸ ⅎ┘─ ╩ ≤⇔ ╩ ≡ ⌐ ╢ ─ ≢№╢

⅜⁸ ╛ ⌐ ╕╣≡™╢√╘⁸ ╛Ⱪכ◌ ─ ⁸∆╣ ™ ⌂ ⅜ ↄ

↕╣≡⅔╡⁸ │ ─ ⁸ │ ⌐╟╢ ⅜ ╦╣≡™╢ ⌐№╢⁹ 

│⁸ ─ ⁸⸗ⱡ⁸ ─ ╩ ⇔⁸ ╩│∂╘⁸ ה ─ ⌐ ⅝

⌂ ╩ ∫≡™╢⁹╕√⁸ ⅎ┘─ ╩ ⅝ↄ ⇔≡™╢ 268 ⌐ ∆╢↓≤⌂ↄ⁸

ⅎ┘─ ≤⁸ ─ ╡ ─ ╩ ⌐ ≢ ┬

≢╙№╡⁸ ⅎ≡⁸ ┼─▪◒☿☻ ≢╙№╢⁹ 
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↓─╟℮⌂↓≤⅛╠⁸ ─ ╛ ─ ⌐ ⅝ↄ ∆╢↓≤≤⌂╢ Ᵽ▬Ɽ☻

♩fiⱠꜟ╩ ╗ ─ ╩│∂╘≤∆╢ ─ ⅜ ↄ ╕╣≡™╢⁹ 

≈™≡│⁸ ─ ≤ ─ ╩↔ ™√∞⅝⁸ ⌐≈™≡ ─↔ ╩ ╢╟℮

ↄ ∆╢⁹ 

 

 

 

ⅎ┘─ ⅛╠ ─Ᵽ▬Ɽ☻─ ≤ ─ ╩

╢↓≤⁹ 

 

 

 

┘ ─ ⌐≈™≡ 

 

 

╩ ╗ │⁸ ⌐ ⅜ ⇔√

ⱦ☺ꜛfi ┘ ⌐╟╡ ↕╣√ ⌐╟╢₈ ꜞfi◓Ⱡ♇♩꞉₉◒כ ▬ⱷ⁸≡™⅔⌐☺כ

╛ ╡ ⌂≥≤≤╙⌐ ╩ ∆╢ ⅝⌂ꜞfi◓╩ ∆╢ ≤⇔≡⁸

⌐ ↑╠╣≡™╢⁹ 

│⁸ ה ╩ ⌐ ┬ ╩ ∆╢↓≤⌐╟╡⁸ ⁸ ⁸

⌂≥≤ ≤⌂∫≡⁸ ▪☺▪╩│∂╘≤∆╢ ⌂ ╩ ∆╢╒⅛⁸ ⌐⅔↑╢

╛ ה ⌂≥╩ ∆╢₈ ─ ₉≤⇔≡─ ╙ ∆╢⌂≥⁸ ⌐ ™

─ ╛ ─ ⌂ ╩ ╢√╘⌐ ⌂ⱪ꜡☺▼◒♩≢№╢⁹ 

⌐⁸ 28 ⌐╟╡⁸ ╩│∂╘≤∆╢⁸ ─ Ⱡ♇♩꞉כ◒⅜ ↕╣

√↓≤╩ ↑⁸ꜞ♄fi♄fi◦כ ─ ╩ √∆ √⌂ ≤⇔≡─ ─ ⅜ ↕

╣√≤↓╤≢№╢⁹ 

╕√⁸ ⌐≈™≡│⁸ ⌐ ↕╣√ ⌐⅔™≡⁸₈ ⁸

╩ ∆╢ⱪ꜡☺▼◒♩⌐≈™≡│⁸ ─ ⁸ꜞ♄fi♄fi◦כ ─ ─ ╙

╘⁸ ⌐╦√╢ ─ ╙ ╕ⅎ≈≈⁸ ─ ╙ ⌐⁸ ⅛╠ ╡ ╗⁹₉

≤ ↕╣⁸╕√⁸ 28 ⌐ ⌐╟╡ ↕╣√ ⌐⅔™≡⁸₈ ⁸

⁸ ─ ⌐╕√⅜╢ ⌐⅔↑╢ ⌂Ⱡ♇♩꞉כ◒─ ⌐╟╢ ה ─ ╩

╢⁹₉≤ ↕╣≡™╢⁹ 

⅜ ∆╢ ⁸ ─ ה ה ─ ╛ ⌐╟╢ ⌐ ↑√ ╩ ↕

∑╢√╘⌐│⁸₈ ₉─ ⅜ ≢№╡⁸ ─ │⁸∕─ ╩ ⅝ↄ

↕∑╢ ≤⌂╡ ╢╙─≤ ⅎ≡™╢⁹ 

∕─╟℮⌂ ─ ⅛╠ ⁸ ⅜ ╩ ╘╢ ה ה

≢│⁸ 12 ⌐ ╩ ⇔⁸╕√⁸ ⌐ ─ ⅜ כ◌♇◘╢∆

╩ ∆╢⌂≥⁸ ─ ⌂ ╩ ⇔⁸ ─ ╩ ∫≡⅝≡™╢⁹ 
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⌂⅔⁸ ╩ ∆╢√╘⌐⁸ ⁸ ⌐╟╡⁸ ₁⌂ ⅜ ↕╣⁸ ↄ─ ⅜♃כ♦

↕╣≈≈№╡⁸ ⌐⅔™≡╙⁸ ┘ ⌐⅔↑╢ ╛

─╒⅛⁸ ⌂ ╩ ⅎ√ ⅜ ╘╠╣≡⅝√≤↓╤≢№╢⁹ 

↕╠⌐⁸ ה ה ⌐⅔™≡╙⁸ ⁸ ─ ╩ ™⁸№╠

√╘≡ ─ ╩ ⇔√≤↓╤≢№╢⁹ 

─↓≤⅛╠⁸ ⁸ ─ ─√╘⁸ ─ ⌐≈™≡ ─ ╩ ∆╢⁹ 

 

 

 

ה  ┘ ה ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢↓≤⁹ 

 ─ ┘ ─ ⌐ ↑√ ╩ ∆╢↓≤⁹ 

 

 

 

─ ⌐ ∆╢ ⌐≈™≡ 

 

 

 ⁸ ≢ ⌐ ™ ⅜ ⇔⁸∕─ ⌐ ⌂ ⅜ ∂≡™╢⁹ 

─ ⌐№√╡⁸ ╛ ⅜ ∆╢ │⁸ ─ ≤⌂╢⅜⁸

⌐⁸ ╩ ⇔⁸ ─ ╩ ∆╢√╘⌐ ∆╢ ⌂ ⌐≈™≡│⁸

⅜⌂™√╘⌐ ⅜ ≢ ℮↓≤⌐⌂∫≡⅔╡⁸∕─ │ ⌐ ⅝⌂╙─≤⌂∫≡™╢⁹ 

 ≈™≡│⁸ ⌐╟╢ ⌐⁸ ─√╘─ ╛ ─℮ ⌂

≥⁸ ⌐ ≠⅝ ⅜ ℮ ⌐ ⇔≡ ─ ╩ ∂╢╟℮ ↄ ∆╢⁹ 

 

 

 

─ ⌐≈™≡ 

 

 

⁸ ⅜ ∆╢ ⌐⅔™≡│⁸ ⌐ ⅜ ≤⌂∫≡⅔╡⁸∕─ ⅜

─ ≤⌂∫≡™╢⁹╕√⁸ ─ ⌐≈™≡│⁸ ה ⌐⅔™≡╙ ⇔≡⅔╡⁸ ⌂

≤⌂∫≡™╢⁹ 

─ ⌂ ╛ ╩ ℮ ─ ≢№╢ ⌐⅔™

≡╙⁸ ╛ ⌂≥≢│ ─ ⅜ ™≡™╢ ≢№╢⁹ 

↓─╟℮⌂ ⇔™ ─ ⁸ │ ≤⇔≡ ⌐⅔↑╢ ─≡⇔≥♩♇ⱨ♥▫Ⱡכ☿─

╩ √⇔≡⅝√≤↓╤≢№╢⅜⁸ ─₈ ─ ⅝ ₉─ ⌐ ™⁸ ⅜╕∆╕∆ ⌐⌂╢

≤ ⇔≡™╢⁹↓─╟℮⌂ │⁸ ─ ⌐⅔↑╢ ─ ⌐ ⌂ ╩⅝√⇔⁸ ─

⌂≥╙ ↕╣⁸ ⅜ ⌐ ⇔ ⅝⌂ ╩ ⅎ√ ╩ ™╠╣≡™╢ ≢№╢⁹ 
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≈™≡│⁸ ─ ≢⁸⌂ↄ≡│⌂╠⌂™ ─ ─√╘⁸ ─ ⌐≈™≡⁸ ─↔

╩ ╢╟℮ ∆╢⁹ 

 

 

 

 ─ ╛ ─ ╩ ╢√╘⁸ ─ ⌂ ⁸ ┘ ╩ ≤⇔√ №╢

╩ ∂╢↓≤⁹ 

 ∞╣╙⅜⁸™≈≢╙⁸≥↓≢╙ ⌂ ╩ ↑⁸ ≢ ⌂ ╩ ╢↓≤⅜≢⅝╢╟℮⁸

─ ─ ╩ ╢√╘─ ╩ ∂╢↓≤⁹ 

 

 

 

─ ⌐≈™≡ 

 

 

⌐╟╡ ↕╣√ ⌐≈™≡│⁸ ─ ╩ ∆╢ │ ⌐ ⇔ↄ⁸ ⌐№╢

│ 70 ↕╣⁸ ⌐│⁸ ⇔≡™╢∞↑≢630 ─ ⅜№╢⁹ 

↓╣╕≢⁸ ─ ™ ⌐≈™≡│⁸ ╩ ⇔⌂⅜╠ ╘ ⇔⌂≥─

╩ ⇔≡⅝≡™╢⅜⁸ │⁸ ⌐│ ≤⇔≡ ≠↑╠╣⁸ ─ ≢™√╢≤↓╤

⌐ ⅜ ╡ ╠↕╣≡™╢↓≤⅛╠⁸ ⁸ ╛ ─ ⌐╟╡⁸ √⌐ ─ ™

⅜ ↕╣╢ ╛ ─ ─ ⌐╟╡⁸ ⅜ ↄ⌂╢ ┘ ─ ─

⌐╟╢ ⅜ ∆╢ ⅜ ⅎ╠╣╢⁹ 

↓╣╠─ ⌐≈™≡│⁸ ≢ ∆╢⌐│ ⌂ ╩ ≤⇔⁸ ─

≢│ ⌂ ≢№╢↓≤⅛╠⁸ ─≤⅔╡ ∆╢⁹ 

 

 

 

 ⌐⅔↑╢ ⌐≈™≡⁸ ╘≡ ╩ ™⁸ ⌂≥ ⌂ ╩ ∆╢

╩ ⌐ ⇔⁸ ─ ╩ ⌐ ∆≤≤╙⌐⁸ ─ ≤⇔≡ ≤ ╘

⇔ ╩ ∆╢↓≤⁹ 

 

 

 

─ ⌐≈™≡ 

 

 

⁸ ⌂ ⌐╟╢ ─ ╛ ⌐╟╢ ⌂≥⁸ ₁⌂ ⌐╟∫≡

─ ⌐ ╩ ╓∆ ⁸ ⅝ↄ ⌐ ∆╢ ⅜ ≢│⁸ ╛ ⌂≥─ →⁸
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─ ⌂≥⌐╟╡⁸ ─ ⌐ ∆╢ │ ⌐ ⌐ ⇔≡™╢⁹ 

∕─ ≢╙ │⁸ ─ ה ≢ ⇔√ ╩∆╢ ≢─ ≢№╢↓≤⅛╠⁸ ─

│⁸ ─ ⅛╠⁸ ה ⌐⅔™≡ ∆═⅝ ─ ≈≢№╢⁹ 

⇔⅛⇔⌂⅜╠⁸ ⅜ ─ │⁸ ⁸ ™ ⌐╟╢ ─ ⁸ ה ─ ⁸

─ ⌐╟╢ ─ ⌐╟╡ ⅜ ⇔√↓≤⌐ ⅎ⁸ ◖꜡♫►▬ꜟ☻

─ │⁸ ─ ⌐⅛⅛╢ ⁸ ⁸ №╠╝╢ ⌐ ⇔≡ ⌐⌂™ ⅝⌂ ╩

╓⇔√⁹ ∑≡⁸꜡◦▪⌐╟╢►◒ꜝ▬♫ ╛ ⌂ ⌐╟╡⁸ ╛ ⁸

─ ⌐ ╘⅜⅛⅛╠∏⁸ ╩ ∆╢ ╙ ∂≡™╢⁹ 

↓℮⇔√ ⁸ ─ ⌂ ─√╘⌐│⁸ ⁸ ⁸ ─ ⌂ ┘ ™

─ ה ≤≤╙⌐⁸ ─ ─ ╡ ╖⅜ ≢№╢⁹ 

↓─╟℮⌂↓≤⅛╠⁸ ⌐⅔™≡│⁸ ─ ⌐≈™≡ ╛⅛⌐ ↕╣╢╟℮ ↄ ∆╢⁹ 

 

 

 

 ┘ ⌐⅔↑╢ ╩ ╕ⅎ√ ─ ╛ ⁸ ⌐ ∆╢

╩ ⌐ ⇔⁸ ─ ⁸ ─ ה ≤ ╩ ╢↓≤⁹ 

   ╕√⁸ ─ ™⅜ ⌂↓≤⅛╠⁸ ⅜ ∟ ╣≡™╢ ⅜ ↄ ∆╢√╘⁸

─ ⌐ ∆╢ ⌂ ╩ ╢↓≤⁹ 

 ™ ╛ ╩ ∆╢√╘⁸ ⌐╟╢ ⌂≥ ⌐╟╢ ≢

⌂ ╩ ≤⇔√☻ⱴכ♩ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⌐ ╢ ─

╩ ╢√╘⁸ ╩ ∆╢↓≤⁹ 

 ─√╘─ ⌐ ∆╢ ╩ ה ∆╢↓≤⁹ 

 ₈ ₉─ ⁸ ─√╘⁸ ╩│∂╘≤∆╢ ─ ⌐ ∆╢

╩ ⌐ ∆╢↓≤⁹ 

 ─ ┘ ─ ה ┘⌐ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸

⁸ ▬fiⱨꜟ◄fi◙ ┘ ⌂≥─ ⌐ ∆╢ ה ╩ ∆╢↓≤⁹ 

 ╛ ⌐ ℮ ─ ⌐╟╡⁸ ─ ⅜ ⇔≡™╢ ⁸ ⌐ ⌂

╩ ⅎ≡™╢ ─ ≤ ─ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ─

╩ ╢↓≤⁹ 

 ─ ⌐ ∆╢ ┼─ ╩ ∆═ↄ⁸ ⌐╟╢ ─ ╩

╢↓≤⁹ 

 ─ ⁸ ─ ─ ─╙≈ ⌂ ╩ ∆╢√╘⁸ ⅜ ∆╢ ─

⌐ ∆╢ ⁸ ─ ⁸ ─ ─ ⁸ ─ ∕─ ─√╘

─ ╩ ∆╢↓≤⁹ 

 ─ ┘ ─ ⌐ ∆╢ ─ ⌐ ╘╢≤≤╙⌐⁸ ─

⁸ ─ ─ ⌐╟╢ ─ ╩ ╡⌂⅜╠⁸ ─√╘─ ╩

∆╢↓≤⁹ 
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⅔╣╪∂ ⌐ ∆╢ ⌐≈™≡ 

 

 

⅔╣╪∂ │⁸ ╩ ∆╢ ─ ≈≢№╢ ─ ⌐╟╡⁸

─ ─ ⌐ ™⁸ ⅛╠ ╩ ⇔√⁹ 

│⁸ ↕╣√ ⅜↓╣╕≢ ≢ √⇔≡⅝√ ─ ≤⇔≡─ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸

⌂♩ꜝ♇◒♪ꜝ▬Ᵽכ ╛2050 ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌ ⌐ ↑√ ≤⇔≡ ⌐⅔™≡

⌂ ╩ √∆ ╩ ∆╢√╘⁸ ⅛╠─ ┘ ╛ ה

⌐╟╡ ╩ ∆╢ ⅛╠─ ╩ ⌂⅜╠⁸ ─ ─ ╛ ⌂≥ ⌐

↑ ₁⌂ ╩ ∫≡⅝√⁹ 

≢⁸ ─ ╛ ⌐╟╢ ─ ⁸ⱴ▬◌כ┼─ ⌐╟╡ ה

╙ ⇔⁸↕╠⌐⁸ ⇔√ ה ─ ╛ ⌐ ╢◖☻♩╙ ⇔≡⅔╡⁸ │

⌐ ⇔™ ≢№╢⁹ 

∕↓≢⁸ ⌐⁸ │ ┘ ≢ ∆╢₈ ⅔╣╪∂

₉╩ ⇔⁸ ⌐ ↑≡ ╩ →≡ ╡ ╪≢™╢≤↓╤≢№╢⁹ 

⇔⅛⇔⌂⅜╠⁸ ─ ⌐╟╢ ─ ⌂ ⅜ ⌐ ╓⇔√ │⁸ ╛

⌐╟╢ ─ ∞↑≢│ ∆╢↓≤⅜ ⌂ ≤⌂∫≡™╢⁹ 

↕╠⌐⁸ 25 ⅛╠ ╕≢─10 ↕╣≡⅝√ ≢ ∆╢

─ ⌐╟╢ ⌐≈™≡│⁸ ╕≢─ ⌐ ╡ ⅝ ⅝ ↕╣╢↓≤⅜ ↕╣⁸

⁸ ⌐ ↑≡ ∆╢↓≤⅜ ╘╠╣≡™╢⁹ 

≈™≡│⁸ ⇔™ ⌐№╢ ⅔╣╪∂ ⅜⁸ ⌐╦√∫≡ ⌐ ה ⅜ ╠╣╢

╟℮⁸ ─ ⌐≈™≡ ↄ ∆╢⁹ 

 

 

 

 ⅔╣╪∂ ─ ה │⁸ ╩ ╗ ─ ⌐⅔™≡ ≢№╢↓≤╩ ╖⁸

─ ≤ ⌂ ⌐ ↑√ ⌐ ⇔⁸Ɫה♪כ♁ⱨ♩ ⌐⅔™≡↕╠⌂╢ ╩

∂╢↓≤⁹ 

 ⌂ ╩ ∆╢√╘⁸ ⅛╠ ⅝ ™∞ ה ─ ╛ ─

⌐ ∆╢ ─☻ꜞⱶ ⌐ ∆╢ ─↕╠⌂╢ ╩ ╢↓≤⁹ 

 ╛ ⌐╟╢ ⅜ ה ⇔≡™╢↓≤╩ ╖⁸ ה ⌐ ↑√ ╩ ∆

╢√╘⌐ ℮ ╛ ⌐ ╢ ─↕╠⌂╢ ╩ ╢↓≤⁹ 
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⌐ ∆╢ ─ ⌐≈™≡ 

 

 

23 ⌐₈ ₉⅜ ↕╣⁸ ⌐№╢ ≥╙√∟─ ─ ╡ ⅜ ⅝ↄ ∆╢⌐

∫√⁹ 

⌐│⁸ 16 ⌐ ↕╣≡™╢╟℮⌐⁸⅛≈≡│ ─ │⁸ ─₈

₉⌐⅔™≡₈ ⌐ ∆╢ ─№╢ │ ⌐ ∆╢↓≤╩ ₉≤

⇔√ ⅜⌂↕╣≡™√⅜⁸ ─ ⌐╟∫≡⁸ │●▬♪ꜝ▬fi≤⇔≡ ╢╙──

₈ ╛ ─ ╩ ⌐ ⇔⁸ ⌐ ↄ⅛⁸ ─ ה ⌐ ↄ⅛│ ⌐ ∆

═⅝╙─≢№╢⁹₉≤ ↕╣√⁹ 

↕╠⌐⁸ 25 ⌐₈ ╩ ≤∆╢ ─ ─ ⌐ ∆╢ ₉⅜

↕╣⁸ ⌐ ≠⅝ ⌐⅔™≡│₈ ─№╢ ╙⌂™ ╙ ⌐ ⅝╢ ≠ↄ╡ ₉⅜ ╘

╠╣⁸ 13 ≢│₈ ⌐⅔↑╢ ╩ ≤∆╢ ™─ ₉⅜ ↕╣⁸ ─ ╩

╪∞ ─ ⅜ ↑╠╣╢╟℮⌐⌂∫√⁹ 

↓─╟℮⌂ ⁸ ⅜ ⌐⅔↑╢ ─№╢ │⁸ ₁ ⌐№╡⁸ ⌐⅔™≡╙⁸

─ ╛ ─ ≤≤╙⌐⁸ ─ ╛ ─ ⁸ ◔▪ ⌐ ∆╢

─ ─ ⅜ ↕╣≡™╢ ⌐№╢⁹ 

╟∫≡⁸ ⌐⅔™≡│⁸ ─№╢ ╩ ↑ ╣╢ ה ⌐⅔™≡⁸ √⌂ ─ ╩∆

╢ ─ ⌂ ─╒⅛⁸ ⌐ ╦╢ ─ ┘⌐ ⁸ ─

⌐≈™≡⁸ ─ ─ ╩ ╢╟℮ ↄ ∆╢⁹ 

  

 

 

─ ♪כꜘ♫♥fi◖ה ⌐≈™≡ 

 

 

⌐⅔™≡│⁸ ╩│∂╘≤∆╢ ─ ↄ╩ ⅛╠─ ⌐ ∫≡⅔╡⁸╕√∕─╒≤╪

≥⅜⁸ ⌐╟╢ ≤⌂∫≡™╢⁹ 

⇔⅛⇔⌂⅜╠⁸ │ ◦♫ ≢ ∆╢ ╛ ─ ⌐╟╢ ⌐╟∫≡ ⅜ ⇔≡™╢⁹

↓╣⌐╟╡⁸ ─ │≢כⱤכ☻⁸ ╩│∂╘≤∆╢ ─ │ ⌂ ≤⌂∫≡™╢⁹

↕╠⌐│⁸ ─ ⁸ ─ ⁸ ─ ⌐™√╢╕≢ ⌐ ⅜ ╪≢™╢

⅜№╢⁹ 

↓─↓≤│⁸ ╛ ∞↑─ ∞↑≢│ ⇔ⅎ⌂™ ≤⌂∫≡™╢⁹ 

─↓≤⅛╠⁸ ⌐⅔™≡╙ ╩│∂╘≤∆╢ ─ ─ ⌐ ∆╢☻♩

♇◒ ─ ⅜ ╘╠╣≡⅔╡⁸ ─ ⌐≈™≡ ↄ ∆╢⁹ 
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⌐⅔↑╢ ה ╩ ∆╢ ♫♥fi◖כ□ⱨכꜞ⌐┘ ⅔╟┘

⁸ ⌐ ∆╢ ─ ╩ ∂╢↓≤⁹  

 

 

 

⌐⅔↑╢ ┘ ─ ⌐≈™≡ 

 

 

│⁸ ⅜ ─ ⁸ ╩ ∆╢⌂≥─ ⅜№╢⅜⁸↓╣╠─ ╩ ⅛≈

⌐ ∫≡™ↄ√╘⌐╙⁸ ─ ╩ ∫≡™ↄ↓≤⅜ ≢№╢⁹ 

⇔⅛⇔⌂⅜╠⁸ ╛ ─ ⁸ ╛ ⌐ ∆╢ ─ ⌂≥⁸ ╡ ╗

═⅝ ₁⌂ ╩ ⅎ≡™╢⁹ 

⌐⅔↑╢ │⁸ ≤ ⇔≡ ⌐ ™ ⌐№╢⁹ ⅜ ⌐ ∫√

⌐╟╢≤⁸ ─ ─ ≤ ∆╢≤⁸ ≢─ ⅜ ↄ⌂∫≡™╢⁹╕√⁸●♁ꜞ

fi ⌐≈™≡⁸ ─ │ ╟╡╙15 ™⁹ ⌐⅔™≡│⁸ ⌐⅔↑╢

─ ╛ ⅜ ↕™√╘ ╙ ╕╡─ ⌐№╢↓≤ ⅜ ≤⌂╡⁸ ≤─ ╩ →╢

≤⌂∫≡™╢⁹↓─↓≤│⁸ ─ ⅝⌂ ≤⌂∫≡⅔╡⁸└™≡│ ⁸ ─

≤⌂∫≡™╢⁹ 

↓─ ╩│∂╘≤∆╢ ─ │⁸ ╛ ─ ∞↑≢│ ⇔ⅎ⌂™ ≢

№╢↓≤⅛╠⁸ ─ ⌐≈™≡ ─ ╩ ∂╠╣╢╟℮ ↄ ∆╢⁹ 

 

 

 

 ⌐⅔↑╢ ⌂≥─ ◖☻♩ ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

 ─●♁ꜞfi ◖☻♩ ─ ┘ ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

 

 

      ᵒ . .25  
           
 

 

 

─ ⌐≈™≡ 

 

 

⁸ ⅜ ∆╢ ⌐⅔™≡│⁸ ⌐ ⅜ ≤⌂∫≡⅔╡⁸∕─ ⅜

─ ≤⌂∫≡™╢⁹╕√⁸ ─ ⌐≈™≡│⁸ ה ⌐⅔™≡╙ ⇔≡⅔╡⁸ ⌂
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≤⌂∫≡™╢⁹ 

─ ⌂ ╛ ╩ ℮ ─ ≢№╢ ⌐⅔™

≡╙⁸ ╛ ⌂≥≢│ ─ ⅜ ™≡™╢ ≢№╢⁹ 

↓─╟℮⌂ ⇔™ ─ ⁸ │ ≤⇔≡ ⌐⅔↑╢ ─≡⇔≥♩♇ⱨ♥▫Ⱡכ☿─

╩ √⇔≡⅝√≤↓╤≢№╢⅜⁸ ─₈ ─ ⅝ ₉─ ⌐ ™⁸ ⅜╕∆╕∆ ⌐⌂╢

≤ ⇔≡™╢⁹↓─╟℮⌂ │⁸ ─ ⌐⅔↑╢ ─ ⌐ ⌂ ╩⅝√⇔⁸ ─

⌂≥╙ ↕╣⁸ ⅜ ⌐ ⇔ ⅝⌂ ╩ ⅎ√ ╩ ™╠╣≡™╢ ≢№╢⁹ 

≈™≡│⁸ ─ ≢⁸⌂ↄ≡│⌂╠⌂™ ─ ─√╘⁸ ─ ⌐≈™≡⁸ ─↔

╩ ╢╟℮ ∆╢⁹ 

 

 

 

─ ╛ ─ ╩ ╢√╘⁸ ─ ⌂ ⁸ ┘ ╩ ≤⇔√ №╢

╩ ∂╢↓≤⁹ 

∞╣╙⅜⁸™≈≢╙⁸≥↓≢╙ ⌂ ╩ ↑⁸ ≢ ⌂ ╩ ╢↓≤⅜≢⅝╢╟℮⁸

─ ─ ╩ ╢√╘─ ╩ ∂╢↓≤⁹ 

 

 

 

─ ⌐≈™≡ 

 

 

⁸ ⌂ ⌐╟╢ ─ ╛ ⌐╟╢ ⌂≥⁸ ₁⌂ ⌐╟∫≡

─ ⌐ ⅜ ┬ ⁸ ⅝ↄ ⌐ ∆╢ ⅜ ≢│⁸ ╛ ⌂≥─ →⁸ ─

⌂≥⌐╟╡⁸ ─ ⌐ ∆╢ │ ⌐ ⌐ ⇔≡™╢⁹ 

∕─ ≢╙ │⁸ ─ ה ≢ ⇔√ ╩∆╢ ≢─ ≢№╢↓≤⅛╠⁸ ─

│⁸ ─ ⅛╠⁸ ה ⌐⅔™≡ ∆═⅝ ─ ≈≢№╢⁹ 

⇔⅛⇔⌂⅜╠⁸ ⅜ ─ │⁸ ⁸ ™ ⌐╟╢ ─ ⁸ ה ─ ⁸

─ ⌐╟╢ ─ ⌐╟╡ ⅜ ⇔√↓≤⌐ ⅎ⁸ ◖꜡♫►▬ꜟ☻

─ │⁸ ─ ⌐⅛⅛╢ ⁸ ⁸ №╠╝╢ ⌐ ⇔≡ ⌐⌂™ ⅝⌂ ╩

╓⇔√⁹ ∑≡⁸꜡◦▪⌐╟╢►◒ꜝ▬♫ ╛ ⌂ ⌐╟╡⁸ ╛ ⁸

─ ⌐ ╘⅜⅛⅛╠∏⁸ ╩ ∆╢ ╙ ∂≡™╢⁹ 

↓℮⇔√ ⁸ ─ ⌂ ─√╘⌐│⁸ ⁸ ⁸ ─ ⌂ ┘ ™

─ ה ≤≤╙⌐⁸ ─ ─ ⅜ ≢№╢⁹ 

↓─╟℮⌂↓≤⅛╠⁸ ⌐⅔™≡│⁸ ─ ⌐≈™≡ ╛⅛⌐ ↕╣╢╟℮ ↄ ∆╢⁹ 
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┘ ⌐⅔↑╢ ╩ ╕ⅎ√ ─ ╛ ⁸ ⌐ ∆╢

╩ ⌐ ⇔⁸ ─ ⁸ ─ ה ≤ ╩ ╢↓≤⁹╕√⁸

─ ⅜ ⌂↓≤⅛╠⁸ ⅜ ∟ ╣≡™╢ ⅜ ↄ ∆╢√╘⁸ ─

⌐ ∆╢ ⌂ ╩ ╢↓≤⁹ 

™ ╛ ╩ ∆╢√╘⁸ ⌐╟╢ ⌂≥ ⌐╟╢ ≢

⌂ ╩ ≤⇔√☻ⱴכ♩ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ⌐ ╢ ─

╩ ╢√╘⁸ ╩ ∆╢↓≤⁹ 

─√╘─ ⌐ ∆╢ ╩ ה ∆╢↓≤⁹ 

₈ ₉─ ⁸ ─√╘⁸ ╩│∂╘≤∆╢ ─ ⌐ ∆╢

╩ ⌐ ∆╢↓≤⁹ 

─ ┘ ─ ה ┘⌐ ─ ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸

⁸ ▬fiⱨꜟ◄fi◙ ┘ ⌂≥─ ⌐ ∆╢ ה ╩ ∆╢↓≤⁹ 

╛ ⌐ ℮ ─ ⌐╟╡⁸ ─ ⅜ ⇔≡™╢ ⁸ ⌐ ⌂

╩ ⅎ≡™╢ ─ ≤ ─ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ─

╩ ╢↓≤⁹ 

─ ⌐ ∆╢ ┼─ ╩ ∆═ↄ⁸ ⌐╟╢ ─ ╩

╢↓≤⁹ 

─ ⁸ ─ ─ ─ ≈ ⌂ ╩ ∆╢√╘⁸ ⅜ ∆╢ ─

⌐ ∆╢ ⁸ ─ ⁸ ─ ─ ⁸ ─ ∕─ ─√╘

─ ╩ ∆╢↓≤⁹ 

─ ┘ ─ ⌐ ∆╢ ─ ⌐ ╘╢≤≤╙⌐⁸ ─

⁸ ─ ─ ⌐╟╢ ─ ╩ ╡⌂⅜╠⁸ ─√╘─ ╩

∆╢↓≤⁹ 

 

 

 

─ ─ ⌐≈™≡ 

 

 

─ │⁸ ⁸ ⁸ ⁸ ─ ⁸ ⌐⅔↑╢ ⁸ ⌂≥⌐ ⌂ ╩ √

∆╙─≢№╢⁹ 

≤╡╦↑⁸ ─ ⅛╠ ↄ ╣√ ≢│⁸ №╢™│ ╩ ┬ ─ │

╩ ⇔⁸ ⅜ ╗ ⁸ ─ ╛ ┼─ ⌂≥⁸ ⌂ ─

╩ ╢ ≢╙⁸ ⅛≈ ⌂ ≢№╢⁹ 

╕√⁸ ┘ ╩ ∆╢√╘⁸ ╛ ╩ ⅛≈ ⌐ ╘≡™ↄ↓≤⅜

╘╠╣≡™╢⁹ 

╟∫≡⁸ ⌐⅔™≡│⁸ ⅜ ⌐ ⌂ ╩ ∆╢√╘─ ╩ ⌐ ↕╣╢≤≤╙⌐⁸

⌂ ─ ─√╘⁸ ⌐≈™≡⁸ ─ ╩↕╣╢╟℮ ↄ ∆╢⁹ 
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─ ┘ ─ ⌐ ⇔⁸ ⌂ ה ⅜ ╘╠╣╢╟℮⁸

√⌂ ╩ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ─ ╩ ⇔⁸ ה ⁸

─√╘─ ⅛ ╙ ╣ ⌂ↄ ה ⌐ ╘≡™ↄ√╘⌐⁸

─ ╩ ∆╢↓≤⁹ 

╕√⁸ ה ∆╢ ─ ה ⌐ ⇔⁸ ┼─ ה

─√╘⁸ ─ ╩ ה ∆╢↓≤⁹ 

─ ⌐≈™≡ 

1 ה ─ ─ ┘ ╩ ╢↓≤⁹ 

2 ₈ ₉ ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

3 ⌐⅔↑╢ ─ ≢№╢₈ ₉ ─

─ ┘ ╢ ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

╡ ─ ⌐≈™≡ 

1 ┘ ─ ─ ┘ ╩ ╢↓≤⁹ 

2 ─ ⌐⅔↑╢ ┘ ⌂≥ ⌂╢ ╩ ╢↓≤⁹ 

3 ⌐⅔↑╢ ─ ≢№╢₈ ₉ ─ ─

┘ ╢ ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

─ ⌐≈™≡ 

1 ─₈ ₉ ─ ┘ ─

╩ ╢↓≤⁹ 

2 ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

3 ─₈ ₉⁸₈ ₉ ┘₈ ₉─ ╩ ╢↓≤⁹ 

4 ─ ⁸₈ ₉╩ ─ ⅛╠ ⌐

∆╢↓≤ ┘₈ ₉─ ╩ ╢↓≤⁹ 

5 ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

6 ─₈ ₉─ ⁸₈ ₉─ ┘ 448 ─

╩ ╢↓≤⁹ 

7 ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

8 ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

─ ⌐≈™≡ 

1 10 ⌐≈™≡ 

▪ Ᵽ▬Ɽ☻ ┘ ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

▬ ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

2 220 ⌐≈™≡ 

▪ ┘ Ᵽ▬Ɽ☻─ ╩ ╢↓≤⁹ 

ה ▬ ┘ ─ ─ ╩ ╢↓≤⁹ 



 

- 111 - 
 

► ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

3 225 ⌐≈™≡ 

▪ ─ 1,000 ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

▬ ─ 800 ┘ Ⱪכ◌ 700 ─ ╩ ╢

↓≤⁹ 

► ─ ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

◄ ─ ╩ ℮↓≤⁹ 

○ ≤ ┘ ─ ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

◌ ─ ┘ ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

4 226 ⌐≈™≡ 

▪ ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

▬ ₈ ₉ ─ ─ ─ ≤ ─ ╩ ╢√

╘⁸ ╛ ⁸ ─ ⁸ ─ ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

► ₈ ₉ ─ ⌐ ↑√ ╩ ╘╢↓≤⁹ 

◄ ↕≈╕ ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

○ ↕≈╕ ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

◌ ↕≈╕ ⅛╠ ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

◐ ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

◒ ─ ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

◔ ┘₈ ₉ ─ ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

◖ ↕≈╕ ⅛╠ ─ ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

◘ ╖ ─ ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

5 270 ─ ⁸ ─ ┘ ─ ╩ ⇔⁸ ─ ╩ ╢↓≤⁹ 

6 447 ─₈ ⅎ┘─ ₉ ─Ᵽ▬Ɽ☻─ ┘

─ ╩ ╢↓≤⁹ 

┘ ─ ⌐≈™≡ 

1 ה ┘ ה ⌐ ∆╢ ╩ ∆╢↓≤⁹ 

2 ─ ┘ ─ ⌐ ↑√ ╩ ∆╢↓≤⁹ 
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      ᵓ . .22  
           
 

 

 

⌐⅔↑╢ ─ ⌐≈™≡ 

 

 

─ ה ─ ≤ ─ ╩ ╡⁸ ─ ╩ ∆╢√╘⌐│⁸

─ ⅜ ≢№╢⅜⁸ ╩ ┬ ─ ⅜ ⌐ ╣≡™╢⁹ 

─ ─ │⁸ ≤─ ה ─ ─ ⁸ ╛ ─ ⁸

─ ⌂≥⁸ ⌂ ╩╙√╠⇔⁸ ─ ⌐ ∆╢╙─≤ ↕╣╢⁹ 

⌐⅔™≡│⁸ ─ ╩ ╢√╘⁸ ⌐≈™≡ ╛⅛⌐ ↕╣╢╟℮ ↄ ∆╢⁹ 

 

 

 

─♩כꜟ  ⌂ ┘ ─ ╩ ℮≤≤╙⌐⁸ ─

┼─ →╩ ™⁸ ─ ╩ ∆╢↓≤⁹ 

 ⁸ ⁸ ⁸ ╡ ⁸

┘ ─ ⁸ ╩ ╢↓≤⁹ 

 ─ ≤⌂╢ ה ה ─ ⌐ ↑√ ─ ─ ╩ ╢↓ 

≤⁹ 

 ─ ─√╘⁸ ⌐⅛⅛╢ ה

─ ─ ⌐≈™≡⁸ ╩ ╣╢ ⌐ ∆╢≤≤╙⌐⁸ ─ ⅜

≥⅔╡ ↕╣╢╟℮⁸ ☺▼♇♩ⱨ◊▬ꜟ─ ╩ ⇔⁸ ⌐ ∆╢

╩ ℮↓≤⁹ 

 ─ ⌂ ─ ≤ №╢ ⌂ ╩ ╢√╘⁸ ⌐ →╢ ╩

╗ ◦☻♥ⱶ─ ⌐ ⅎ⁸ ┼─ ─ ╩ ╢↓≤⁹ 
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⌐ ─ ╩ ⇔≡™╕∆⁹ 

 │ ─≤⅔╡≢∆─≢⁸↔ ↄ∞↕™⁹ 

 

                

7122 ─ ⌐ ∆╢ ═ . .  

7123 ┼─ ─ ═(2023 ) . .  

7124 ─┤╢↕≤ ═ ה  . 16 

7125 2023 ═ 2023 12  . 22 

7126 
─ ⌐╙ ⇔√ ◔▪◦☻♥ⱶ─ ⌐ ∆╢ ═

2023 10  
. .  

7127 2023 ═ 2024  . 18 

7128 ⌐⅔↑╢ ─ ═ 2023.4.1  . 18 

7129 ─ ═ 2022  . 22 

7130 ⌐⅔↑╢ ╛ ⌐ ∆╢ ═ 2024  . .  

7131 ═ 2023  . 10 

7132 
─2023 ═  

[ ]  
. 22 

7133 
─2023 ═  

[ ] ⁸  
. 22 

7134 2023 ═ 2024 2  . 26 

7135 ↓≥╙ ☿fi♃כ ⌐ ∆╢ ═ 2024 3 1  .  

7136 ⌐ ∆╢ ═(2024 1 1  . 17 

7137 
─ ⁸ ─ ה ⌐ ∆╢ ═ 2024 2 1

 
. 31 
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∞╟╡   

 

Ừ                            

ה              

₈D-file₉12   ▬ⱴ☺fi  ▬ⱴ☺fi  

 Ї506  ⅞╞℮∑™ 

 ●Ᵽ♫fi☻  ⅞╞℮∑™ ⅞╞℮∑™ 

  
ה

 
 

☻♇◐ꜞ╦⅛╢ ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌

─ ╖≤ ה  ⌐

↑≡ 

  

♀꜡⅛╠╦⅛╢ ─⅝╒╪   

─ꜘfi◓◔▪ꜝכ  

─ ⅛╠≈⅛╗ ─ ⅜⅛╡ 

ה ה  

ה ↕⅔╡ 
 

ⱦ☺ꜙ▪ꜟ≢╦⅛╢ ⌐♃כ♦  ↕╣√

 
⌐╚╪↓∕┌ ◒ꜞ◄▬♥▫Ⱪ 

⌂− │ ⌐ ↕╣╢─⅛   

  

  
 ⅞╞℮∑™ 

⅜╡╙↓⅝└ה ╦╢≤⅝ ⅜

≤ ⌐ ╢⁸ ≤ ─ ⇔╢═ 
  

─ ≤ ─    

   

─     

 Ї507  ⅞╞℮∑™ 
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ה              

₈D-file₉  ▬ⱴ☺fi  ▬ⱴ☺fi  

 ●Ᵽ♫fi☻  ⅞╞℮∑™ ⅞╞℮∑™ 

₈D-file₉   ▬ⱴ☺fi  ▬ⱴ☺fi  

  
ה

 
 

 Ї508  ⅞╞℮∑™ 

₈D-file₉   ▬ⱴ☺fi  ▬ⱴ☺fi  

₈D-file₉  ▬ⱴ☺fi  ▬ⱴ☺fi  

 ●Ᵽ♫fi☻  ⅞╞℮∑™ ⅞╞℮∑™ 

 Ї509  ⅞╞℮∑™ 

  
ה

 
 

₈D-file₉   ▬ⱴ☺fi  ▬ⱴ☺fi  

₈D-file₉   ▬ⱴ☺fi  ▬ⱴ☺fi  

 ●Ᵽ♫fi☻  ⅞╞℮∑™ ⅞╞℮∑™ 

  
ה

 
 

─ ≤   

⌐ ╢™ ╩╘↨⇔≡  
  ⅞╞℮∑™ 

  
ה

 
 

₈D-file₉   ▬ⱴ☺fi  ▬ⱴ☺fi  
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ה              

↓╣⅛╠─ ─◦♫ꜞ○ 

₈ⱡ♇◌ꜟ ₉⅜⁸

╩ ╠∑√─│⁸⌂−⅛  

ה    

╕∟≠ↄ╡⌐╟╢  

 ₈ ⱪ꜡☺▼◒♩₉─ ⅛╠

╕≢ 

ה  ה

  
ⱵⱠꜟfl□  

≤ ≠ↄ╡ 

ה╢ ⅎ╢ה ╡ ⅎ╢ 

ה ה

ה ה ה

ה ה   

 

₈D-file₉   ▬ⱴ☺fi  ▬ⱴ☺fi  
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